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午前９時３０分開会 

○議長（吉田哲也君） 

 皆さん、おはようございます。本日は、ご苦労さまです。 

 ただいまから令和６年和束町議会第２回定例会を開会いたします。 

 本日、新型コロナウイルス感染症防止対策として議場内扉３か所を開放し、空気清

浄機を設置、演台にはアクリル衝立板を設置しております。 

 また、マスクの着脱について、本議会議場におきましては各個人の自由といたしま

す。なお、マスクを着用される場合は声が聞き取りにくいと思われますので、質問、

答弁の際には、必ずマイクに近づいて発言していただきますようよろしくお願いいた

します。 

 また、クールビズの期間に入っておりますので、上着、ネクタイの着脱は自由とい

たします。 

 町長、挨拶。 

○町長（馬場正実君） 

 おはようございます。 

 令和６年第２回定例会を招集させさせていただきましたところ、議員各位におかれ

ましては、ご多用の所にも関わりませず、ご参集賜りありがとうございます。 

 今思い返しますと、令和５年度におきましては、第２回定例会閉会後、前堀町長が、

ＮＰＯ法人「日本で最も美しい村連合総会」に出席時に不慮の事故に見舞われ、お亡

くなりになられるという悲しい出来事に見舞われました。その後、８月１３日から和

束町政を引き継ぐこととなり、堀町政の後継者として、町政を停滞させることなく、

令和５年度事業を滞りなく５月末をもって締められましたことは、ひとえに議員各位

のご支援・ご指導、和束町民皆様のご理解とご協力の力添えの賜物と、改めて深甚よ

りお礼を申し上げます。 

 こういった中、令和５年度決算につきましては、一般会計歳出合計４２億１,６０
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０万円余り、６特別会計歳出合計で１９億４,６００万円余りとなり、形式収支とし

て１億１,１００万円となりましたが、うち、起債償還が６億６,２００万円と約１超

えとなったことは、令和５年度におきましても非常に厳しい財政状況であったという

結果となったことを言うまでもありません。 

 しかしながら、令和６年度には、悲願であった鷲峰山トンネルの開通や総合福祉施

設の完成など明るい話題にもこと欠くことなく、その前兆として、令和６年産の煎茶、

特にてん茶にあっては好調な売れ行きで、お茶自体も豊作であったというお話をお聞

きします。また、関係各課からもそのような報告を受けています。 

 さて、今期定例会におきましては、令和５年度予算専決処分８承認案件、３同意案

件、１２議案提案を予定しております。慎重審議をいただき、ご提案させていただく

全ての案件につきましてご承認賜りますようお願い申し上げます。 

 令和６年第２回定例会開会に当たりましての挨拶とさせていただきます。今期定例

会、大変お世話になりますが、どうぞよろしくお願いいたします。 

○議長（吉田哲也君） 

 本日の会議を開きます。 

 日程第１、会議録署名議員の指名を行います。 

 会議録署名議員は、会議規則第１２５条の規定により、９番、岡田 勇議員、１番、

村山一彦議員を指名いたします。 

 以上の両議員に差支えのある場合には、次の議席の議員にお願いをいたします。 

 日程第２、会期の決定の件を議題といたします。 

 お諮りいたします。 

 今期定例会の会期は、本日から６月２１日までの１０日間としたいと思います。 

 これにご異議ありませんか。 

 異議なしと認めます。 

 したがって、今期定例会の会期は、本日から６月２１日までの１０日間と決定いた
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しました。 

 日程第３、諸般の報告を行います。 

 宗議員。 

○２番（宗 健司君） 

 先日来より、私個人のことでお騒がせしている件で、皆様のほうに謝罪をしたいと

思いますので、お許しください。 

○議長（吉田哲也君） 

 先日の議員全員協議会において宗議員に対し議長から厳重注意するとともに、本会

議において謝罪することを求めました。よって、ただいまの宗議員からの発言の申出

を許可します。 

 宗議員、演題で発言してください。 

○２番（宗 健司君） 

 失礼いたします。 

 和束町町民の皆様、和束町役場職員の皆様、そして関係各位の皆様、和束町議会議

員、宗 健司です。 

 このたびは毎日放送様のニュース番組の報道により、２年以上過去の私事とはいえ、

町会議員としての認識が欠如していたことにより、皆様には大変ご迷惑とご心配をお

かけしましたことを心よりおわび申し上げます。誠に申し訳ございませんでした。 

 昨年８月に和束町町議会議員補欠選挙において当選させていただいたにもかかわら

ず、私の町議会議員としての立場における認識の甘さ、そして認識が欠如していたこ

とに気づき、強く反省しています。 

 また、５月３０日の毎日放送様のニュース報道において、取材対応におきましては

突然のカメラ、そしてマイクに驚き、気が動転していたとはいえ、和束町の皆様方、

そして視聴者の皆様方には大変不愉快な思いをさせまして、重ねておわび申し上げま

す。本当にすみませんでした。 
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 今回の報道の件における滞納家賃１１万４,８００円と看板撤去費用等９万１,３０

０円、それと遅延損害金につきましては、裁判所の判決のとおり全額相手方代理人弁

護士を通じまして６月３日にお支払いさせていただきました。相手方大家様に対して

もご迷惑をおかけしたことをおわび申し上げます。すみません。 

 本当にこのたびは皆様に大変ご迷惑をおかけしたことを謝罪申し上げるとともに、

今後、町議会議員として気を引き締め、襟を正し、和束町民の方の信頼・信用を取り

戻せるように日々業務に励んでいく所存でございます。本当に申し訳ございませんで

した。 

 以上で謝罪の言葉とさせていただきます。 

○議長（吉田哲也君） 

 ただいま宗議員から、住民の皆さんに対して謝罪が述べられました。宗議員につき

ましては、今回のことを教訓に、住民から信託を受けた公職に就いているということ

を肝に銘じて、今後二度とこのようなことのないようお願いいたします。 

 また、他の議員におかれましても、今回の事案は決して他人事ではなく、他山の石

として自ら身を律し、今後も和束町議会議員の名に恥じないよう議員活動に精励いた

だくことを切にお願いいたします。 

 傍聴するに当たり、和束町議会傍聴規則第９条の規定に基づき、テレビカメラの持

込みを許可された傍聴人に申し上げます。 

 議長の許可は宗議員の謝罪発言に限っています。宗議員の謝罪発言が終わりました

ので、ただいまをもちましてカメラの持込みを禁止といたします。速やかに傍聴席か

ら持ち出してください。 

 諸般の報告を続けます。 

 町長。 

○町長（馬場正実君） 

 私の方からは、３点報告をさせていただきます。 
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 まず、１点目は、令和６年度一茶の状況でございますが、一部てん茶を残し、一茶

につきましては、刈り直しも含め、終了したと報告を受けています。 

 本年の一番茶は、４月後半からの気候にも恵まれ、茶市場においては前評判どおり

の動きが見られ、販売価格も好調であったと報告を受けています。しかしながら、煎

茶においては、４月後半からの気候にもより、例年以上に芽の伸び、生育が早く、収

量についても例年以上に増収となっている畑が多く、硬葉香のスピードも速まったこ

とによる刈遅れが多く見受けられ、全体的に外観の冴えがなく、大型化や上乾きによ

る水色の赤味の差す製品が散見されたという指摘があったようです。 

 てん茶につきましては、需要の引き合いが大変強い展開で推移し、取引価格、収量

共、煎茶同様、好調であったものの、煎茶同様、刈遅れや掛け遅れが顕著に見受けら

れ、製品格差による価格帯は依然に強く、茶商の選択買いが終始続く結果となったと

報告を受けています。 

 煎茶につきましては、入札１５回、１,６６３点、数量７３トン、高値２０万円、

平均３,６２３円、合計２億６,５００万円、てん茶につきましては、入札１４回、３,

４２７点、数量２６４トン、高値１万７,０００円、平均５,４８７円、合計１４億５，

０００万円。 

 かぶせ茶につきましては、入札１３回、３８４点、数量２４トン、高値９,３５８

円、平均３,６６７円、合計９,０００万円。 

 玉露につきましては、入札７回、６４点、数量３トン、高値１万２,０００円、平

均５,９００円、合計１,７００万円という速報値を報告として受けております。 

 ２点目でございますが、総合保健福祉施設建設関係でございます。 

 工事につきましては、昨年９月に議決をいただき、現在までに大きな遅れもなく、

順調に進んでおります。今後の梅雨時期や万博の影響は一定見込まれますが、完成に

向けて鋭意作業を進めているところでございます。 

 工事進捗率ですが、令和６年５月末現在３０.５６％です。予定３１.８３％に対し、
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１.２７ポイントの遅れと報告を受けています。 

 また、ソフト事業では、新施設の愛称について、４月１５日から５月１５日まで、

町内在住者を対象に愛称募集をしましたところ、１１０件もの応募をいただき、今後、

建設委員会等で愛称を正式決定する予定です。 

 今期定例会におきましては、施設の設置及び管理に関する条例の制定、建設工事に

ついて、第１回変更契約の議案を提出させていただきます。ご審議の上、ご承認賜り

ますようお願い申し上げます。 

 ３点目でございます。主要地方道宇治木屋線通行止めについてでございます。 

 ５月１６日に路肩崩壊による通行止めとなっています当路線につきましては、現在、

地質調査を実施されていまして、調査終了後、復旧工事に係る設計、復旧工事になる

と京都府のほうから説明を受けていまして、現時点では、秋以降の通行止め解除とな

るものと想定をしています。住人の皆様には大変ご迷惑をおかけしておりますが、通

行の安全確保のためいましばらくのお時間をいただきたく、ご理解をお願い申し上げ

ます。 

 以上、私から、３点報告とさせていただきます。 

○議長（吉田哲也君） 

 総務課長。 

○総務課長（原田敏明君） 

 おはようございます。 

 私のほうから、和束町議会令和６年第２回定例会報告書に基づきましてご報告をさ

せていただきます。 

 報告第１号から第５号までご説明させていただきます。 

 報告書の１ページをお願いいたします。 

 報告第１号 

令和５年度和束町一般会計繰越明許費繰越計算書に関する報告書 
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 地方自治法施行令第１４６条第２項の規定により、令和５年度和束町一般会計繰越

明許費繰越計算書を調製したので、別紙のとおり報告します。 

                         令 和 ６ 年 ６ 月 １ ２ 日 報 告 

                         和 束 町 長   馬 場 正 実 

 １枚おめくりください。 

 令和５年度和束町一般会計繰越明許費繰越計算書でございます。 

 款、項、事業名、翌年度繰越額の順に説明申し上げます。 

 ２款総務費、３項戸籍住民登録費、戸籍情報システム改修事業、４９１万９,００

０円、４９１万９,０００円。 

 ３款民生費、１項社会福祉費、総合保健福祉施設整備事業、１０億２,２５７万３,

０００円、３億７,７６４万３,０００円。 

 同款、同項、物価高騰緊急支援給付事業、２,１０１万１，０００円、２,１０１万

１，０００円。 

 ４款衛生費、１項保健衛生費、新型コロナウイルスワクチン接種事業、２８５万７,

０００円、８万円。 

 ７款土木費、２項道路橋りょう費、石寺橋整備事業、９,８００万円、７,９６４万

７,０００円。 

 同款、同項、町道中溝学校線改良事業、１,６５０万円、１,６０３万６,０００円。 

 ８款消防費、１項消防費、地域防災計画策定事業、７５４万１ ,０００円、７５４

万１,０００円。 

 １０款災害復旧費、１項農林業施設災害復旧費、農業用施設災害復旧事業、１,５

４５万円、９４４万３,０００円。 

 同款、２項公共土木施設災害復旧事業、河川災害復旧事業、１,６０３万円、１,０

５０万円。 

                         令 和 ６ 年 ６ 月 １ ２ 日 提 出 
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                         和 束 町 長   馬 場 正 実 

 続いて、報告第２号の説明をさせていただきます。 

 報告第２号 

令和５年度城南土地開発公社決算に関する報告書 

                         令 和 ６ 年 ６ 月 １ ２ 日 報 告 

                         和 束 町 長   馬 場 正 実 

 １枚おめくりください。 

 令和５年度城南土地開発公社決算に関する報告書を添付させていただいております。 

 １枚おめくりいただきまして、議案第１号 令和５年度城南土地開発公社事業報告

及び決算認定につきまして、こちらにつきましては令和６年４月２５日に提出されま

して、同日認定を受けているところでございます。 

 １枚おめくりください。 

 令和５年度事業報告書でございます。 

 １枚おめくりいただきまして、２ページから３ページにつきましては、１．総括事

業、２．土地の取得売却、３．理事会議決事項、４．監査事項、５．協議事項、１枚

めくっていただきまして、６ページには６．登記事項、７．役員名簿の事業報告でご

ざいます。 

 続いて、令和５年度収支報告書でございます。 

 １枚おめくりいただきまして、６ページ、７ページにつきましては、収益的収入及

び支出が記載されております。 

 ８ページ、９ページをお願いいたします。 

 こちらにつきましては、資本的収入及び支出の状況についてでございます。 

 １枚おめくりください。 

 令和５年度財務諸表ということで、こちらにつきましては、１０ページから１５ペ

ージに記載しております。 
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 １６、１７ページをお願いいたします。 

 １６ページから２１ページにつきましては、令和５年度附属明細書表でございます。  

 めくっていただきまして、２２ページをお願いいたします。２２ページには監査報

告書が記載されておりますので、後ほどお目通しいただきますようお願いいたします。  

 次に、第３号についてご説明をさせていただきます。 

 報告第３号 

  報告第５号 

令和６年度城南土地開発公社事業計画に関する報告書 

                         令 和 ６ 年 ６ 月 １ ２ 日 報 告 

                         和 束 町 長   馬 場 正 実 

 １枚おめくりください。 

 令和６年度城南土地開発公社事業計画に関する報告書でございます。 

 １枚おめくりいただきまして、議案第５号 令和６年度城南土地開発公社事業計画

並びに予算についてということでございまして、令和６年３月２７日提出、同日可決

をされております。 

 ２ページにつきましては公社の事業計画、３ページにつきましては公社の予算、４

ページから５ページにつきましては予算実施計画、６ページにつきましては賃借対照

表をつけさせていただいておりますので、こちらにおきましても、後ほどお目通しを

お願いいたします。 

 １枚おめくりいただきまして、次に報告第４号でございます。 

 報告第４号 

令和５年度一般財団法人和束町活性化センター決算に関する報告書 

                         令 和 ６ 年 ６ 月 １ ２ 日 報 告 

                         和 束 町 長   馬 場 正 実 

 １枚おめくりください。 
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 第１２期（令和５年度）事業報告書でございます。 

 １枚おめくりいただきまして、１から１５ページにつきましては報告書の詳細とい

うことで記載させていただいております。それ以降につきましては、令和５年度収支

決算報告書を添付させていただいておりますので、後ほどお目通しをよろしくお願い

いたします。 

 次に、第５号報告でございます。 

 報告第５号 

令和６年度一般財団法人和束町活性化センター事業計画に関する報告書 

                         令 和 ６ 年 ６ 月 １ ２ 日 報 告 

                         和 束 町 長   馬 場 正 実 

 １枚おめくりいただきまして、第１３期（令和６年度）事業計画書になっておりま

す。 

 めくっていただきまして、１ページから９ページにつきましては、第１３期の事業

計画の詳細ということになっております。 

 少しめくっていただきまして、続いて、第１３期（令和６年度）収支予算書になっ

ております。こちらにつきましても、後ほどお目通しをお願いいたします。 

 以上でございます。どうぞよろしくお願いいたします。 

○議長（吉田哲也君） 

 議長より報告いたします。 

 監査委員より、令和６年２月２９日現在、３月３１日現在、４月３０日現在の例月

出納検査結果の報告がありましたので、結果報告の閲覧を希望の議員は事務局にてご

覧ください。 

 以上で、報告を終わります。 

 日程第４、閉会中の委員会調査及び一部事務組合議会の報告を求めます。 

 初めに、総務厚生常任委員長、畑 武志議員。 
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○総務厚生常任委員長（畑 武志君） 

 それでは、総務厚生常任委員会の報告を行います。 

 本委員会は５月２７日に、岡田理事ほか関係課長、課長補佐、係長の出席を求め、

各課における令和５年度の主要事業の成果などについて事務調査を行いました。 

 初めに岡田理事から、物価高騰やガソリン・電気料金の補助金の削減等により、令

和６年度予算の執行は大変厳しいものになると予想していると挨拶がありました。 

 次に、令和５年度の決算見込みについて報告があり、一般会計で歳入総額４１億１,

７８９万円、歳出総額４０億５,７１４万円で、翌年度へ繰り越すべき財源１,３７７

万円を引いた実質収支は約４,６９７万円の黒字となりました。 

 また、６特別会計では歳入総額１９億７,３５４万円、歳出総額１９億２,６４３万

円となり、実質収支は４,７１１万円と、全ての特別会計で黒字決算となりました。 

 続いて、各課の令和５年度事業の実施状況等について調査を行いました。 

 総務課からは、住民の経済負担の軽減と地域の消費喚起等を目的とした生活支援燃

料券事業では、１,６７０世帯に配付された。 

 ふるさと応援寄附金は、件数では昨年比１２５％の３５０件、金額では昨年比１４

０％の４５２万６,０００円の寄附をいただき、１７５万円余りを基金として積み立

てられました。 

 奈良交通バス和束木津線は令和５年４月から路線を短縮しましたが、国の補助金算

定期間とのずれがあることから、令和４年度より約６００万円増の３,５００万円で

した。また、奈良交通和束木津線の補完とバスの利用促進、地域の交通空白地の解消

を図る茶源郷乗合交通生活お届け事業は３０３人の利用登録があり、４,１１７人が

利用されました。 

 税住民課からは、令和５年度の町税の課税状況の報告があり、町税全体の調定額の

現年度分は前年度より３％減の３億７,０７５円でした。特に町民税は１０.６４％の

減で、新型コロナウイルス感染症対策で講じられた事業所得の減収補塡制度がなくな
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った影響と思われます。 

 固定資産税のうち償却資産については、課税対象資産の評価額の減少により４.９

５％の減となりました。 

 電力・ガス・食料品等の価格高騰の影響が大きい生活困窮者等の生活を支援するた

めに実施された価格高騰緊急支援給付事業では、１世帯当たり３万円が５４６世帯、

７万円が５３９世帯、計１,０８５世帯に給付されました。 

 福祉課では、新生児を育てる子育て世帯の経済的負担を軽減するための子育て応援

給付金事業では、新生児１人当たり２０万円、８人に給付されました。なお、給付額

は、令和５年度から増額されています。 

 生後６か月から中学３年生までの小児のインフルエンザ罹患の低減を図るため実施

されている小児インフルエンザ助成事業では、８４人の申請があった。 

 国保診療所からは、令和４年６月から午後の診察を開始したこと、発熱外来等の抗

原検査を開始したことに伴い患者数が約２００人弱、率にして約３％増の６,２２６

人、診療収入は１５.２％、約８１８万円の増となりました。 

 このほか介護保険事業や和束保育園、人権ふれあいセンター施設の事業などについ

て報告がありました。 

 その後、各委員からは、「いきいきこども館の利用者数は」、「ＷａｚＣａｒの本

格運行の方法は」、「能登半島地震への義援金の額は」、「法人町民税が倍増してい

るが、今年度の見込みは」、「今年度、和束小学校の新入生は８名であった。出生も

８名、今後の見込みは」、「農家所得はどのような状況か」、「奈良交通バスが原山

止めとなった。湯船の住民の声はどのように聞いているか」、「定額減税について自

治体の負担が大きいと聞く。現体制で対応できるのか」といった質問のほか、職員の

出勤時間に対する管理職の配慮についての要望も出されていました。 

 午後からは、年度内の開通を目指して工事が着々と進められている鷲峰山トンネル

の工事現場を視察し、土木事務所の担当者などから説明を受けました。鷲峰山トンネ
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ルの完成は今後のまちづくりに大いに関わるものであり、早期開通を願うものです。

その後、所管外ではありますが、年内完成を目指して建設されている和束町健康福祉

交流センターの設置及び管理に関する条例案の概要の説明を受けました。 

 以上、報告といたします。 

○議長（吉田哲也君） 

 続きまして、産業常任委員長、岡本正意議員。 

○産業常任委員長（岡本正意君） 

 産業常任委員長の岡本正意です。５月２９日に開催した産業常任委員会の報告を行

います。 

 本委員会では、令和５年度決算見込み、事業実績についての審議、現在工事中の鷲

峰山トンネル工事現場の現地調査を行いました。また、来年度オープン予定の総合保

健福祉施設の条例制定について説明を受け、若干の質疑を行いました。 

 令和５年度決算見込みと事業実績について理事と各担当課長から説明を受けた後、

質疑を行いました。主な内容として、祝橋左岸の道路改良の時期について、空き家活

用による移住者数について、石寺景観駐車場周辺の安全やマナー対策について、合併

浄化槽の補助件数について、和束茶を使用した特産品開発の在り方、また開発品のＰ

Ｒについて、観光スポットのバリアフリー化やトイレ確保について、西部水源の今後

の整備計画について、オープンエアミュージアムの今後の方向性について、またトン

ネル開通後の通行車両の見込みやその対応策について、物価高騰対策についてなどの

意見や要望が出されました。 

 総合施設整備課より、６月議会に提案予定の「和束町健康福祉交流センターの設置

及び管理に関する条例（案）」の概要説明がありました。また、併せて、センターの

使用料金や施設運営の基本方針についても説明がありました。その上で出された主な

意見では、センター使用についての営利目的・政治的・宗教的活動等に対する制限の

考え方、土日も含めた施設管理の体制について、音響設備やＷｉ-Ｆｉ設備の扱いや
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整備について、施設への進入路整備等の予定についてなどが出されました。 

 午後の事務調査の前に鷲峰山トンネル工事現場の現地調査を行い、山城南土木事務

所長や工事業者から、現在の進捗状況や完成・開通に向けての見通しについて説明を

受けました。昨年秋の貫通以降、現在はトンネル内の壁面や道路面の整備に取りかか

っており、基本的に進捗は順調ではあるが、物価高騰や万博関連による資材調達など

で若干の影響は出ているとのことでした。開通の見込みについては、年内は難しい状

況ではあるが、来年３月までの年度内に一日も早く開通・供用開始ができるよう最大

限努力しているとのことでした。 

 以上、産業常任委員会報告といたします。 

○議長（吉田哲也君） 

 続いて、一部事務組合議会の報告を求めます。 

 初めに、相楽中部消防組合議会、畑 武志議員。 

○相楽中部消防組合議会（畑 武志君） 

 それでは、相楽中部消防組合議会の報告を行います。 

 令和６年第１回相楽中部消防組合議会臨時会は、令和６年５月２８日午前１０時５

分から相楽中部消防組合消防本部で開かれました。 

 会議では会議録署名議員の指名、会期の決定が行われた後、相楽中部消防組合消防

賞じゅつ金等審査委員会委員に議長の指名により奥森由治議員が、相楽中部消防組合

表彰審査委員会委員に議長の指名により大倉博議員がそれぞれ選出されました。 

 次に、同意第１号 相楽中部消防組合監査委員の選任については、任期満了に伴い、

新たに相楽中部消防組合議員のうちから奥森由治氏を選任するもので、全員の賛成で

原案のとおり同意されました。 

 日程第６、承認第１号 専決処分事項の承認を求めることについて、令和５年度相

楽中部消防組合一般会計補正予算（第３号）は、歳入歳出それぞれ２４４万円を追加

し、総額を歳入歳出それぞれ３２億５,６９１万２,０００円とするものであり、全員
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の賛成で原案のとおり承認されました。 

 日程第７、議案第８号 中部及び和束高規格救急車の買入れについては中部及び和

束高規格救急車を購入するもので、全員の賛成で原案のとおり可決されました。 

 そのほか、加茂消防車物損事故による損害賠償についての報告があり、午前１０時

３４分に閉会いたしました。 

 以上、報告を終わります。 

○議長（吉田哲也君） 

 続きまして、山城病院組合議会、井上武津男議員。 

○山城病院組合議会（井上武津男君） 

 それでは、私の方から、令和６年第１回国民健康保険山城病院組合議会臨時会報告

並びに第２回報告を行います。 

 第１回につきましては、令和６年３月２８日午前１０時から京都山城総合医療セン

ター会議室で開催されました。 

 議長より議席の指定、会議録署名議員の指名、さらに会期を当日１日とされ、諸般

の報告及び議案説明では、管理者による病院組合の近況報告、臨時会へ提案の同意案

件及び議案の説明がありました。 

 日程第５、議会運営委員会の委員の選任については、笠置町議会編成変更の結果、

当組合議員に選出された由本議員が選任されました。 

 日程第６、同意第１号 副管理者の選任については、任期満了に伴う次期副管理者

福井景一氏の選任は、全員一致で同意。 

 日程第７、京都山城総合医療センター使用料等徴収条例の一部を改正する条例につ

いては、令和６年４月１日からの診療報酬算定方法の改定に伴うもの、全員賛成で可

決。 

 日程第８、介護老人施設やましろ使用料手数料等徴収条例の一部を改正する条例に

ついては、全員賛成で可決。 



― 20 ― 

 この日の日程を終了いたしました。 

 続いて、令和６年第２回国民健康保険山城病院組合議会臨時会報告を行います。 

 令和６年５月２０日午前９時３０分から、京都山城総合医療センター会議室で開催

されました。 

 開会に先立ち議長から、南山城村議会臨時会において、廣尾正男議員、齊藤和憲議

員が当組合議会議員に選出された旨、報告。 

 令和６年３月１７日の笠置町長選にて選出された山本篤志町長から挨拶がありまし

た。 

 さらに４月１日付で組合職員の人事異動があったことから、自己紹介がありました。 

 次に、議長より議席の指定、会議録署名議員の指名、会期を当日１日と決定いたし

ました。 

 日程第４、諸般の報告及び議案説明、管理者による病院組合の近況報告、臨時会提

案の同意案件説明。 

 日程第５、議会運営委員会委員の選任について、議長による議会運営委員会委員欠

員の指名、南山城村、齊藤議員。 

 日程第６、同意第２号 監査委員選任についての同意案件、議会の選考委員により

南山城村、廣尾議員を指名推選、賛成全員で可決。 

 この日の全ての日程を終了いたしました。以上、報告といたします。 

○議長（吉田哲也君） 

 以上で報告を終わります。 

 会議の途中ですが、ただいまから午前１０時２０分まで休憩します。 

休憩（午前１０時１４分～午前１０時２０分） 

○議長（吉田哲也君） 

 休憩前に引き続き、会議を開きます。 

 日程第５、一般質問を行います。 
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 質問時間は、答弁を含み１時間以内といたします。 

 再質問は、制限時間内の質問を許可いたします。 

 答弁は簡潔明瞭に願います。 

 質問者及び答弁者のご協力をお願いいたします。 

 初めに、髙山豊彦議員。 

○４番（髙山豊彦君） 

 皆様、改めましておはようございます。 

 公明党の髙山豊彦でございます。ただいま議長のお許しをいただきましたので、通

告書に基づき、私の方から一般質問をさせていただきます。 

 まず、大きな１点目ですが、高齢者等が安心して暮らせる環境の整備についてお尋

ねをします。 

 茶源郷乗合交通「ＷａｚＣａｒ」の湯船地区以外への運行体制を確保するための取

組についてでございますが、茶源郷乗合交通「ＷａｚＣａｒ」は、令和４年９月３０

日から、「山城ヤサカ交通株式会社」のご協力をいただき、１年半の実証実験が行わ

れ、この６月３日から、「ＮＰＯ法人Ｙｕｂｕｎｅ」「和束町社会福祉協議会」「山

城ヤサカ交通株式会社」で構成する「茶源郷和束交通運営協議会」により運営をされ

ており、運行については、「ＮＰＯ法人Ｙｕｂｕｎｅ」と「山城ヤサカ交通株式会社」

が担っていただいていますが、今後も「山城ヤサカ交通」が継続して運行していただ

けるのかどうか、ご答弁をお願いします。 

 ２点目ですが、高齢者等のごみ出し負担を軽減するため、各地区のごみステーショ

ン増設の考えについてでございます。 

 高齢化が進む中で、各地域のごみステーションの数は少なく、日常のごみ出しが高

齢者にとって大きな負担となっているが、今後ごみステーションを増設する考えはあ

るのかどうか、ご答弁をお願いします。 

 大きな２点目です。住民の交通安全対策についてお尋ねします。 
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 まず、１点目に、奈良交通和束中学校バス停の横断歩道の安全を確保するための対

策についてです。 

 このたび消防署前の歩道改修が行われたことに併せて、「この先横断歩道あり」と

の路面表示をされたが、路面標示だけでは不十分だと考えるが、歩行者信号機の予告

信号の設置の要請はされたのかどうか、お尋ねします。 

 次に、２点目です。奈良交通撰原バス停三差路から府道木津信楽線に出るための安

全対策についてです。 

 当該三差路の安全確保については、これまでも冬にカーブミラーの結露等で府道の

走行車両の確認ができないとのことで、安全を確保するため現行の歩行者信号機を感

応式信号機に変更をお願いしてきたところですが、その後、警察等への要請はしてい

ただいたのかどうか、ご答弁をお願いします。 

 最後に３点目ですが、撰原バス停三差路周辺の道路拡幅等の改修計画についてです。 

 安全に町道から府道に出入りするために道路構造の改善が必要と考えるが、改修の

計画はあるのかどうか、ご答弁をお願いいたします。 

 以上、１回目の質問とさせていただきます。よろしくお願いいたします。 

○議長（吉田哲也君） 

 町長。 

○町長（馬場正実君） 

 それでは、髙山議員からいただきました一般質問について答弁させていただきます。 

 まず、１番の高齢者等が安心して暮らせる環境の整備について答弁させていただき

ます。 

 高齢者が地域で安心して暮らすためには、地域で助け合うための連携や支援が必要

であり、特に買物や通院、ご質問もいただきましたごみ出しなど日常生活では、行

政・地域コミュニティがそれぞれの役割を持って取り組まなければならないと考えて

います。 
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 本町における高齢化率は、令和６年６月１日現在、６５歳以上１,６７９人、４８.

９％となっており、京都府内でも高齢化率が高く推移しているのが現状です。和束町

に暮らす高齢者の皆さんが、今後も住み慣れた地域において自分らしく安心して生き

がいに満ちた暮らしを続けていけるまちづくりを目指す計画をしています。令和６年

度から令和８年度を計画期間とする「和束町第１０次高齢者保健福祉計画」を策定し、

町民・事業者・行政が協働して支え合うことが実現できる様々な施策に取り組んでま

いりますので、ご支援を賜りますようよろしくお願い申し上げます。 

 次に、住民交通の安全対策について答弁させていただきます。 

 町民の皆様、特に高齢者や子供たちの安全確保については、本町においても極めて

重要な事項と考えており、毎年実施されます全国交通安全運動の実施に合わせ、啓発

活動に努めております。 

 併せまして、交通環境の改善や交通事故の防止を図り、特に府道においては円滑な

交通を確保するため、交通安全施設や道路附属物等の整備については、京都府、所管

警察署に強く要望しております。 

 今後も町民の皆様の安全確保のため、必要な交通規制やそれに基づく交通安全施設

の設置を適切に推進してまいりたいと考えておりますので、よろしくお願いいたしま

す。 

 また、令和６年度完成を目指し進められています「主要地方道宇治木屋線鷲峰山ト

ンネル」の開通に合わせ交通量が増えることが予測されることから、主要地方道木津

信楽線など道路拡幅改良について要望してまいりますので、重ねてご支援をよろしく

お願いします。 

 なお、高山議員からいただきました他の質問、事業等具体的な内容につきましては、

担当課長のほうから答弁をさせます。 

 以上、髙山議員からいただきました一般質問の答弁とさせていただきます。 

○議長（吉田哲也君） 
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 総務課長。 

○総務課長（原田敏明君） 

 私からは、髙山議員からいただきました質問、大きな１番、高齢者が安心して暮ら

せる環境整備についての（１）茶源郷乗合交通「ＷａｚＣａｒ」の湯船地区以外への

運行体制を確保するための取組にはについて答弁をさせていただきます。 

 茶源郷乗合交通「ＷａｚＣａｒ」につきましては、６月３日より運行体系を変更し、

運行をさせていただいているところでございます。運行体制の確保のためには、住民

の皆様がご利用いただき、利用率を向上させるということで体制の確保やＷａｚＣａ

ｒの進化につながるということを考えております。 

 まず、利用登録者の未利用者につきまして、その方につきましてニーズ等の調査を

実施させていただきまして、ＷａｚＣａｒの利用についても住民の皆様や来訪者の方

へ周知の強化が必要不可欠ということでございます。 

 また、利用促進策の件と課題といたしましては、地域ドライバーの確保や高齢化・

財政基盤など、運営協議会として検討していく必要もございますので、よろしくお願

いいたします。 

 また、ヤサカ交通が今後も協力していただけるのかというところでございますが、

ヤサカ交通様につきましては、昨年度、ＷａｚＣａｒの事業者として公募させていた

だいたところ、手を挙げてはいただいたところでございますが、予算面での折り合い

が合わず、辞退されたという経緯もございます。 

 また、２０２４年問題ということでドライバー不足ということもございますので、

令和６年度につきましては一定のお願いをさせていただいているところでございます

けども、令和７年度につきましては、また運営協議会のほうで協議をしてまいりたい

というふうに思いますので、よろしくお願いいたします。 

 次に、２番、住民の交通安全対策についての（１）中学校前のバス停横断の安全を

確保するための対策はについて答弁をさせていただきます。 
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 こちらの箇所につきましては、小中学生の通学路として利用されており、生徒児童

の安全対策として、教育委員会や町よりの要望によりこれまで改善を図ってきたとこ

ろでございます。また、現在は、消防署前から芳煎橋までの歩道部分につきましては、

京都府よりガードレールの設置工事をしていただいているというところでございます。 

 鷲峰山トンネル開通により府道木津信楽線の交通量が増加されるということで懸念

しているところでございますが、先ほど町長の答弁で申し上げましたとおり、交通安

全施設や道路附属物等の整備については、より一層要望してまいりたいというふうに

考えておりますので、ご理解をお願いいたします。 

 続いて、（２）撰原バス停三差路から府道木津信楽線に出るための安全対策はにつ

いて答弁をさせていただきます。 

 現在、バス停前の三差路について、現在の安全対策は、歩行者用のバス停利用に伴

う府道横断の点滅信号機、また車両には昨年更新をさせていただきました曇り止めつ

きのカーブミラーで安全を確保するというのが今の現状となっております。これまで

地域住民の方の要望により再三再四にわたりまして信号機の設置をお願いしていると

ころでございますが、いまだ設置に至ってないというのが現状でございます。 

 今後も関係機関への働きかけをより一層強化してまいりますので、ご理解いただき

ますようよろしくお願いいたします。 

 以上、髙山議員からの一般質問の答弁とさせていただきます。 

○議長（吉田哲也君） 

 農村振興課長。 

○農村振興課長（松井幸則君） 

 皆さん、おはようございます。 

 それでは、私の方から、髙山議員の大きな１、（２）高齢者等のごみ出し負担を軽

減するため、各地区のごみステーションの増設の考えはについてお答えさせていただ

きます。 
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 本町におきましては、家庭から出されるごみにつきましては、効率的なごみの収集

を実施するために、各地区に設置してあります収集場所に出していただくステーショ

ン方式により集団回収を行っております。現在、町内の設置箇所につきましては１５

１か所ありまして、こちらについては業者と委託契約している中にも組み込まれてお

る内容でございます。設置場所の変更や増設につきましては、区長様を通じまして町

に申出をしていただき、区、町、収集業者での協議が行われた後、設置場所の増設を

行っております。 

 ただ、増設となりますと、収集業者との契約が変更になりますので、年度途中での

増設はほとんど行っておりませんが、必要に応じて対応させていただいておりますの

で、まずは農村振興課までご相談いただければと考えております。 

 なお、地域を挙げての見守り活動の取組として、町、社会福祉協議会、大北リサイ

クルと連携し高齢者見守りパトロールを実施しており、大北リサイクル従業員の方が

毎週木曜日に利用者宅を訪問し、ごみ出しの援助を行っていただいております。 

 令和５年度の実績は、利用者７人中５人は独居世帯の方で、２人は高齢者世帯です。

延べの訪問回数につきましては２９６回となっております。 

 以上、髙山議員からの一般質問に対する答弁とさせていただきます。よろしくお願

いいたします。 

○議長（吉田哲也君） 

 建設事業課長。 

○建設事業課長（井上博丞君） 

 私のほうからは、髙山議員からいただきました一般質問２．住民の交通安全対策に

ついて、（３）撰原バス停三差路周辺道路拡幅等の改修計画はについて答弁させてい

ただきます。 

 町長から答弁がありましたとおり、鷲峰山トンネル開通に伴う府道木津信楽線の交

通量の増加を見据え、府道拡幅などについてこれまで以上に、京都府をはじめとする
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関係機関に強く要望していきたいと考えているところでございます。 

 また、信号機を設置するにあっては、歩行者の通行部分を除いた車線幅員が５.５

メートル以上必要など複数の条件がありますが、これらの条件に該当する町道拡幅改

良は地形的に難しい状況にあることから、府道木津信楽線の拡幅と合わせて一体的に

進めていきたいと考えているところでございますので、ご理解いただきますようお願

いいたします。 

 以上、髙山議員からいただきました一般質問の答弁とさせていただきます。 

○議長（吉田哲也君） 

 髙山議員。 

○４番（髙山豊彦君） 

 それぞれご答弁ありがとうございました。 

 ではまず、茶源郷乗合交通ＷａｚＣａｒについてから再質問をさせていただきます。 

 茶源郷交通運営協議会により運営されているわけですけれども、この運営主体、協

議会だと思うんですが、この主体となるのはどこなのか、次に、和束町なり、先ほど

申しましたＮＰＯ法人Ｙｕｂｕｎｅ、また、ヤサカ交通などもあると思うんですが、

実際運行されているのはＮＰＯ法人Ｙｕｂｕｎｅであるとか山城ヤサカ交通になるわ

けですけれども、それぞれの運行についての予約の受付であるとか、また、ドライバ

ーへの運行指示、事故の対応などですね、そういった組織体制はどのようになってい

るのかですね、どこが対応するのか、そういったところについて教えていただきたい

と思います。 

○議長（吉田哲也君） 

 総務課長。 

○総務課長（原田敏明君） 

 髙山議員のご質問にお答えさせていただきます。 

 こちらにつきましては、運営協議会ということで先ほど髙山議員からもございまし
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たように、和束町、ＮＰＯ法人Ｙｕｂｕｎｅ、それと和束町社会福祉協議会、山城ヤ

サカ交通という団体で構成する協議会でございます。 

 こちらにつきまして主体はということでございますが、会長に町長が会長というこ

とでございますので、主体につきましては和束町でございます。 

 それと、先ほどの運営協議会の体制でございますが、総括責任者といたしまして、

総務課長の私が務めさせていただいております。 

 また、要所の苦情処理、運行管理、車の整備等につきましては、やはりこちらにつ

きましても役場の職員が責任者として務めさせていただいているところでございます

けども、実際運行をしていただいておりますのは湯船のＮＰＯ法人、またヤサカタク

シーのドライバーの方ということでございますので、配車または予約受付等につきま

しては、主にＮＰＯ法人Ｙｕｂｕｎｅのほうでお願いしていると言うところでござい

ます。 

 よろしくお願いいたします。 

○議長（吉田哲也君） 

 髙山議員。 

○４番（髙山豊彦君） 

 先ほどちょっと漏れたんですが、実際、ＮＰＯ法人Ｙｕｂｕｎｅと山城ヤサカ交通

のほうで運行していただいているわけですけれども、この運行時間であるとか運行の

範囲、それぞれのですね、ＮＰＯ法人Ｙｕｂｕｎｅが運行される時間帯と運行範囲、

また山城ヤサカが運行される範囲、時間を教えていただきたい。 

○議長（吉田哲也君） 

 総務課長。 

○総務課長（原田敏明君） 

 はい、お答えさせていただきます。 

 運行の日時でございますが、湯船地区におきましては平日の午前６時から午後８時、
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土曜日、日曜日の午前９時から午後５時、それ以外の地域につきましては、平日の午

前９時から午後５時、また、土日の運行については運行ございませんというところで

すので、よろしくお願いいたします。 

○議長（吉田哲也君） 

 髙山議員。 

○４番（髙山豊彦君） 

 今ご答弁いただきましたが、先日、「れんけい」のほうにこの資料が一緒に入って

ましたけど、なかなか分かりづらいんですね。なので、確認をさせていただきました。 

 ６月３日から、湯船エリアについては、小学校前から湯船エリアの奈良交通の路線

バスの代わりの路線バスと連絡をした定期運行がされているというふうに聞いていま

すが、運行ダイヤの案内はどのようにされているのか、また、私が登録もさせていた

だいてますので、小学校前から湯船中山まで１０時乗車で予約検索をしたんですね。

そうしたところ、１２時１５分しか予約できない状況になっているんです。午前中に

利用したい方は当然おられると思うんですね。午前中に湯船地域以外の方が湯船地域

に行きたいとか、また、観光で来られた方が湯船のほうの事業者、商店さんのほうに

行きたいとかいう方もおられると思うんですが、それはどうやって検索したらいいの

かなんですね。 

 私、ホームページを探してみたんです。ＷａｚＣａｒということで、４月以降も運

行継続予定という、こういうものがＰＤＦで貼り付けられているんですが、内容を見

てみますと以前のままなんですね。ＷａｚＣａｒの利用相談として７８の２０２０で

役場総務課内になってるんです。予約についてはヤサカ交通の電話番号になってるん

ですね。なので、全くホームページからそういった必要な情報が得られない。先ほど

言いました定期運行の時刻についても検索ができない状況にあります。これは湯船地

区の住民の方だけが利用できる定期バスなのかということなんでね。湯船地区の方は

回覧で時刻表が配布されたというふうに聞いておりますが、それ以外の住民には何の
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お知らせもない、また検索のしようもないというのが現状なんですが、この辺りはど

のようになっているのか。 

○議長（吉田哲也君） 

 総務課長。 

○総務課長（原田敏明君） 

 はい、委員のご質問にお答えさせていただきます。 

 今のご質問でございますが、朝の時間帯につきましては、定期便ということで午前

６時から１２時までに合計８本運行させていただいているのが状況でございます。こ

ちらにつきましては、やはり奈良交通バスの代替措置ということでございますので、

また湯船の方から、強く定期便を走らせてほしいという要望もございましたので、そ

れにお応えさせていただく形で、あまり大きい声では言えないんですけども、定期便

ということで走らさせていただきます。 

 そのことにつきまして、やはり定期便を出させていただいてますので、湯船の方に

つきましてはそれをご利用いただくということでございますので、自分の都合で乗り

たいというのには、今、自然に受け付けできないような状況のシステムを入れさせて

いただいておりますので、一発目、一番初めの予約が１２時１５分ということになる

ということでございます。 

 また、主に、湯船発着便につきましては、ＮＰＯのＹｕｂｕｎｅのほうで、地域住

民ドライバーの方でその役割を担っていただくということで、それ以外の地区につき

ましては、ヤサカ交通ドライバーの方にお願いをしているところが今のところ現状で

ございます。 

 湯船の方につきましての時刻表でございますが、こちらにつきましては、湯船区長

様を通じまして各家庭に配布させていただいたところでございます。 

 また、湯船の乗降場所につきましても、時刻表のほどを掲載させていただいている

というところでございますので、よろしくお願いいたします。 
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○議長（吉田哲也君） 

 髙山議員。 

○４番（髙山豊彦君） 

 これは奈良交通の路線バスの代わりなんですよね。なので、公共交通としての運行

だと思うんです。それで、湯船の方について定期的に運行してほしいということで定

期便ということで運行されている。この時刻表を見ましても９時５０分までは湯船向

きについては時刻は書かれてないというか、６時３５分、小学校前から湯船中山６時

５０分着というような運行もあるようなんですが、こういったものはそれをお知らせ

することによって利用できるん違うかなと。やっぱり利用されたい方もおられると思

うんです。もし、定期便に乗車できないのであれば、今、運行しているＷａｚＣａｒ

のほうで予約を受け付けて対応されるなりの方法でですね、やっぱり湯船地区以外の

方も湯船に行ける、そういった輸送体制というのは必要だと思うんですが、その辺り

町長、いかがですか。 

○議長（吉田哲也君） 

 町長。 

○町長（馬場正実君） 

 今の髙山議員の質問にお答えします。 

 確かに、今言われているとおり、現状では、私も確認しているところでは、湯船の

方が西和束のほうに来るということに関しましては、利便性はあまり落ちていないと

思っております。ただ、私のほうにも同様の質問がございまして、西和束、中和束の

ほうから湯船のほうに行きにくいということは聞いております。これに対しましては、

６月３日に運行を試行的に変更させていただいた関係で、今後これをもっと充実させ

ていきたい。特に、定期便の帰る分とかですね、こういう部分をうまく利用しながら、

それから、もう一つは、新たな予約ということも含めまして検討してまいりたいと思

いますので、議員のご意見につきましては慎重に対応したいと思います。 
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○議長（吉田哲也君） 

 髙山議員。 

○４番（髙山豊彦君） 

 それとですね、湯船地区の住民の方から先日ちょっとお聞きをした声なんですが、

今回、１週間前から前日までの予約ということに変わりました。その方は今までもず

っと利用されている方なんで、非常に不便になったということなんです。定期バスと

いうことで運行もしていただいている、これは非常にありがたいことやけども、それ

だけ利用実態はないのじゃないかと。当然、そこには税金も投入されているわけです

から、湯船地区の住民にとってはありがたいことやけどもね、やはりそこは町として

そこまで税金を投入するだけの必要があるのかどうか、ちょっともったいないなとい

う気持ちがありますという声があったんです。その声もしっかりとまた議会のほうで

お伝えさせてもらいますということでは言ってたんですが、今後もやっぱりそういっ

た実態、先ほどの湯船地区以外からの移動も含めてですね、やっぱり住民の声を聞き

ながらそういった対応がこれから必要ではないかなというふうに思います。 

 もう一つはですね、ＷａｚＣａｒの導入について、これは当初の公共交通会議の資

料なんですが、この中に目指す町内交通の姿というのがありましてね、この中に高齢

者や子供が自家用車に頼らず日常生活を送ることができる移動機会を確保するという

ふうになってるんですね。そういう意味でいきますと、やはりドアツードアの運行と

いうのが求められるんではないかなというふうに思います。 

 現状、乗降場所で７７か所あるわけですけれども、例えば、非常に不便だなと感じ

るのは、町長の地元ではありますけれども、白栖の東側というのは、今、乗降場所が

ないんですね。バスに乗ろうと思ったらローソンのとこまで降りてこないといけない。

また、白栖のバス停といったら、またそれも遠いという中で、ＷａｚＣａｒの乗降場

所がその近くにないという地域もあるわけですよ。ですから、そういった部分では、

もっと乗降できる場所を増やす必要があるんではないかなというふうに思います。 
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 南山城村なり伊根町のほうとか、これまでこの事業で利用者の多くなってきている

場所というのは、全てドアツードアの輸送をされてるんですね。ですから、今後、や

はりそういった住民の方の声も聞きながら柔軟なそういった対応をできるように検討

いただけたらなと。 

 これまでは実証実験だったから仕方ない部分があるかと思いますが、これから本格

運行していく中では、やっぱりそういった対応が求められるのではないかなというふ

うに思いますが、町長いかがですか。 

○議長（吉田哲也君） 

 町長。 

○町長（馬場正実君） 

 はい、答弁させていただきます。 

 言われるとおり、究極のサービスにつきましては、ドアツードアであると。デマン

ド交通的な方向が一番いいと思います。ただ、今まではご承知のとおり、ヤサカ交通

さんの方にほぼほぼお願いをしていた関係で、乗降場所を指定させていただいたとい

うことがございます。今後につきましては、進化させさせていきたいと思っておりま

す。できる限り乗降場所も増やし、確かに言われるとおり、私の家の近所から東側に

つきましては一つも乗降場所がないというのも私も認知しております。そういうこと

もありますので、今後は前向きに検討しながら、まずは運行する母体をもう少し強固

にしたい、これがまず第１点です。これが出来上がった段階で新たな運行体系にでき

るだけ早い時間に持っていくということも検討してまいりたいと思ってますので、よ

ろしくお願いしたいと思います。 

 それと、先ほどご指摘を受けましたホームページにつきましては、早急に見やすく

できるよう担当課のほうに指示しますので、よろしくお願いいたします。 

○議長（吉田哲也君） 

 髙山議員。 
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○４番（髙山豊彦君） 

 ぜひそこはですね、やはりせっかく運行しているわけですから、住民の方が利用し

やすい公共交通となるように努力をいただきたいというふうに思います。 

 次に、高齢者等のごみ出し負担の軽減についてです。 

 ごみステーションが遠い場合ですね、現状は、ほとんどの住民の方が自家用車でご

みステーションまで運搬されているんですね。それが実態かと思うんです。先ほどの

移動手段もそうですが、和束町の場合、車がないと何もできないのかというような状

況にあるわけですね。ですから、今回、れんけいでも３世帯１９人の人口減というふ

うになってましたけど、やはりそういった不便感を与えることで転出・流出につなが

っていっているというのもあるかと思いますので、やはりどう住みやすい環境をつく

るのかということだと思うんですね。 

 最近ニュースでよく高齢者の事故等が報道されるたびに運転免許の返納のことが触

れられますけれども、本町でも、随分毎年返納者も増えてきていると思うんですね。

そういった方々は、そしたらこれからごみ出しができないのかということになってく

るわけですよ。なので、ごみ出しの課題というのは大きな問題であるというふうに思

います。 

 町長からの答弁で、行政、地域コミュニティがそれぞれ役割を持って取り組まなけ

ればならないというような答弁でございましたが、これまでもよく前回の議会でも、

ある議員からご指摘がありましたけど、自助共助の話でね、意見がありましたけど、

これからの高齢社会を支える上でも重要なことだと思うんですね。自助共助というの

は重要なことだと思うんです。ただ答弁にもありましたが、令和８年度の第１０次高

齢者保健福祉計画にもあるように、本町の現状というのは老老介護世帯が多いである

とか、また、地域コミュニティとして活用いただいているふれあいサロンですね、こ

のふれあいサロンを見ましても、やはり支援する側の高齢化というのも大きな課題に

なってきているわけです。先ほども申しましたが、若い世代がどんどんどんどん転
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出・流出していく中で、将来的に人口が減っていく。その中でコミュニティとして自

助共助がそういった体制ができるのかどうかということも大きな不安になってくると

いうふうに感じています。ですから、今後、そういった支え手不足を考えたときに、

なるべく支えていただける方々の負担を軽減するためにも、様々な行政の取組という

のは重要だろうというふうに思ってます。 

 そういった体制を令和８年までの高齢者対策の計画あるわけですけれども、先ほど

の交通政策も含めまして、このごみ出しにつきましても、やはりそういった体制を早

期に整える必要があるというふうに感じますが、その辺り、町長、いかがですか。 

○議長（吉田哲也君） 

 総務課長。 

○総務課長（原田敏明君） 

 失礼します。すいません、先ほどのホームページの件ではございますが、ホームペ

ージの件につきましては、大変ご迷惑おかけしましてどうも申し訳ございませんでし

た。 

 それで昨日ですね、ホームページのほうにつきましては更新させていただいたとい

う報告と、それと６月にＷａｚＣａｒのチラシを再度配布させていただいたんでござ

いますけれども、その表記に一部、実際とは違った表記がございましたので、７月号

の広報におきまして訂正の謝罪文を入れさせていただくということで、今、調整して

おりますので、どうぞよろしくお願いいたします。 

 以上です。 

○議長（吉田哲也君） 

 町長。 

○町長（馬場正実君） 

 はい、答弁させていただきます。 

 先ほど質問にもありましたように、私もこの４月、５月でいろいろ住民の方からお
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話を聞いております。特にふれあいサロンにつきましては、担い手が平均年齢８０歳

になったということで、２地域が活動できないということが出てきているということ

も聞いています。また、何とかできないかということで、ある地区では計画的なプロ

グラムをもう少しゆっくりしてやろうというような形で、継続をしようという意気込

みを持っておられる地域があるということも実際確認をしております。 

 先ほどから出てますように、行政ができる範囲とそれからできない範囲、手を出し

てもなかなか進まない範囲で結構ございます。人口減少につきましては何とか食い止

めたいということは私も思っておりますので、できる限り、共助に対してどれだけ行

政が支援できるかということをもう少し検討してまいった上で考えていきたいと思い

ます。 

 特にＷａｚＣａｒ等の公共交通につきましては、使えば便利ということも分かって

くると思いますので、使ってもらえるような方向性を見いだしていきたいということ

で、取りあえず、担当の方には進化をさそうと。進化をさす中で動きを見ていただこ

うということで、一気にやってなかなか動かないというよりも、だんだんと便利にな

るような意見を取り入れていきたいと思っておりますので、この点につきましてはし

ばらく時間はかかると思いますけども、ご指導、それからご助言をいただきながら運

行していきたいと思いますので、どうぞよろしくお願いしたいと思います。 

○議長（吉田哲也君） 

 髙山議員。 

○４番（髙山豊彦君） 

 今、町長のほうから、進化をさせていきたいということでございます。実際動いて

みないと分からない、見えない部分というのがいっぱいあるかと思いますのでね、こ

れからやはりこの住民の方からいろんなご要望があるかと思います。そういった部分

の中で、できることできないことも当然あるかと思います。そこをやはりしっかりと

検討いただいた中で、より暮らしやすい環境づくりに取り組んでいただきたいという
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ふうに思いますので、よろしくお願いいたします。 

 次に、撰原バス停三差路から府道木津信楽線に出るための安全対策についてです。 

 これはこれまでも議会の中で質問をさせていただきました。その中で、なかなか府

のほうとしても公安のほうのほうもすぐに動けないと先ほども課長の方から答弁あり

ましたが、信号設置の指針を私も確認をさせていただきました。その中で赤信号で停

止している車両の横を十分余裕を持って通過できるような道路幅がないといけないと

いうような規定もございます。その幅がですね、先ほどありました片側車線が２.７

５メートル、あわせて５.５メートルというような幅になるかというふうに思います。

ただ、現状ね、撰原については、舗装されている道路部分から法面までのところとい

うのは、大分草が繁ってますけど、ちょっと余裕があると思うんですね。そういった

ことも含めて、拡幅ができないのかどうかというふうに考えてます。 

 実は、我が公明党の府議会議員を通じて京都府警のほうに、また土木事務所のほう

に当該三差路の安全確保するための感応式信号機の設置についてできるのかどうか、

できないのかどうか確認をしてもらったんですが、そのときに出てきたのが、当該三

差路の町道部分の幅員が４.９メートルで、信号設置の基準に満たないという先ほど

の指針ですね、この基準に満たないというようなお答えでございました。ですから、

町道部分を先ほど言いましたように、路肩の部分の草が生えてるところですね、そこ

まで舗装を広げることによってその部分を確保できないのかどうかなというふうに私

自身は考えてます。そうすることによって、もしかすると公安のほうで信号設置の基

準が満たされるかも分からない。なかなか信号設置の指針って難しいんですけどね。

通行量の問題とかいろいろありますけど、やはり確認をしてもらったときに、警察の

ほうでも、当該の三差路は危険だということは認識しているというお話でございまし

た。 

 そういう意味で、先ほど答弁あったように、カーブミラーも昨年度新しいものに替

えていただいて、視認性をよくしていただいたわけですけども、カーブミラーという



― 38 ― 

のは当然劣化もしてくるわけですよね。そうなってきますと、また同じような状況が

数年先に起こってくるというふうに思います。ですから、その辺り、拡幅について検

討できないかどうか、どうですか、課長。 

○議長（吉田哲也君） 

 建設事業課長。 

○建設事業課長（井上博丞君） 

 質問にお答えさせていただきます。 

 町道白栖撰原線は、以前にちょっとはっきりした年数は分かりませんけど、拡幅改

良工事を行いました。そのときの基本設計がですね、幅員が４メートルの設計で実施

しております。また、そのときには京都府との交差点協議はしておりません。交差点

まで実施してませんので、交差点協議はしてないんですけども、町の設計では、全幅

で４メートルの設計で工事をいたしました。 

 それでですね、交差点協議の条件とかなんですけども、府道と町道の交差点は、基

本的に直角で当たらなければならない。今現状はすごい角度で当たってると思うんで

す。なるべく直角で当たる。その次に、府道に入るまでに直線部分を１０メートル以

上を確保しなければならない。なおかつ、２.５％以内にしなくてはならない。今、

現状を想像してほしいんですけど、１０メートルを確保できない。きつい勾配である

ということで、交差点協議もなかなか京都府からの許可も下りない条件ということに

なっておりますので、大規模な工事をこれから先、鷲峰山トンネルの開通に向けて交

通量も増えますんで、京都府と一体的に交差点のほうの改良も考えていきたいな、強

い要望をしたいなと思っておりますので、よろしくお願いします。 

○議長（吉田哲也君） 

 髙山議員。 

○４番（髙山豊彦君） 

 ありがとうございます。 
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 先ほどの府道に対する直角であるとか延長距離の問題とかありましたが、山城町の

椿井ですね、山城中学のほうから出て行ったところ、バイパスに突き当たりますよね。

あそこも同じような斜めだと思うんですよ。交差点直近は直角になってますけど、１

台分取れてないと思うんです。あの前は府道じゃないんですか、棚倉のほうまで行く

道路。そういったことを考えると、要請の仕方によって、なるのではないかなと。今、

町長が手を挙げたので、町長。 

○議長（吉田哲也君） 

 町長。 

○町長（馬場正実君） 

 はい、答弁させていただきます。 

 先ほど担当課長のほうから答弁しました計画につきましては、私が現職時代に京都

府と行った協議でございます。一番問題でしたのは、入角は６０度以上ですので、直

角にならなくても結構です。今度の石寺橋につきましては８７度ぐらいで入ると思い

ます。そこにつきましては問題はないんですけど、立体的、平面的に道路の線型を決

めなければならないということがございます。 

 今、担当課長が申しましたように、坂を下りてきた段階で停止する区間はどれぐら

いあるかということでございます。その辺を加味しまして、最終停止線から１０メー

トル近くは、できる限り２.５％を確保してほしいということになっておりますので、

そこは読替えもできますので、一定の配慮と協議はしていきますけども、現実のとこ

ろをいいますと、京都府の府道にいじめずにやろうというのは物すごく問題ありまし

て、ご存じだと思いますけども、手前側にﾅｶﾆｼさんという方の家がございました。あ

の家があった関係で、京都府自身も道路法線を触れないということが言われておりま

す。 

 実は私の先程の答弁にもありますように、今回、鷲峰山トンネルの開通に伴いまし

て、木津信楽線を数か所、１.５車線以上の改良をしてほしいということは要望を昨
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年度から始めております。この要望の中に、撰原交差点のほうにつきましても要望に

入れておりますので、何らかの改良を今後強く要望していきたいと考えておりますの

で、信号機をつけて、そこに安全な交差点をつくるということにつきましては、なか

なか難しいと思いますけども、この点については町も一体となって協議に入りながら

調整をしていきたいと思います。 

 今回、一番顕著に見ていただけるのは、石寺橋の拡幅改良でございます。この拡幅

改良に伴いまして、京都府の協力を得まして、１軒、家をどけるというようなことで

動いてもらっております。このぐらいのことをせんと交差点は信号がつかないのかと

いうようなことになります。 

 あと、もう１点は、止まる車の関係もございますので、予告信号を何とかつけても

らえないかというような要望もこちらのほうで、芳煎橋と同様お願いをしております

ので、これも公安になりますので、警察です。その辺については、私らのほうからも

十二分に担当課が動きますので、すみませんけど、また政治的にもご理解とご協力、

そしてご支援をお願いしたいと思います。 

○議長（吉田哲也君） 

 髙山議員。 

○４番（髙山豊彦君） 

 ありがとうございます。 

 先ほど来、ご答弁もいただいてますけれども、鷲峰山トンネルが完成すれば府道の

通行車両も非常に多くなるということで、山城地域振興計画なんですが、ここにも木

津信楽線等の道路交通機能の確保ということで挙げていただいています。また、防災

対策についても挙げていただいています。その中で、今回残念ながら、６月府議会の

補正予算には、国道３０７号線、城陽京田辺市の分しか入ってないんですけどね、こ

っちは入ってないですけど、ぜひ、その辺りは今後も引き続いて要望をお願いしたい

と思います。 
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 撰原の交差点だけではなくて、ここ最近、大きなトラックが頻繁に府道を走行して

います。見ていましても、やはり大型同士を離合するのに車線だけでは離合できない

部分で、民地のほうにちょっと入りながら利用している部分も先日見かけました。や

はりこれはトンネルが開通すれば、それだけ大きな車両も多くなる可能性が高いわけ

ですから、そうした交通に対する安全対策をどうする、そういったところについても

併せて府のほうに強く要望いただいて、住民の方が安全に走行できるようにそういっ

た環境整備をしていただきたいというふうに思いますので、よろしくお願いいたしま

す。 

 この計画にもありますが、住民の方が住み慣れた地域でいつまでも安心して暮らせ

る、そうした環境整備をぜひお願いしたいというふうに思います。 

 最後に町長、ご答弁を何かいただいて、質問を終わりたいと思います。 

○議長（吉田哲也君） 

 町長。 

○町長（馬場正実君） 

 髙山議員の一般質問につきまして答弁させていただきます。 

 今、答弁等を続けている内容でございますが、取りあえず私につきましても、住民

が安心安全に暮らせるまちづくりというのは大事なことだと思っております。そのた

めにできることにつきましては、担当課を通じ、また私、直接いろんなところにも足

を運びながら要望調整をしてまいりますので、ご支援のほどよろしくお願いしたいと

思います。 

 よろしくお願いします。 

○議長（吉田哲也君） 

 髙山議員。 

○４番（髙山豊彦君） 

 ということで、ぜひ、そういったところ、住民の方、また高齢者の方も安心して暮
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らせる環境まちづくりを進めていただけることを期待いたしまして、質問を終わりま

す。 

 ありがとうございました。 

○議長（吉田哲也君） 

 髙山豊彦議員の質問を終わります。 

 会議の途中ですが、ただいまから午前１１時２０分まで休憩いたします。 

休憩（午前１１時１３分～午前１１時２０分） 

○議長（吉田哲也君） 

 休憩前に引き続き会議を開き、一般質問を続けます。 

 続いて、山本達也議員。 

○３番（山本達也君） 

 山本達也です。通告書に基づき、一般質問をさせていただきます。 

 まず、第１に、オープンエアミュージアムの構想について、今現在の進捗状況、そ

して今後の進め方についてお伺いしたいと思います。 

 このオープンエアミュージアム、今後の鷲峰山トンネルが通った暁に、多くの方が

このまちを訪れるということを想定して、その受皿という意味でも大きな役割を担う

かと思います。 

 今後のまちづくりの根幹をなしている事業というふうに考えますので、役場として

どのような体制で取り組もうとしているのか、何か新しい部署をつくって、今後の管

理運営に当たるのか、そういったことも含めてお伺いしたいと思います。 

 第２に、和束町のホームページですね、これは私も議員になってたしか初めての質

問でさせていただいたと思うんですけれども、非常に見にくい、分かりづらい、探し

づらいというようなことが、ほかの町民の方からもそういうご指摘をいただいたりも

してますので、ほとんどその希望に沿った、要望に沿った形で改修がなされていない

というところが問題ではないかということで、どういうふうに今のホームページを考
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えておられるのかをお聞きしたいと思います。 

 ３番目に、私も移住者でありますので、その移住者の推移ですね、今どういう形で

移住者が減る、増える、そういったところで空き家バンクを利用して入ってこられる

移住者の方もあるとは思うんですけれども、そういった空き家バンクを活用して入っ

てこられてる方ですとか、それが実数としてどれぐらいいるのかということをお聞き

したいのと、あと、移住促進のための今後の計画といいますか、どういうふうな形で

取り組んでどういう政策でどういう効果を見込んでいるかというところまで踏み込ん

だ形でお答えいただければと思います。 

 ４番目に空き家の対策についてですけれども、今般、税制が見直されたという中で、

これから空き家を手放したいとか、どういうふうに処理をしたらいいのかと悩んでら

っしゃる方も多いかと思います。そういった空き家の利活用、もしくは賃貸・売却を

促す新たな町としての制度ですとか取組があるかどうか、それは何なのかということ

をお伺いしたいと思います。 

 以上です。 

○議長（吉田哲也君） 

 町長。 

○町長（馬場正実君） 

 それでは、山本議員からいただきました一般質問について答弁させていただきます。 

 １．オープンエアミュージアム構想について、現在の進捗と今後の進め方について。 

 今後のまちづくりの根幹を成し得る事業だと考えるが、役場としてどのような体制

で取り組もうとしているのかについてお答えをいたします。 

 今年度中には宇治木屋線鷲峰山トンネルが開通するに当たり、トンネルから抜けた

和束茶カフェエリアの周辺施設を交流拠点といたしまして、さらなる誘客を図ってい

きたいと考えております。誘客を図ることで町外からの外貨が増え、地域内の商工業

者の経済が活発になると考えており、よく昼食難民の話を耳にしますが、町内のラン
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チを営業されている方にお聞きした話では、お茶の最盛期の５月、６月の休日は、あ

る程度の客の見込みは立つが、それ以外の時期は厳しいという話も聞いています。鷲

峰山トンネルが開通し、観光客が年間を通して増えることは予想されておりますが、

そういった観光客が実際にランチを和束町で取られるかどうか、食事や買物を伴わな

い短時間の滞在のみになるのではないかということが事業者の不安の種であるという

ことも事実です。 

 また、オープンエアミュージアムは、役場が船頭役を行うが、実際に取り組んでも

らうのは民間事業者であり、住民の皆さんだと考えております。現在の進捗状況です

が、３月末でオープンエアミュージアムの土台となる基本構想が出来上がりましたの

で、先ほどの昼食難民の話も含め、今後、より調査研究を進め、関係機関や住民の皆

さんに広く周知し、この計画を理解してもらうとともに、本町の現状に即した計画と

なるように、地元の声を拾いつつ慎重に進めてまいりたいと考えております。 

 また、町の体制につきましては、本年度完成する総合施設も含めて、今後、機構に

ついても検討してまいりたいと思っております。 

 次に、２．和束町ホームページの抜本的な改修について幾度も改修要望が出されて

いる中、今まで要望に沿った改修がなされないのはなぜかについて答弁させていただ

きます。 

 昨年の９月の定例会でご指摘をいただいておりますホームページですが、昨年１０

月から庁内広報委員により協議を行い、令和６年度当初予算でホームページのリニュ

ーアルに係る予算を承認いただきましたので、今年度、町内外の皆様が満足度の高い

ホームページになり得るよう、「わかりやすい和束町のホームページ」としてリニュ

ーアルさせていただく計画で事務を進めているところです。また、議員各位の要望も

実現できるよう努めてまいりますので、助言等いただけますようお願い申し上げます。 

 次に、３．２０２２年度から２０２４年度５月時点での転入、いわゆる移住者の推

移は、各年度何世帯、何名で、そのうち空き家バンク利用での移住者は何世帯、何名



― 45 ― 

か、今年度の移住促進のための今までと違う取組、施策は何で、どれだけの効果を見

込んでいるかについて答弁させていただきます。 

 議員ご承知のとおり、本町では転出者数が転入者数を上回る状態が続いており、人

口減少に歯止めがかかっていないのが実態であります。転入者を増やし人口減少を抑

制するための施策として、これまでも移住・定住促進に取り組んでまいりました。し

かしながら、移住を希望され、住まいを探しておられる方々、いわゆる需要に対して

空き家バンクの登録物件数、いわゆる供給量がまだまだ足りないというのが実情です。

そこで昨年度から空き家開拓コーディネーターを委嘱し、空き家情報の収集と契約・

交渉に至るまでのアドバイスをお願いしており、その結果、昨年度は新規登録が１２

件と倍増しました。今年度はこの取組をさらに進め、また地域の方からの情報なども

丁寧に拾いながら、昨年度を上回る新規登録を目指すよう努めてまいりたいと考えて

おります。 

 また、最近の相談の傾向として、いわゆる更地を探している方が増えているとも聞

いています。現在、和束町の空き家バンクでは土地の紹介はしておりませんが、他の

自治体では実施しているケースもあり、そういった先行事例を参考にしながら、多様

なニーズに対応できる仕組みについて検討していきたいとも考えております。 

 移住促進においては、移住希望者のお一人お一人に寄り添い、ニーズを聞き、大家

さんとの間をつなぎ、時には理想と現実のギャップを埋めていく、ある意味、地道な

サポートこそが一番の鍵を握るのものだと思います。今後も関係各者と協力しながら

取り組んでまいりますので、ご協力をお願い申し上げます。 

 なお、転入者と空き家バンク利用者の推移については担当課長のほうから答弁をさ

せますので、よろしくお願いいたします。 

 次に、４．空き家対策について税制が見直される中、役場として空き家の利活用や

賃貸・売却を促す新たな制度や取組は何かについて答弁いたします。 

 空き家の利活用につきましては、先ほどの質問にもお答えしましたが、まず第１に、
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増え続ける移住希望者からの問合せに対応できるよう、空き家バンクの登録を促進し

てまいります。賃貸や売買について「知らない」「よく分からない」ことが一歩を踏

み出せない要因ともなりますので、専門家のコーディネーターを置き、ハードルを下

げる取組を進めてまいりたいと考えております。 

 また、コロナ禍を経てリモートワークが社会に定着しつつある中、空き家を住宅と

して活用する以外にも、サテライトオフィスやコワーキングスペースとして改修する

取り組みを支援してまいります。 

 このほか、空き家となっている古民家を活用して「おもてなし」の空間を整備した

い、町外から来られた方におもてなし体験をしてもらえる「場」を提供したいという

声も聞いているところです。交流人口を増やし、和束ファンの獲得を目指す本町とし

て、民間でも受入体制の充実を進めていただくことが必要不可欠であり、整備を進め

る上で国や京都府の制度が利用できないか思案しているところで、こういった空き家

の利活用も進めてまいりたいと考えております。 

 以上、山本議員からいただきました一般質問の答弁とさせていただきます。 

○議長（吉田哲也君） 

 総務課長。 

○総務課長（原田敏明君） 

 それでは、私の方から、２番の和束町ホームページの抜本的な改修について、幾度

も改修要望が出されている中、今まで要望に沿った改修がなされていないのはなぜか

について答弁をさせていただきます。 

 ホームページが使いにくい、見にくい、分かりづらいというご指摘をいただいてお

ります。先ほど町長が申し上げましたとおり、庁内の広報委員によりホームページの

見直しについて、昨年の１０月から協議検討を重ねてまいりましたが、トップページ

のデザインやレイアウトの変更につきましては、やはり改修が必要ということでござ

いますので、令和６年度で予算措置をさせていただいたところでございます。 
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 今回は情報発信力の強化や誰もが使いやすいホームページとさせていただき、単に

ホームページを作るという視点から、ホームページを使いこなすという視点を持って

作成してまいりたいというふうに考えております。 

 これと併せまして、職員の研修を実施させていただき、利用者が分かりやすいホー

ムページを作成するための知識や技術を習得できるよう図ってまいりますので、どう

ぞよろしくお願いいたします。 

 以上、山本議員の一般質問の答弁とさせていただきます。 

○議長（吉田哲也君） 

 地域力推進課長。 

○地域力推進課長（冨田幸彦君） 

 私からは、山本議員の一般質問３番と４番についてお答えを申し上げます。 

 まず、３番、２０２２年度から２０２４年度５月時点での転入者の推移は、各年度

何世帯、何名で、そのうちに空き家バンク利用での移住者は何世帯、何名かについて

お答えを申し上げます。 

 転入者の推移につきましては、２０２０年度は４４世帯７５名、２０２３年度は３

１世帯４８名、２０２４年度は５月末時点で１３世帯２０名となっております。 

 また、空き家バンクを利用した移住者としまして、物件成約の実績の推移を申し上

げますと、２０２２年度は４軒９名、２０２３年度は６軒７名、２０２４年度は現時

点でまだ制約はございません。 

 次に、４番、空き家対策について税制が見直される中、役場として空き家の利活用

や賃貸・売却を促す新たな制度や取組は何かについては、先ほどの町長からご答弁申

し上げたとおりですが、専門コーディネーターの助言による賃貸・売買を促す取組で

すとか、住宅以外での空き家活用支援を進めたいと考えておりますが、議員のご指摘

の空き家対策税制について少し申しますと、空き家が相続を機に発生するのものが過

半数を占めるということで、相続人が早期に譲渡、すなわち有効活用することを後押
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しするために、国において、相続後３年以内に譲渡した場合、譲渡所得から一定額を

控除できる特例措置が設けられますとともに、今年１月からは対象要件が拡大される

といったこともございました。こういった制度の変更ですとか、新たな制度につきま

しては、空き家を売却しようとして初めて調べ当たるといったことも往々にしてあろ

うかと思います。国・府・町がそれぞれ設けています制度を、そういった情報を折り

に触れて分かりやすく目にしてもらうように周知方法を工夫しまして、空き家の活用

が進むように努めてまいりたいというふうに考えております。 

 以上、山本議員からの一般質問の答弁とさせていただきます。 

○議長（吉田哲也君） 

 山本議員。 

○３番（山本達也君） 

 ありがとうございました。 

 では、１番から再質問させていただきます。 

 このオープンエアミュージアム構想についてですね、今後、予算が取れたらという

ことになるのか、まだ分からないですけれども、例えば、和束町健康福祉交流センタ

ー、そのときに総合施設整備課もつくられて、具体的な取組ですとか、そういった運

営関係に当たられたかと思うんですが、そういう専門部署的なものを今後つくってい

かれるような計画てございますか。 

○議長（吉田哲也君） 

 町長。 

○町長（馬場正実君） 

 今の質問でございます。今年の４月の人事異動を見ていただいたら分かりますよう

に、今後につきましては、医療と福祉をできる限り一本化していく中で動かしていき

たいということは、この４月の異動等で確認していただけると思います。 

 そういった中で、機構改革というのを今後視野に入れた中で検討しております。そ
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の中には、新たなまちづくりという形の考え方の中にこのオープンエアミュージアム

につきましては検討していきたいというような思いでおります。 

○議長（吉田哲也君） 

 山本議員。 

○３番（山本達也君） 

 オープンエアミュージアム自体がかなり構想が大きいものですし、かなりの年度に

わたって仕上げていくような内容であるかと思うんですけれども、先ほど町長もおっ

しゃられたように、今の和束茶カフェ周辺ですね、その辺が中核の地域になるという

ことなんですが、その場所で、今やはり皆さん早急に必要なのが、昼食難民というよ

うな言葉もよく聞かれると思うんですが、ランチを食べる場所がないということが、

結構、今の和束町にお越しの方々のクレームにはならないまでも、ささやかれている

部分であると思います。 

 あと、もう一つは、先ほど出ましたけれども、滞在時間をもっと長く取っていただ

くために、やはり宿泊をする施設が非常に少ないというのも滞在時間を短くする。本

当に、今のお茶を買いに来てすぐに帰るというようなお客様の流れにつながってきて

いるような気もします。 

 そういった大き過ぎる構想の中で急がないといけない、早急に必要な飲食ですとか

宿泊というものを計画の中でどのタイミングで実施されるか、もしくはもう既に考え

ておられるものがあるのかということをお聞きできればと思います。あくまで構想の

中でですね。 

○議長（吉田哲也君） 

 町長。 

○町長（馬場正実君） 

 先ほども答弁させていただきましたとおり、あくまでもオープンエアミュージアム

のプレイヤーは民間でございます。民間の方々がどの程度、和束町に活力を出して動
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けるかということは、うちが差しを出すんじゃなくて、民間の方が差しで測れる問題

でございます。これにつきましては、うちとしましては、どういう方々を誘致するか

ということに対して努力をしたいと。実際には、現在、宿泊関係では４社ほど、それ

から飲食では３社ほど、工場関係では２社ほどの問合せ、開発についてのいろいろな

ご要望は聞いております。ただ、これが実際に和束町でやることがプラスなのかマイ

ナスなのかにつきましては、その会社ごとの経営がございますので、その会社ごとが

うまく和束町の計画と乗っていただけるのか、また、それに対して民間が利潤がある

のかということについては、現在どの企業につきましても調査をされている最中でご

ざいますので、うちは１社でも多く和束町に入っていただけるように調整をかけてい

きたいというように思っております。 

○議長（吉田哲也君） 

 山本議員。 

○３番（山本達也君） 

 ありがとうございます。 

 それでは、次、２番目ですね、和束町のホームページの抜本的な改修の話に入りた

いと思います。 

 先ほどおっしゃった庁内の広報委員ですね、それはホームページを作成するのを大

体メインに考えられている委員ということでよろしいんですか。 

○議長（吉田哲也君） 

 総務課長。 

○総務課長（原田敏明君） 

 はい、お答えさせていただきます。 

 広報委員につきましては、主に広報紙を作成するために各課より選任いただいた委

員でございます。ですので、今回当たってる方につきまして、ホームページの作成検

討委員会ということで位置づけさせていただいて、検討を図っていきたいというふう
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に考えてますのでよろしくお願いいたします。 

○議長（吉田哲也君） 

 山本議員。 

○３番（山本達也君） 

 それは既にスタートしている委員会ということでよろしいですか。 

○議長（吉田哲也君） 

 町長。 

○町長（馬場正実君） 

 ちょっと誤解があるようなので、私のほうで答弁させていただきます。 

 あくまでも広報委員といいますのは職員でございます。職員で構成する委員会でご

ざいまして、これは和束町の広報を全て表に出していくための編集から取材全て行う

ことも検討にしております。その中に広報の一部としてホームページがございますの

で、そのホームページのリニューアルについても検討すると。ただこの広報委員につ

きましては若手をほぼ当てておりますので、斬新な意見が出てくることを僕は期待し

ております。 

○議長（吉田哲也君） 

 山本議員。 

○３番（山本達也君） 

 ちょっと分からないところがあって、実際に使い勝手とかレイアウトとかページの

構成ですとかいうのは広報委員の方が決められて、実際のページに仕上がっていくと

いうふうに考えてよろしいですか。 

○議長（吉田哲也君） 

 総務課長。 

○総務課長（原田敏明君） 

 はい、お答えさせていただきます。 
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 今回、令和３年度に新しくホームページを更新させていただきました。その際に委

託させていただいた業者に今回もお願いしたいというふうに思っておりますので、レ

イアウトの変更、デザインにつきましては、委託業者等を検討しながら変えさせてい

ただきたいというふうに考えてますので、よろしくお願いします。 

○議長（吉田哲也君） 

 山本議員。 

○３番（山本達也君） 

 令和３年度に選定された業者さんということですね。選定された業者さんが作った

ページが今のページということですか。それは大きな変革はできますか。同じ業者の

選定で、デザインとかレイアウトというのが大きな変革はできますか。そこは大丈夫

でしょうか。 

○議長（吉田哲也君） 

 総務課長。 

○総務課長（原田敏明君） 

 はい、お答えさせていただきます 

 大きな変更ということでございますが、やはり町のホームページにいたしましては

業者のホームページと違いまして、やはり行政的なものをつらつらつらと並べている

というのが現状でございますので、どこまで変革できるかというのは今のところ分か

りませんが、できるだけ要望のあったように、自分のたどり着きたい情報まで、３ク

リックないしは最大５クリックでできるようにはさせていただきたいというふうに考

えておりますので、よろしくお願いいたします。 

○議長（吉田哲也君） 

 山本議員。 

○３番（山本達也君） 

 以前にもちょっとお話させていただいたんですけど、できましたら自分の見つけた
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い情報まで３クリックでたどり着くようなページにしていただけたらと思います 

 今のホームページをベースに考えますと、町内への情報と、町外への情報が入り乱

れていると。それがそれぞれどこにあるか分からない。非常に、町外への情報の中で

も、町内で和束町がこんなすばらしいよと、和束町はこういうことしてるんだよとい

うことも、町外へのアピールポイントとして出してほしいんですね。 

 例えば、子育て支援とか医療費の無償化とか、ああいうものがトップページのどこ

にも書いてない。それは和束町のページに入ったときに町のアピールとしてもっと宣

伝をするべきだと思うんですよ。そういったことがどこにも入ってない。それすら探

さないと出てこないという今、状況なんですね。観光された方も、観光する方がどう

いうことを目的に来るかというと、和束町で何が特産物なのとか、例えば、名勝です

とか神社も含めてですね、そういった観光の見所がどこにあるのということを探した

いと思っても、あそこのページからそこへたどり着くのがかなり難しいですね。そう

いったところで、町外アピールする部分、それと町内の方が知りたい行政の情報です

とか、申請の情報とかいうものを明確に分けた方がいいと思うんですよ。 

 観光の方が見られるようなページも、一つのページの中に全部納めるんではなくて、

例えば、別に独自のページをリンクして作ってもいいかと思うんですね。その観光の

ページには、例えば、商工会とか活性化センターのページがリンクしてあるとかいう

ような形の探したいところを見つけるというのと見たときに、そこからどんどん入っ

て探したくなるようなページ作りというのをぜひお願いしたいと思います。 

 あと、つくっていく過程の中でホームページの制作改善、そういったものの責任の

所在というのが、要するに、これでオーケーだと、ゴーを出す責任の所在というのが

どういう形になってるかというのがちょっと気になります。これはなぜかというと、

今はそれぞれの例えば地域力推進の方、総務の方、福祉の方、そういったところから

ページの中を上げていく、ページの内容を作っていくみたいなことをされてるんです

けれども、それを最終的にまとめて使いやすいようになってるかどうかをチェックす
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るような責任の所在というのがいまいち不明確ではないかと思うんですが、いかがで

すか。 

○議長（吉田哲也君） 

 総務課長。 

○総務課長（原田敏明君） 

 お答えさせていただきます。 

 今現在のところホームページの更新につきましては、各課のほうで作成しておりま

す。ですので、各課長が最終確認ということで掲載のほうをさせていただいているの

が現状でございます。今後につきましても、やはり各課長の責任においてホームペー

ジの更新の承認はさせていただきたいというふうに考えております。 

○議長（吉田哲也君） 

 山本議員。 

○３番（山本達也君） 

 多分そこのところがちょっとまとまりがない部分につながっていっているんじゃな

いかと思うんですね。各課から出されたものを最終的に和束町のページとして外へ見

やすい、発信しやすいように、例えばレイアウトを変えるとか、そういった最終決定

をする責任部署といいますか、それが広報担当の委員会ではないんですか。そういう

役割で検討委員というのはあるわけではないんでしょうか。 

○議長（吉田哲也君） 

 総務課長。 

○総務課長（原田敏明君） 

 検討委員につきましては、やはり今ご指摘いただいた内容をより住民、あるいは町

外の方に発信させていただくということで検討はさせていただきたいというふうには

考えておりますが、そういう中でですね、検討していった内容を各課のホームページ

から発信するということでございますので、やはり最終の決定権につきましては課長
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ということでお願いをしたいというふうに考えているところでございます。 

○議長（吉田哲也君） 

 山本議員。 

○３番（山本達也君） 

 一度その流れは私は考え直したほうがいいと思いますので、最終決定するところが

デザインの全ての責任を持つと。その各課の課長がそれぞれ持つんじゃなくて、最終

の決定者を決めるべきだと思いますので、それはまたご検討いただければと思います。 

 では、３番目の移住に関しての件で質問させていただきます。 

 今、私も移住者の会っていうのをやってまして、移住をしてきた方々ですとか、こ

れから移住を希望する方々とも話す機会を持ってるんですけれども、まず言われるの

は、移住の条件として大きく言われることは交通網、これは絶対に言われます。ほと

んどの方が、まず交通網の点でちょっと不便だなと。今は車があるけど、乗れなくな

ったらどうなるんだろうなということはほとんどの方が言われる内容です。それ以外

に、先ほどおっしゃってましたように更地ですね、例えば、空き家バンクに載ってい

る家は改修に非常に費用がかかる面が多いので、そういうのは更地で新しく家を建て

た方が自分の好きなレイアウトで建てられるんじゃないかというような需要もあって、

更地の需要はないことはないです。確かにございます。それはまた空き家バンクとい

うか、空き家じゃなくて更地の情報も今後載せていっていただくような形がいいかと

思います。 

 あともう一つ、和束に体験で暮らしてみたいという要望があります。これはしばら

く住んでみて、その環境を把握してから、来るときはどこの場所がいいかもよく分か

らないので、住んでみて、例えば白栖がいいよとか、原山がいいよみたいな、そこを

自分の中で考えてから場所を探したいというような方もおられまして、体験するため

の空き家ですね、そういったものは必要じゃないかなと。体験用の施設ですね、それ

は普通の一般の開いてる家をリフォームして、そこでしばらく住んでいただくような
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形で、キッチンですとか風呂ですとか、そういったものが整備されているものでいい

と思うんですけれども、そういったものを希望されてることが多いんですけれども、

そういった体験用の空き家というのは今後発想の中にございますか。 

○議長（吉田哲也君） 

 地域力推進課長。 

○地域力推進課長（冨田幸彦君） 

 はい、ご質問お答えいたします。 

 体験用の住宅をやってらっしゃる地域もありますし、本町におきましても、お試し

住宅という形であったというふうに聞いておりますけれども、今、現時点でお試し住

宅というのはやってない状況です。 

 これにつきましては、空き家を提供いただける方がまず協力をしてくれるというこ

とが大前提になりますし、短期利用になるかもしれませんし、どういった方が来るか

というのも、もちろん受け入れられる側ともマッチングは必要だと思いますので、そ

ういうご協力いただけるような案件ありましたら、ぜひまたご紹介いただきたいと思

いますけれども、そういったニーズがあるというのは承知しておりますので、今後検

討してまいりたいというふうに思います。 

○議長（吉田哲也君） 

 山本議員。 

○３番（山本達也君） 

 ありがとうございます。 

 移住するときにですね、今度、次の日曜日に京都府の移住フェアというのが産業会

館でございまして、私も移住呼びかけ人という認定をされてしまったので、スタッフ

で行くことになるんですけれども、そこでどういったアピールをしようかですとか、

そういうアピールするためのツールが町の中のパンフレットにあるかというものが、

確かに、町内マップですとか、グルメマップですとか、散策マップみたいのがあるん
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ですけれども、もう少し和束を移住したくなるようなというか、住みたくなるような

アピールするような、そういったパンフレットとかも作ったほうがいいのかなと今回

改めて思いました。そういったものがあまりにも少な過ぎる。観光に来られた方は見

てでいいんですけれども、これはホームページも言えることなんですけれども、発信

するための外に向けたそういった材料というのが、和束に来ていただきたいというよ

うな材料が非常に少ないかなと思いますので、そういったパンフレットも今後検討し

ていただければと思います 

 そういった移住をすることに対して、やっぱりメリットがないと移住してこないと

思いますので、和束町のメリット、住みたいと思えるメリットというのは何かお答え

していただけます。 

○議長（吉田哲也君） 

 地域力推進課長。 

○地域力推進課長（冨田幸彦君） 

 ご指摘のとおり、空き家バンクというものが制度パンフレットというのはあるんで

すけれども、移住者向けに、例えば、そのメリットという面で子育てがしやすい、手

厚い子育て支援策があるですとか、それから移住で空き家バンクを使った場合の補助

金の制度、それから先ほど答弁しました税制の関係の制度ですとか、それは国の制度

ではあるんですけど、それぞれバラバラというような感じになっているのは、私も異

動してきてその辺は否めないなというふうに思っております。 

 そういう総合的に紹介できるようにしていかなければならないと思いますし、ホー

ムページにおきましても、いいとこ和束の茶源郷のほうでは、結構、暮らすという面

で、あそこは非常によくまとまってご紹介いただいています。活性化センターに委託

してやっているわけですけれども、そういったところに誘導するですとか、そういう

策は今後も検討していきたいなというふうに思っております。 

○議長（吉田哲也君） 
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 山本議員。 

○３番（山本達也君） 

 もう一つ、私が移住してきた後に町内の方に聞くと、地元の方の中で、「なぜこん

な田舎に」とか、「なぜこんな不便なとこに来たんだ」というようなことを言われる

方が大変多いですね。私も含め移住者は全く不便をそんなに感じてないですし、町中

でももっと不便なとこはたくさんあるので、例えば、スーパーが３０分以内ないとか、

車で走ってもないとか、大きなスーパーがないとかいうような不便というのをあんま

り感じることはないんですけれども、そういった地元の方へ向けての、和束はもっと

こんなにいいんだよというようなことを発信を町としてしていただけないか。ちょっ

と難しいかもしれないんですけれども、地元の方と話すと、やっぱり町の中でも不便

なことが多いということを、町だから便利、田舎だから不便だというふうに決めつけ

て考えていらっしゃる方が非常に多いなというのを実感して感じてまして、例えば、

和束の中でこういった買物ができるし、周辺にはこういった買い物する施設があるよ

とかいうようなのを何か一つマップのような形式で作るとかですね、あんまりほかと

差別化するのはよくないかもしれないですけれども、どこどこの町だったら何分かか

るところが、和束なら何分で行けるみたいな、何かそういう和束をもうちょっと引き

立てるような、地元の住民の方々に対しての広報というのもあったらいいのかなと思

いました。 

 あと、もう一つ教育関係でですね、今、移住をされてきた方が子どもをこれから育

てようという中で、やっぱり中学までしかないというのが一つのネックになっている

のは事実です。そのときに、ほかでもそうなんですけれども、中学から高校に上がる

のと一緒に家族ごと出て行かれる。もしくは、この間もありましたけど、小学校へ上

がるタイミングで家族ごと出て行かれるということがやっぱり多いので、子どもがも

っと和束にいたいというような、和束愛を育むような教育方法といいますか、そうい

ったことを考えたときに、今の連合の教育委員会というのが私もよく分からないんで、
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どういうことをされてるのか分からないんですけれども、その辺の連合の教育委員会

というのが本当にいいのかどうかというのは、お答えいただくことはできますかね。

いいかどうか、もちろんいい面も当然あるんでしょうけれども、ネックになっている

面とかってあるかどうか、お伺いしたいんです。 

○議長（吉田哲也君） 

 町長。 

○町長（馬場正実君） 

 はい、答弁させていただきます。 

 連合につきましては連合議会のほうになりますので、ここで答弁することはなかな

か難しいとこがございますけども、和束町として連合に入っているメリットは何があ

るかということになりますと、やはりスケールメリットはあると思います。特に、教

職員の確保とかという部分に関しましては、委員は十分できますし、また新たによそ

の子どもとの、例えば精華町であれば、精華町の中に小学校が五つあると。連携して

何かできるというようなことできますけども、和束町、笠置町、南山城村につきまし

ては、１町に１校しかないとなってきますと、いろんな競争も含めてなかなかできに

くい。こういう面につきましては、連合を組んでいる意味は十二分にあると思います

し、そういう意味でいうと、連合は連合として価値があるものだと思います。よく似

た環境の中でよく似た教育をしながら、よく似た育て方をするということができると

思います。 

 それと、この連合につきましては、３町とも今ふるさと教育というのはかなり力を

入れています。ふるさと教育に力を入れているということは、地元に対してどういう

ものがあったりとか、新しいものを発見するとか、よく造語で言われますけども、

「ないものねだりよりもあるもの探し」ですよね、そういうことを一生懸命やってく

れてますので、連合自体は今、僕にとってはいいと思います。 

 ただ、いろいろ政治的な話とか、それからいろんな人事的な話の中で、なかなか和
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束町でしたいことが連合の中でできないというような意見もございますので、そこは

一長一短はあると思いますけども、今回、連合のことに関してはまず連合で協議され

ながら、各町村ごとの特色も出してもらわんと困るというような話になってくると思

いますんで、そこについては連合のほうで調整をしていただければいいのかなと思い

ます。 

 あと、先ほど来、出ています和束町の中のＰＲですね、これは何らかの形で地元の

人に地元愛を持っていただくということについては、一生懸命頑張っていきたいとい

うふうに思っております。僕もそうですけど、特に僕たちが和束町で育って、和束町

が当たり前であって、その当たり前の和束町が不便だということを感じながらも、そ

の不便の中には不便益もありますので、便益ばっかりを求めるよりも、不便益をもっ

ともっと前に出しながら、それを出していける方法とかあったりとか、例えば、よく

言われるんですけども、１００キロ圏内に五つの政令指定都市があって、九つの県庁

所在地があると。ですので、考え方によれば、通勤・通学も含めた中で、ちょっと出

ることだけで物ができる。先ほど山本議員が言われたように、車さえあれば何でもで

きるという話もありますし、そういうことも含めまして、地元の人にもう少し地元愛

を育んでいただけるような施策は取り組んでまいりたいと思います。 

○議長（吉田哲也君） 

 山本議員。 

○３番（山本達也君） 

 ありがとうございます。 

 一番最初に、まだ元堀町長がいらっしゃったときにお話したときに、町の職員の方

も和束に住んで、いろんなご事情があって出ていらっしゃる方もいると思うんですけ

れども、和束に戻ってきたいとか住み続けたいというふうな、何があったら戻ってき

たいかとか、何があったら住み続けたいと思うかをアンケートを取ってくださいとい

うことを堀町長にお願いしたことがあったんですけれども、それは結局無くなったん
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ですが、また一度ですね、別にアンケートを取るということではなくて、やっぱり必

要なものがないから出て行かれたということになるかと思うんで、そういったことも

一応、役場の中でも聞いていただけたらありがたいなと思います。 

 最後に空き家の問題ですけれども、一つですね、和束町の空き家問題の中で管理不

全の空き家というのが結構あるかと思うんですね。そのまま放置しておいたら特定空

き家の指定を受けてしまうというようなものだと思うんですけれども、そういったも

のを実際の調査であぶり出して、例えば、相続不能な空き家とか、うちのちょうど家

の前も家が崩壊をして、それで道路にも瓦が落ちそうになったんですけれども、個人

の持ち物なので役場としては手出しできないということで、見にも来ていただいて写

真も撮っていただいたんですけれども、どうすることもできない。その後で柱が道路

のほうに崩れて出てしまって、やっと動いていただいて、持ち主の方が壊れかけたや

つだけは崩すとこまではしたんですけれども、撤去するお金がないので、崩しっぱな

しで今置かれてる状態。そこの同じ敷地内にあと２棟建ってるんですが、それも間も

なく崩れるであろう状態になりつつあるんですね。そこは４人の名義が入っていて、

そのうちの２人が行方不明だと。相続するにも売るにもどうすることもできないんだ

というようなことを持ち主の方が言われてて、そういったものが多分ほかにもたくさ

ん和束町にあると思うんですけれども、そういったものの調査というのはされたこと

があるか、これからされる予定があるか、どうでしょうか。 

○議長（吉田哲也君） 

 地域力推進課長。 

○地域力推進課長（冨田幸彦君） 

 大変申し訳ありません。所管が農村振興課ですので、私のほうからは状況が明確に

はお答えできないんですけれども、今のところ、先ほどお伺いした１軒崩れかけてい

るところがあるという話とかも農村振興課のほうからも聞いているところでございま

す。必要な対応につきましては一つ一つ対応していくしかないと思いますし、例えば、
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区長とかからそういうお話があれば調査に行ってということは対応しているというふ

うに聞いておりますので、そういった対応を今後も続けていくのかなというふうに考

えております。 

○議長（吉田哲也君） 

 山本議員。 

○３番（山本達也君） 

 じゃあ、また農村振興課のほうで聞きに行かせていただきます。 

 もう一つね、例えば、町内でお亡くなりになった方ですとか転出された方で、その

家が空き家に今後なっていくというような状況になろうかと思うんですけれども、そ

ういった情報をいち早く入手して、空き家バンクに登録しませんかみたいなアクショ

ンを起こすようなことって今までにありますでしょうか。 

○議長（吉田哲也君） 

 地域力推進課長。 

○地域力推進課長（冨田幸彦君） 

 固定資産税の納入通知を発送する際に、空き家バンク制度ですとか、そういった周

知というのはしているという状況です。 

○議長（吉田哲也君） 

 山本議員。 

○３番（山本達也君） 

 ありがとうございます。 

 できましたら、固定資産税の申告を待たずに、転出の届けが出たときですとか、何

らかの届けが役場に出ると思うので、そのタイミングで逃がさず空き家バンクの登録

へのアクションというのをしていただけたらなと思います。 

 ありがとうございました。私からは以上です。 

○議長（吉田哲也君） 
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 山本達也議員の質問を終わります。 

 会議の途中ですが、ただいまから午後１時３０分まで休憩いたします。 

休憩（午後 ０時０７分～午後１時３０分） 

○議長（吉田哲也君） 

 休憩前に引き続き会議を開き、一般質問を続けます。 

 岡本正意議員。 

○６番（岡本正意君） 

 皆さん、こんにちは。日本共産党の岡本正意です。ただいまから一般質問を行いま

す。 

 まず、第１に、町としての物価高騰対策を直ちに具体化をについてでありますが、

異常な円安の下での異常な物価高騰が止まりません。６月には引き続き多くの食料品

等が値上げされるとともに、政府の補助打切りを受けて電気代の値上げも行われるな

ど、ますます暮らしや生業が厳しさを増す中で、この６月議会での支援の具体化が不

可欠だと考えます。検討・具体化されている支援は何か、答弁を願います。 

 第２に、地元農産物の地産地消の推進をについて伺います。 

 まず、１点目に少し訂正をさせていただきたいと思いますが、第２次地産地消計画

の取組状況となっておりますが、現在の計画は第３次ということで誤っておりました

ので、第２次計画を踏まえて、この第３次計画の中での方向性を答弁いただけたらと

思います。 

 ２点目に、学校や保育園の給食での利用促進でありますが、一つは、和束産の米や

野菜の使用割合の抜本的な拡大、米は１００％を目指し、当面週１回など積極的に推

進を求めたいと思います。 

 二つ目に、耕作放棄地の利活用や生産者の確保など使用割合拡大の取組強化を求め

たいと思いますが、答弁を願います。 

 ３点目に、有機農業を広げ、安心安全な農産物の地産地消を進めるために、「オー
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ガニック・ビレッジ宣言」の検討を求めたいと思いますが、お考えをお聞かせくださ

い。 

 次に、第３に、地域で買い物、消費できるまちづくりをについて伺います。 

 １点目に、トンネル開通後、町外の商店やスーパー等に消費の流れが強まり、地元

消費がさらに衰退するのではとの懸念の声が聞かれます。町としての見通しや方向性

について答弁願います。 

 ２点目に、「買い物エリア」の整備等、地域商店を維持し、再構築し、地域で買物、

消費できる環境整備への方向性を持つべきと考えておりますが、いかがお考えでしょ

うか。 

 ３点目に、現在取り組まれております「移動販売車」の事業の維持、継続へ、町と

しての方針をしっかり持って支援を強化すべきと考えますが、答弁を求めたいと思い

ます。 

 第４に、茶業の担い手確保へ支援拡充をについて伺います。 

 本町の基幹産業である茶業が今後も維持、発展していくためにも、後継者や担い手

の確保が不可欠になっています。本町では、比較的若い世代の後継者、担い手の方が

一定数おられるものの、全体としては減少傾向にあり、主力の年代層はやはり高い状

況がございます。そこでまず伺いたいのは、茶業を基幹産業として位置づけておられ

る町として、担い手の現状や今後の見通しをどう分析し、考えておられるか、答弁を

願います。 

 具体的に今回は２点伺います。 

 一つは、新規就農者への支援についてです。 

 現在、国の制度として農業次世代人材投資資金事業がございますが、町独自の上乗

せ支援や、国の制度の対象外となっている「親元就業者」への独自支援などの検討を

求めます。 

 二つ目には、援農者の受入支援についてです。 
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 農繁期には全国から多くの援農者が来られて、今や担い手として不可欠な働き手と

なっておられます。援農者の確保は「ワヅカナジカン」などを通じての人材派遣や農

家自身の募集等で行われていますが、住居の確保なども含め、農家にとって大きな負

担になっているケースも伺っております。民間事業や農家の自助努力任せだけにせず、

町としても、一時住居の確保や斡旋などの受入支援の仕組みを整備していく考えはあ

るでしょうか、答弁をお願いします。 

 以上、よろしくお願いいたします。 

○議長（吉田哲也君） 

 町長。 

○町長（馬場正実君） 

 それでは、岡本議員からいただきました一般質問について答弁いたします。 

 最初に、１．町として物価高騰対策を直ちに具体化を、（１）物価高騰が止まらな

い中、６月議会での暮らしと生業への支援の具体化が不可欠ではないか。６月議会で

の検討・具体化支援は何かについて答弁いたします。 

 令和６年度の物価高騰対策に係る事業につきましては、国の制度の中で現在対応し

ている状況でございます。昨年度３月補正予算で承認をいただきました住民税均等割

のみの課税世帯への１０万円の物価高騰対策支援給付や非課税世帯等への子供１当た

り５万円の子育て加算の給付金支給を先月末から実施を行っております。また、勤労

世帯への所得税、住民税の定額減税も今月から行われます。 

 今後の国や京都府の補正予算編成や物価高騰の動向を見ながら、引き続き、京都府、

町村会を通じて要望をさせていただきますので、ご理解のほうをお願いいたします。 

 続いて、２.地元農産物の地産地消の推進を、（１）第２次推進計画の取組状況と

次期計画の方向性はにお答えさぜていただきます。 

 先ほど岡本議員がおっしゃいましたように、今、第３次になっております。まず、

第２次和束町地産地消推進計画につきましては、平成３０年度から令和４年度までの
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５か年に設定をされた計画で、基本方針としましては四つの柱を挙げて取組を実施し

てまいりました。 

 生産者、消費者と町の連携を深め、地元農産物を使用した特産品づくりや、他地域

との交流を積極的に展開することで地域や地域農業の活性化を目指す。地元農産物を

通して「食」の大切さや食生活の重要性を学び、地域の自然や農業への理解を深め、

健全な食生活の啓発に努める。地域で生産される農産物の地域での消費を拡大してい

くとともに、地元農産物の食文化を守り伝承する。農業体験のできるふれあい交流イ

ベント等を推進し、環境にやさしい農業の取組により、安心・安全な農産物の生産拡

大を促進する。 

 これが第２次計画の４本の柱でございます。 

 幾つかの成果を上げますと、直売所・地元農産物の販売・利用促進のための情報提

供としましては、広報紙での直売所の紹介(れんけい２０２１年８月号和束の郷掲載)、

農産物情報の啓発とイベントとしましてはおもてなし呈茶や地域フォーラム等のイベ

ントへの出展、また学校給食等における取組としましては、和束産米の使用が１か月

に１回、和束産の野菜使用が１学期に約１回程度、地元農産物を使った加工品の開発

など、最近の支援としましては、和束のてん茶を用いたポテトチップスが挙げられま

す。 

 おおむね計画当初の目標を達成することができましたが、時期がコロナ禍というこ

ともあり、イベントへの出展等による和束のお茶のＰＲの回数は、目標値を下回る結

果となっております。 

 第３次推進計画につきましては既に策定されており、令和５年度から令和９年度ま

での５か年の計画期間となっております。第２次推進計画を踏襲しており、また、ウ

イズコロナの時代等現状に合わせた上で、今後も地産地消に取り組んでいけるような

目標を掲げていますので、ご理解のほどよろしくお願いいたします。 

 次に、（３）有機農業を広げ、安心安全な農作物の地産地消を進めるために「オー
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ガニック・ビレッジ宣言」の強化をについて答弁させていただきます。 

 近年、「オーガニック・ビレッジ宣言」を行う自治体が出てきていることは私も承

知しています。安心安全な食物が提供されることは言うまでもありませんので、一定

賛同するところがありますが、有機栽培に殊のほか深く関わってきた私は、日本国内

における「オーガニック」「有機栽培農業」への誤認識を是正する活動を先決するべ

きだと考えています。これは、有機栽培農業が必ずしも安全ではないということ、ま

た、経営面から見ると非常に不安定であり、農家の所得安定につながらないというこ

とと、安全な食物をエンドユーザーに届けられないことも多々あるということから、

生産農家の選択であり、究極を言えば経営方針選択だと考えています。 

 生産者とエンドユーザーの信頼関係から成り立つ「宣言」であり、自治体が率先し

て取り組むのは、新鮮かつ安全な農作物の提供に主眼を置いた取組ができるよう営農

指導を強化していくことを目的に、本年度から担当課に専門職員を配置させていただ

きました。 

 次に、３．地域で買い物、消費できるまちづくりを、（１）トンネル開通後、町外

の商店、スーパー等に消費の流れが強まり、地元消費がさらに衰退するのではとの懸

念の声があるが、町としての見通し、方向性はについて答弁をさせていただきます。 

 ご指摘のことは既に加速化していると懸念をしていますが、かといって、特効薬が

あるわけでもなく、試行錯誤しているのが現状です。経済は地域で回すことが一番効

果があると考えますが、先ほども述べたとおり、住民の消費動向を町内に限定するこ

とは至難なことでもあり、住民の方々と今後も協働しながら、できることから取り組

みたいと考えています。 

 次に、（２）「買い物工リア」の整備等、地域商店を維持・再構築し、地域での買

物、消費できる環境整備への方向性を持つべきではについて答弁させていただきます。 

 数年前に注目を浴びたシャッター商店街は、本町でもここ数年進み、酒販専門店、

いわゆる酒屋やタバコ専門店はほぼ皆無の状況で、生鮮食料品店も同様の状況は、私
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も承知しています。その原因の一つは、急激な人口減少と議員ご指摘のとおり住民の

消費動向が町内から近隣市町村のショッピングモールへと変化したことが大きな原因

だと受け止めています。しかしながら、小売販売業は個々個人の営みでもあり、行政

ができることにも限界があると考えます。ただ、先にも答弁しましたように、経済は

地域で回すことが地域経済の底上げになるということは言うまでもなく、現在新たな

施策として、「デジ電」デジタル田園都市国家構想交付金の申請なども視野に入れ、

取組を進めたいと準備を進めているところです。 

 次に、（３）「販売移動車」の維持・継続へ、町としての方針を持ち、支援強化を

について答弁させていただきます。 

 ご承知のとおり、和束町商工会において「茶太郎」を運営いただいています。現状

は、町内１００世帯前後の世帯にご利用いただいていると聞いていますが、商工会か

らは販売ロスへの対応など、若干の問題があることなどの報告を受けています。しか

しながら、必要とされる方に対して、今後は民間企業などと共にタイアップし、新た

なサービスができないか模索することも必要な課題ではないかとも思っています。 

 何より高齢者のひきこもり対策として、社会福祉協議会においてサービス提供され

ている「軽度生活援助サービス事業」などの活用も促進していただけるよう期待する

ところです。 

 先にも述べましたが、軽度生活援助サービス事業を活用いただくことは、町内小売

業者の販売促進にもつながりますので、移動販売車一手にこだわるのではなく、官民

からの提供サービスをうまく活用いただけるよう啓発したいと思います。 

 次に、４．茶業の担い手確保へ支援拡充を、（２）新規就農者支援の上乗せ、「親

元就業者」への支援など、町独自の取組の検討をについて答弁させていただきます。

新規就農者に対しての支援として、農業次世代人材投資資金給付事業により年間１５

０万円が交付される国の制度があり、今年度は２人の方が対象になっています。この

事業を起点として農業を続けている方も多く、町としてはこの事業を主軸に、引き続
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き支援させていただこうと考えているところです。 

 また、「親元就業者」への支援では、農業経営継承・発展等支援事業という１００

万円が交付される府の事業があります。３年を通しての事業となり、初年度に交付さ

れます。適合するためには厳しい採択基準がありますが、計画を立てることにより目

指している農業を新たに見詰め直すことができ、持続可能な農業経営を促進できるよ

うになります。 

 町独自の支援対策の取組につきましては、農業をしたいと希望されて来られた方々

のアプローチや考え方によって対応が異なります。京都府山城南農業改良普及センタ

ーやＪＡ京都やましろなどの指導や地元農家への援助なども必要になることから、一

概には言えず、さらなる検討課題ではありますが、先の質問でも答弁させていただき

ましたとおり、本年度、担当課には営農指導を専門に対応する職員を配置し、農家を

伴走する体制を強化し、日常業務に取り組む体制を構築し、新たな成果を目指してい

るところです。 

 次に、（３）援農者の一時住居の確保・斡旋など、町として受入れの仕組み整備を

について答弁させていただきます。 

 本町の茶業の担い手で援農者の力は不可欠であります。現在、援農で来ていただい

ております方については、農繁期の間、空き家やシェアハウスなどを利用していただ

いて住んでいだいているとお聞きしております。町として受入れを検討してほしいと

いう声も聞きますが、和束町に直接住居の確保を強固に要望される声は低く、どこに

も住むところがないという相談を受けるまでには至っておりません。こういった現状

から、農家にあっては自助努力をしていただいていると判断していますし、雇用者が

労働者の処遇を把握いただきながら日々の作業に従事されていることは、良好な関係

性が築けるものと考えています。 

 以上、岡本議員からいただきました質問についての答弁といたします。 

 詳細につきましては担当課長のほうから答弁させますので、よろしくお願いいたし
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ます。 

○議長（吉田哲也君） 

 農村振興課長。 

○農村振興課長（松井幸則君） 

 最初に私の方から、岡本議員の大きな２、（２）、①和束産の米や野菜の使用割合

の抜本的な拡大を、米は１００％を目指し、当面、週１回など積極的に推進をについ

てお答えさせていただきます。 

 現状につきましては、町長が申し上げましたように、学校給食センターでは和束産

米は月に１回、農産物は学期に１回以上で、冬に使用量が多いとのことでした。地産

地消に関しましては学校給食の中でも言われていることであり、地元の産品を子供た

ちに食べてもらうことは、よい学習の機会になると思われます。ただ、実際に給食を

届ける現場の声といたしましては、例えば、当日になって、不作等により必要量の野

菜が確保できなかった場合にどう対応するか、地元産だと規格がバラバラだったり虫

がついてたりで調理に時間がかかったり、食品ロスの部分が増えたりすることがあり、

地元産のものを取り入れるに当たっての課題があることも現実です。 

 なお、保育園では、令和５年度は和束産５０％、山城産米５０％を使用していまし

たところ、令和６年度からは和束産米を１００％使用しております。今後も可能であ

れば和束産米の米や野菜の使用割合を拡大できるように教育委員会に要望したいと考

えておりますので、ご理解のほどよろしくお願いいたします。 

 続きまして、大きな２、（２）、②耕作放棄地の利活用や生産者の確保など、使用

割合拡大の取組強化をについてお答えさせていただきます。 

 先ほど申し上げましたように、学校での地産地消の取組につきましては、教育委員

会に和束町産の米、野菜の利用拡大を要望させていただきたいと思います。また、米

や野菜等の購入につきましては、和束の郷協議会を通じましてお願いをしたいと考え

ております。 
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 続きまして、大きな４、（１）茶業の担い手の現状、今後の見通しをどう分析して

いるかについてお答えさせていただきます。 

 ２０１５年農林業センサスでは、経営耕地面積が３０アール以上とされている販売

農家が２５８戸でした。２０２０年農林業センサスでは２１０戸であったことから、

農家全体の戸数は５年間で約２割減少しております。また、２０２０年農林業センサ

スから、１年間に６０日以上従事している６５歳未満の世帯員がいる戸数の調査が追

加されており、２１０戸のうち１１５戸がそれであると発表されており、高齢化が進

んでおります。 

 茶業の生産実績につきましては、令和５年度の摘採面積が１,３３６ヘクタールで、

令和４年度の１,２９８ヘクタールから約３％の増加、令和５年度の荒茶生産量が１,

１９４トンで、令和４年度の１,１３６トンから約５％とどちらも増加していること

から、担い手自体は減少しておりますが、生産量は増加している現状でございます。 

 経営面積別生産戸数で見ますと、経営面積３ヘクタール以上の農家が６０戸、２.

５ヘクタール以上の農家が３９戸、２ヘクタール以上の農家が１７戸と、大規模な農

家が増えてきております。このことから、和束町の茶園面積約６００ヘクタールを守

っていくには、担い手を確保しながらの農業の効率化を実施していく必要があると考

えております。 

 以上、岡本議員からの一般質問に対する答弁とさせていただきます。よろしくお願

いいたします。 

○議長（吉田哲也君） 

 岡本議員。 

○６番（岡本正意君） 

 それでは、再質問させていただきます。 

 全体的な今の町長の答弁を聞いておりまして率直に思いますのは、町としてどうし

たいのかという中身が大変薄いといいますかね、ないなというふうに思いました。特
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に今回、２番以降の質問については、今、見直しが行われております第５次総合計画

の中に沿って今回質問をさせていただいておりますので、そういった意味でも、ぜひ

町自身が言っておられることを今どうなっているのかということで質問をしていると

いう向きがありますので、ぜひ責任ある答弁をお願いしたいというふうに思っていま

す。 

 それでは、まず、物価高騰対策についてですけども、先ほど町長は国のいわゆる減

税等の説明をされました。私が聞いてますのは、国の制度の解説を聞いてるんじゃな

くて、町として深刻な事態に対してどう対応しようとしてるのかということを質問し

てるんですね。国や京都府からの財政支援というのはもちろん必要です。実際、今、

国のほうというのは無策に近いですから、それによって生活のほうも大変になってま

すし、物価高騰も野放しという状況になっています。 

 和束町はですね、やはり一般的ないろんな生活の大変さということだけじゃなくて、

先ほどもありましたように車がなければなかなか移動もできないとなると、やはりガ

ソリン代とか、農家の方も含めてやはりそういったものを使う頻度は大変高いわけで

すね。やはり公共交通の交通費も高いと。そういった意味でも、いわゆるここに住ん

でいるだけでいろいろ負担が大きいという状況もあるわけです。 

 そこに加えて電気代が上がるとか、また年金がちょっと上がったかもしれないけれ

ども、物価が追いつかないとか、要は、大変、今ひどい状況にあるわけですけども、

そういったことについて町長は、この６月議会に当たって、どういうご認識でこの物

価高騰から暮らしを守ろうかという思いがそもそもおありなのかということをもう一

回確認したいというふうに思うんですね。 

 町長は先ほど来、国や府に要望するとしか言われませんけども、町として国や府の

財源が来なければ町は何もしないという態度なんですか、町長は。国や府が財源手当

しなかったら町としては何もできませんと、そういうお立場で対応されてるというこ

とですか。それも含めて答弁いただけますか。 
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○議長（吉田哲也君） 

 町長。 

○町長（馬場正実君） 

 はい、答弁させていただきます。 

 確かに、私が諸般の報告でも報告しましたとおり、財源は大変厳しい状況の中にご

ざいます。この中で何をしていくかとなりますと、やはり財源確保からの話が出ます。

直接的にお金を住民に配るというのが一つの方法ではございますが、私の中では、も

っと地域経済を活性化するとか、まちづくりの中でお金を回るようにするとか、そち

らの面を町としてはしっかり取り組む中で、例えば、本年ですとインバウンドが回復

した関係で、和束茶カフェでの売上げが１日１００万円を超えるというようなことが

起こっています。これは売り上げたものは農家さんに戻る話です。こういう形で、町

としては行政として対応していきたいと。直接、個人にお金を渡すというよりも、地

域経済を回すことによって地元への還元ができるような方策を考えているということ

でございます。 

○議長（吉田哲也君） 

 岡本議員。 

○６番（岡本正意君） 

 もちろんそれも大事ですよね。しかし、やはり実際のところは、今そういったよう

な例も挙げていただきましたけれども、それが町民全体にそれがどういうふうに回っ

ていくのかという意味では、大変中身がやはり弱いわけですよね。私も５月に町長に、

町として物価高騰対策で６月議会に向けてぜひ考えていただきたいということで申入

れもさせていただきましたけども、やはり町として、今、本当に皆さんが生活費自身

が大変重くなっていると。収入は少ないのに、要は、払うお金だけはどんどん増えて

いってるという、そういう状況が続いている下で、町として最低限できることって何

なのかということをご提案させてもらったと思うんですね。そういった意味でも、水
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道料金であるとか、また国民健康保険税であるとか、また今、地域の経済を回すと言

われましたけども、自由に使える、この間行った商品券も含めてですね、そういう買

物ができるというような状況をつくっていくということをできるのは町しかないわけ

ですよね。ですから、町として財源云々と言われますけども、それでもやはり１０億

円近い基金をお持ちなわけでしょう。ですから、今、本当に緊急事態なわけですから、

そのうち経済が回ってみんなに潤いが行くだろうみたいなことを言ってれるような場

合じゃないわけです。ですから、今、当面の暮らしをどう支えるかという意味で、こ

の６月補正からでも何らか具体的に手を打っていただきたいなというふうに思うんで

す。 

 まだ、２日目の提案をされてませんから、今からでも補正を見直して、できること

をやはり組み込んでいくということを私はしていただきたいと思うのと、それが無理

なんであれば、直ちに補正予算の検討に入っていただいて、臨時会も含めて直ちに手

を打っていただくということも私は今、必要じゃないかと思うんですよ。 

 町の一番の役割というのは、住民の皆さんの暮らしを守るということです。今それ

を町がすることが一番求められているわけですから、やはり早急にそういう暮らしを

支えるという意味での補正予算を組んでいただきたい。その辺、町長いかがですか。

○議長（吉田哲也君） 

 町長。 

○町長（馬場正実君） 

 はい、答弁させていただきます。 

 確かに、岡本議員がおっしゃるように、一気に住民の方に現金をうまく回すような

形を組めば一番ベストだと思います。これは先ほどから何回も言ってますように、ど

うして財源を生み出すかということになります。町が財源を生み出すということは、

税収を上げるということです。税収を上げるということは、町民の方にもそれだけの

収入を持っていただかないと上がらないと。 
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 先ほどちらっと言いましたけども、デジタル田園交付金につきましては、そういう

形の仕組みをつくりたいという形で今、国と国のほうと調整が入っています。これは、

今までいろんな交付金、給付金を出してきました。これが消費動向の中で、全て町内

の商工業者で使われてるかというと、物すごく疑問な点があります。商品券につきま

しては町内で使われていますが、それ以外の給付金につきましては、町内での消費動

向が見受けられる部分が物すごく少ない。この部分を何とか町内に消費動向を回すと

いうような形で、今、国と申請をかけながら検討に入っています。これがうまく回っ

てきますと、そういう点につきまして何とかまた新たな税収が町に見込めると。見込

めた中で、何らかの新たな方策を取るというような考え方をしておりますので、一気

にいかないことだけはご理解願いたいと思います。 

○議長（吉田哲也君） 

 岡本議員。 

○６番（岡本正意君） 

 大変悠長な話をされてますよね。いつになったらうまくいくんですか。そのデジタ

ル何とかということで国と相談して、それが恩恵を被るのはいつなんですか。という

ね、それが本当にその恩恵が被るようになるのかどうかも含めて、定かでないものを

ですね、そのうちできるだろうからということでいえばですね、今までのアベノミク

スと何も変わらないわけです。そういう点で、やはり今、本当に町としてある財源を

生かしてでも、この６月議会、また７月も含めて早急に補正予算を組んでいただいて、

少しでも暮らしを支えるというような取組をぜひやっていただきたいということは強

く要望しておきたいと思います。 

 次に、地産地消の推進の関係ですけども、先ほどお話がありましたように、今、特

に今回、学校給食、また保育園給食での地産地消という点でお話をさせていただきた

いというふうに思うんですけども、保育園は先ほど言われましたように、お米につい

ては１００％というところで調達いただいてるという話を私も伺いました。そういっ
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た点で学校の関係が主になるわけですけども、先ほどありましたように、今、米が月

１回という頻度ですね。野菜については月１回あるかないか。実際、献立表とかずっ

と見ていましても、そういう状況があるというふうに思います。 

 それでですね、周辺の自治体でどうなのかということをリサーチしてみますと、同

じ相楽郡の中の精華町、木津川市というところでは、使用米は１００％地元産なんで

すね。供給は学校給食会かららしいですけども、学校給食会から調達する中で、地元

のお米を使用できるという制度があるというふうに伺っていて、若干価格が高くなる

んですけども、それを活用して供給しているというふうに伺いました。 

 野菜についても品目が一定限られてる部分もありますけれども、地元調達というも

のを重視されてるというふうに言われてますし、少なくとも和束町よりは大変頻度は

高くなってるというふうに伺っております。 

 そこで、課長に確認したいんですけども、和束での学校給食に、例えば、使用して

いる米の年間使用量というのは一体どれぐらいなのかというふうにつかんでおられる

かというのを確認したいのと、そもそも和束で米の年間の収穫量というか、生産量と

は一体どれぐらいあるのか、その辺は教えていただけますか。 

○議長（吉田哲也君） 

 農村振興課長。 

○農村振興課長（松井幸則君） 

 岡本議員のご質問にお答えさせていただきます。 

 手持ちに資料がございませんので、そこまで詳しく調べておりません。申し訳ござ

いません。 

 月１回の使用という話は聞いておるんですが、実際、約５０キロ程度を月に使用し

ておると聞いております。 

 以上です。 

○議長（吉田哲也君） 
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 岡本議員。 

○６番（岡本正意君） 

 一応、教育委員会に確認をさせてもらったんですけども、和束の学校給食での米の

使用量というのは年間２.７トンということです。２.５トンが学校給食会のいわゆる

山城産米とか京都のブレンド米ですね。０.２トンが茶源郷マーケットというか、直

売所というふうに伺っております。ですから、今のところ２,７００キロなんですね。 

 それとですね、農林業センサス等のデータでいいますと、和束町での水稲の収穫量

というのは年間３４４トンというふうに記録されております。和束町の給食で使われ

ている年間の米の量というのは、町内収穫量の約０.８％程度なんですね。ですから、

やはり数字上でいうと十分賄えるだけの生産量はあるというふうに思うんですけども、

これはなぜ月１回程度しか地元産の米が使用できない状況なのか。 

 先ほど現場でのいろんな地元産を使う上での問題点を挙げられましたけども、こう

いった１００％使えるような環境はあると思うんですけども、それがなかなかできて

いないという、そこの問題点とは一体何でしょうか。 

○議長（吉田哲也君） 

 農村振興課長。 

○農村振興課長（松井幸則君） 

 岡本議員の質問にお答えさせていただきます。 

 実際、給食センターといいますのは、相楽東部広域連合の所管でありますので、私

といたしましては、教育委員会のほうに要望はさせていただいてはおるんですが、実

際使用されるのは広域連合なので、そこまでは分からないです。 

 以上です。 

○議長（吉田哲也君） 

 岡本議員。 

○６番（岡本正意君） 
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 地産地消の推進計画というのは、和束町がつくっておられる計画ですよね。今の話

だと連合でやってることだから町はよく分かりませんということでは、じゃあ、誰が

責任を持ってやっているのか。これは和束町の名前でやられてますよね。そういう点

では、やはりもう少し当事者意識を持って計画を進めていただきたいというふうに思

うんですね。 

 推進計画の中ではこう書いてあるんですね。「なお、地元農産物の給食利用におい

ては、安全安心、鮮度、価格、品質、規格等様々な項目について、栽培から収穫まで

の全段階において農業指導や情報共有が必要になる。各関係機関が給食の現状を細か

く把握し、問題点等を話し合い、地元農産物の計画的な利用と拡大に向けたシステム

づくりが必要です」というふうに、２次画でも３次計画でも指摘をされております。

このシステムづくりというのは、どう進められてるんですか。 

○議長（吉田哲也君） 

 農村振興課長。 

○農村振興課長（松井幸則君） 

 岡本議員の質問にお答えします。 

 私自身、少し勉強不足で、そこまで読み込んでおらないところがあり、認識できて

おりません。申し訳ございませんでした。 

○議長（吉田哲也君） 

 岡本議員。 

○６番（岡本正意君） 

 謝ってもらっても仕方ないんですけどね。これ実際にどう進めていくかということ

を議論してるわけですから、やはり実際、第２次計画でも第３次計画でも、学校給食

でこれをやっていくためにはシステムづくりが必要ですと書いてあるわけですから 

それをやはりどう責任持ってその仕組みづくりを進めるかということを分からないで

は困ると思うんですよね。そういった状況が、要は地産地消が進まないね、町が本気
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になってやってないという表れじゃないかというふうに思うんですね。そういった点

で、もう少し担当課も含めて、自分でつくられた計画ですからね、これをやはりしっ

かり読み込んでいただいて、まずは地元のお米を１００％子供たちに食べてもらうと

いうことを目指して、今言った、それを可能にする仕組みづくりの検討や協議、具体

化をちゃんと責任を持ってやっていただきたいと思うんですけども、その辺、町長、

やっていただけますか。 

○議長（吉田哲也君） 

 町長。 

○町長（馬場正実君） 

 はい、答弁させいただきます。 

 今の質問ですけども、基本的には、地産地消をどこで考えるかの問題だと思います。

過去からの経過を申しますと、京都府内で採れるお米という考え方もございますし、

山城内で採れるお米という考え方もございますし、和束町で採れるお米という考え方

もございます。これはなぜならないかということにつきましては、２点問題点がござ

います。１点は保管でございます。保管することをどうするかということです。採れ

るのは秋です。秋に採ったお米を来年の夏まで持っていくと、これがどうしてもでき

ないということがございます。 

 学校給食会とも以前から話をしておりまして、現実、木津川市の状況と和束町の状

況は変わっていないと思います。地元産のお米を使う分、それと山城産のお米を使う

分、それから京都府産のお米を使う分、これはＪＡとの協定の中で京都府内の学校給

食会が提供しているものです。これは和束町においても、和束給食センターにおいて

も、木津川市の給食センターにおいても表現の仕方だけの違いかと思います。 

 そういう点からいいますと、取組については和束町だけではできない。また、それ

をＪＡ、もしくは生産者の団体等々、調整をしながら行っていて、和束町につきまし

ては、和束の郷ができましたので、ここから月に１回だけでも直接採ろうというよう
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な形が取られているのが現実でございます。 

○議長（吉田哲也君） 

 岡本議員。 

○６番（岡本正意君） 

 そういう課題が分かっているんであれば、課題を解決する方向でちゃんと手を打っ

ていくのが町の責任じゃないんですか。それがあるからできないんだという、何かで

きない理由を言ってるだけの話であって、それをやればできるんであればね、実際、

現実の問題として精華町や木津川市でも１００％やってるわけですよね。和束ではで

きてないということでしょう。そういった意味で、そういった問題が和束町で作られ

たお米を和束町で学んでいる子供たちや保育園の者たちに提供していくということは

目標にしてないということですか。別にこだわってないと。和束で１００％のお米で

やっていこうというような目標は持ってないし、要は、近いところで山城産米、京都

産米で作られたら、それでいいじゃないかというのが和束町の地産地消計画の方向性

だと。だから、第２次計画も第３次計画も月１回でとどめているということだと思う

んですけど、よく分かりました。 

 でも、実際にそうやった地元で条件的には十分あるわけですから、ちゃんとその辺、

責任を持ってね、計画もちゃんと読み込めてないような状況ですからね、町長。ちゃ

んと責任を持って計画を推進していただきたいなというふうに思います。 

 それでですね、いわゆるオーガニックビレッジ宣言については町長からいろいろ一

定お考えを伺いました。和束町の近くでは京都では亀岡市ですね。近隣では甲賀市も

やっておられます。亀岡のほうでは、いわゆるこの年度の１学期の１４の小学校の学

校給食米が全て有機米ということでされているというふうに伺いました。それを保障

していくためにも、２５の個人やグループの方が生産農家になられて、３０キロを１

万８,０００円の米価で買い取って、学校給食に使えるように生産を支えているとい

う話も伺っているところですけども、こういった下支えしていくという具体的な取組
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があって進められていっているというふうに感じたわけですけども、有機栽培の取組

というのは、第５次総合計画の基本政策１の林業の振興の施策の方針、生産基盤強化

への支援の中で、有機栽培の取組など付加価値公助への支援強化に取り組むというふ

うに書いてあるんですね。先ほどの町長の答弁でいいますと、これは見直すというこ

とですか。 

○議長（吉田哲也君） 

 町長。 

○町長（馬場正実君） 

 はい、お答えさせていただきます。 

 有機農業といいますのは、あくまでも栽培に係る飼料に関して有機であるかどうか

って話です。安全性というのは、それをいかに担保するかです。これは消毒を使う慣

行もございます。有機農業を単に安全だと言うのではないというのは、その点でござ

います。ですので、和束町がやってないのではなくて、和束町が今取り組んでいる中

でいいますと、減肥です。減肥というのはどういうことかといいますと、化学肥料を

減らしてます。有機肥料に替えていくように営農指導を行ってます。 

 そういった中で、社会全体で有機を増やし、循環型する農業を行っていくというの

が有機農業でございますので、安心安全の品質の問題と先ほど担当課長が答えました

ように、全ての品質を合わせる部分の問題と、それから有機農業を振興していく問題

はイコールで同じように進めないと駄目だというような考え方をしております。 

 それと、先ほど来、地産地消のところで米についても逆行してると言われましたけ

ども、これはあくまでもＪＡの管理をどういう形でしてもらうかだけの話でございま

して、うちも山城産米を使用するということに関しては変わっておりませんので、産

地がどこであるということよりも、地域で農業を守るという考え方の中で、それをい

かに安心安全で子どもたちに提供できるかということで対応しているという考え方を

しておりますので、ご理解のほうをよろしくお願いします。 
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○議長（吉田哲也君） 

 岡本議員。 

○６番（岡本正意君） 

 町長が言われていることがよく分からん面がありますけどね、別に安心安全な農作

物を推奨していく中で、それを作っていく農家自身がやっていけなくちゃ作れないわ

けですから、そういったことをまちぐるみでやっていくということが宣言の趣旨とい

うふうに、この間、こういう話も聞きながら思ってるわけですけども、今の話では、

町としてはオーガニックビレッジ宣言というよりも、より実効的な安心安全というか、

そういったものを前提で進めていくという方針でいかれるということですよね。そう

受け止めて結構ですか。 

 あまり反応はないのでいいですけども、結構です。 

 いずれにしても、地産地消といった場合に、地元だから何でもいいと私も思ってお

りません。やはりより安心安全な農作物を学校給食に使っていっていただきたいとい

うふうに思いますし、その一環として今回の提案をさせていただいてますので、そう

いった方向性については共有できるんではないかと思いますので、引き続き提案もし

ていきたいと思いますので、よろしくお願いしたいと思います 

 次に、買物、地元消費の関係ですけども、私、先ほどの一般質問の中で、いわゆる

トンネルが開通して、それで観光客とか、そういった方が来られて、それを受け止め

るためのオープンエアミュージアムとか、いわゆるランチ難民をどうするとかいう話

も、大変それはそれで重要な話だとは思うんですけども、やっぱりここに住んでいる

地元住民の立場からすると、地域で買い物できるという状況がどんどん衰退していっ

てると。だから、ある意味、外に行かざるを得ないというね、こういった流れがある

というふうに思うんですね。 

 そういった意味で、和束町として第５次総合計画の中でも、高齢化社会に対応した

商業サービスということを挙げられて方向性を示しておられますけども、やはり地域
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のそういう買い物できるエリアをしっかりと維持しながら、そこに公共交通も絡めて

買物に行けるというような、まちづくり全体の中で、買物できるまちづくりをどう進

めていくかということをぜひやはり今度の見直しの中で考えていただきたいというふ

うに思うんですけども、先ほどの町長の答弁の中でもう一回確認しておきたいんです

けども、やはり和束町の中で買物ができる商店を残し、商店街をある意味、もう少し

再構築していくというね、観光客向けじゃありませんよ。要は、地域の住民の方が地

域で買物ができるというような環境を再構築していくというのが今後大変大事だと思

うんですよね。 

 高齢化を進めていく中で、外に買物に行くということ自身が大変な人がどんどん増

えてくるわけですから、どれだけ地域でそういったエリアを確保していくかというこ

とが今後どうしても必要になってくると思うんですけども、その辺はそういう考えで

よろしいですか。 

○議長（吉田哲也君） 

 町長。 

○町長（馬場正実君） 

 はい、答弁させていただきます。 

 岡本議員と私の考え方はまるっきり一緒です。別に観光客だけを目的に商業を活性

化するんではなくて、まずは地元の方が使っていただける。そして、そこに観光客が

来られるというような商店といいますか、ショッピングができる形をつくっていきた

いというのが私の考え方でございますので、まずはやはり住民の方に安心安全で、な

おかついつでも近くで自分の欲しいものが買えるような店に観光客が集まってこれる

ような形ができれば一番理想と考えておりますので、その点につきましては、私もそ

のような考えをしております。 

○議長（吉田哲也君） 

 岡本議員。 
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○６番（岡本正意君） 

 そこは本当に具体的にそういったことが可能になるように、それはそれで一緒に考

えていきたいというふうに思います。 

 それで、移動販売についてはですね、これも総合計画の中で計画をしっかり位置づ

けているわけなんですね。やはりそういった意味では、今、商工会の会員業者が回し

ていただいてますけども、いつまでそれが続けられるかということもございます。そ

ういった点で、もちろん移動販売も一つの買物手段として大変重要になってくると思

いますので、これは町としても責任を持って、必要な支援も行いながら維持していく

ということもやはりしっかり方向性を持っていただきたいと思うんですけども、そこ

もそういうお考えということでよろしいですか。 

○議長（吉田哲也君） 

 町長。 

○町長（馬場正実君） 

 はい、答弁させていただきます。 

 確かに言われるとおりです。言えば、和束町が自前で移動販売車を動かすことはで

きません。仕入れの問題とか支払いの問題とかもございますので、なかなか難しいと

ころがございます。これは民間事業者とも連携しながら、できる限りそういう形で前

へ進めたい。 

 特に、今、商工会が行っていただいている部分につきましては、生鮮食料品がメー

ンになっています。これだけじゃなくて、医療であったりとか、日用品であったりと

かいうものについても今後は出てくると思います。そこも含めた中で民間企業にもお

声がけをさせていただいたりとかしながら考えているところでございますので、でき

ることから順次行っていきたいと思いますので、ご理解のほうをお願いいたします。

○議長（吉田哲也君） 

 岡本議員。 
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○６番（岡本正意君） 

 先日、いわゆるトンネルが開いた先の宇治田原町に確認というか、見に行ったりし

てたんですけど、やはり一消費者の立場でいうと、トンネルが開いて車が運転できる

人が抜けて、すぐに一定の大型スーパーとか、ドラッグストアとか、そういったこと

がそろっているというのは、ある意味魅力的にも映りますし、より安いものを求める

という意味でも、一消費者という立場からすれば、そういった流れが起こりやすい状

況であるというふうに改めて感じました。 

 しかし、この地域の経済を回していくと、地域の商店を守っていくという意味では、

やはりできるだけ地域での買物もできる環境を維持していくということが本当に今、

トンネルの開通を目の前にして大変大事だと感じましたので、そこはぜひ、移動販売

の維持も含めて、ぜひ強力に進めていただきたいというふうに思います。 

 最後に農家の関係なんですけども、これは第５次総合計画の中でこういうふうに書

かれています。 

 「現状と課題について後継者不足は深刻化し、農地の荒廃も見られ、近い将来には

現状維持することが困難な状況が来ることが懸念されている。その具体的な方策とし

て、新規就農者に対する給付金の支給や関係機関、農業士等の連携した活動支援の充

実を図る。農繁期における援農者の受入れや体験型農泊システムを促進し、担い手の

確保に努める」というふうに書かれております。 

 そういった点で、やはりこの新規就農者に対する町としての支援策というのをね、

お茶の町を標榜し、お茶が基幹産業なんだというふうに位置づけておられるんであれ

ば、国の制度もあり、府の制度もあっていいですけども、やはり町としてしっかり制

度をつくっていくということも私は必要じゃないかというふうに思っているんですね。

その上で、親元就農給付金制度というのが全国の自治体で一定広がっているようです。  

 一つが、岩手県の雫石町というところでやっているという話を伺って、実際に電話

させていただいてお話も伺ったりしました。近隣では盛岡市もされている。あと、新
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潟、また長野県の安曇野市、山梨県が県としてやってる。また、愛知県の一宮市、そ

れから東北の岩手県の北上市などが、様々いろいろな条件があったりとか、給付金の

額の違いもあったりしますけれども、いわゆる親元就農を支援するということで、こ

ういう制度を独自につくって後継者を応援していくという取組を行っています。 

 親元ですから、やはり実際にお茶だったらお茶をされているところにお子さんとか、

またお孫さんがそれを引き継いでいくという、生産基盤を受け継いでいくという意味

では、一からやっていくということではないにしても、あるケースでは、仕事を辞め

てでも後を継いで就農していくというようなこともされている農家の方もおられます

し、決して簡単ではないというふうに思うんです。 

 基幹産業の事業継承を決意された後継者の方にお茶のまちとしての支援というかエ

ールを込めて、町として後押しをする支援をぜひ際で検討していただきたいというふ

うに思うんですけども、そういった検討の余地というか、方向性というのは町長おあ

りかどうか、その辺を答弁いただけますか。 

○議長（吉田哲也君） 

 町長。 

○町長（馬場正実君） 

 はい、答弁させていただきます。 

 まさにそのとおりだと思います。和束町においても、新規就農につきましては過去

からいろんな施策を組んできました。これについて和束町に十数人の方が一気に増え

たという時期もございました。その後、出てきたのが、地元の跡継ぎの話です。これ

も数年前、園の方がその話を持ってこられたときからいろいろ始めてます。今、国の

制度をうまく活用しながら持ってきていますが、それを新たに町としてできるところ

を支援していくと。そういうことをまずは住民の中に出て話を聞いて、それを実情に

合わすということをすることを今年から担当職員に指示を出しています。こういった

中で、町独自でどういう施策ができるかというのは、今後検討していくべきだと考え
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ております。 

○議長（吉田哲也君） 

 岡本議員。 

○６番（岡本正意君） 

 そこはぜひ前向きに検討いただきたいというふうに思いますし、お茶のまちとして、

先ほど課長のほうから現状についてもお話があった中で、本当に若い方が頑張ってお

られる姿はまだ見えるほうだというふうには思うんですけども、でも、やっぱり数字

というのはかなり現実的で、大きく減少もしてきているという厳しい状況もございま

す。 

 そういった点で、やはりお茶のまちとしての景観を守っていくということも含めて、

なりわいをどう守っていくか大変岐路にあるというふうに思いますので、ぜひ親元就

農への支援も含めて積極的な施策を打っていただきたいということをお願いしておき

たいというふうに思いますし、これは要望だけしておきますけども、いわゆる援農者

の受入れについても、いわゆる農家の方の自助のところで今対応をいただいていると

いうお話がありましたけれども、もちろん人手がどうしても必要ですから、それはそ

れでやっておられると思うんですけども、でも、一方ですごく負担にもなっておられ

る面もあると思うんですね。ですので、そこをやはり自分でできる方はされたらいい

と思うんですけども、町としてもこういうことで支援できるよというメニューをぜひ

考えていただけたらと思いますので、そこは強く要望しておきたいと思います。よろ

しくお願いいたします。 

 以上です。 

○議長（吉田哲也君） 

 岡本正意議員の質問を終わります。 

 以上で一般質問を終わります。 

 ただいまより２時４０分まで休憩いたします。 
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休憩（午後２時３０分～午後２時４０分） 

○議長（吉田哲也君） 

 休憩前に引き続き会議を開きます。 

 日程第６，承認第１号 専決処分の承認を求めることについて「令和５年度和束町

一般会計補正予算（第７号専決）」、承認第２号 専決処分の承認を求めることにつ

いて「令和５年度和束町湯船財産区特別会計補正予算（第１号専決）」、承認第３号 

専決処分の承認を求めることについて「令和５年度和束町国民健康保険特別会計補正

予算（第３号専決）」、承認第４号 専決処分の承認を求めることについて「令和５

年度和束町介護保険特別会計補正予算（第５号専決）」、承認第５号 専決処分の承

認を求めることについて「令和５年度和束町後期高齢者医療特別会計補正予算（第１

号専決）」、以上５件を一括議題といたします。 

 提案理由及び議案の説明を求めます。 

○議長（吉田哲也君） 

 町長。 

○町長（馬場正実君） 

 それでは、承認第１号から第５号の提案理由を申し上げます。 

 承認第１号 令和５年度和束町一般会計補正予算（第７号専決）は、地方債の同意

額及び国・府支出金の決定等に伴い、 

 承認第２号 令和５年度和束町湯船財産区特別会計補正予算（第１号専決）は、財

政調整基金繰入金の決定等に伴い、 

 承認第３号 令和５年度和束町国民健康保険特別会計補正予算（第３号専決）は、

事業勘定において保険給付費及び府支出金の決定等により、直営診療施

設勘定において診療収入及び一般会計繰入金の決定等に伴い、 

 承認第４号 令和５年度和束町介護保険特別会計補正予算（第５号専決）は、保険

事業勘定において介護給付費等に係る国・府支出金及び支払基金交付金
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の決定等により、介護サービス事業勘定において一般会計繰入金の決定

等により、 

 承認第５号 令和５年度和束町後期高齢者医療特別会計補正予算（第１号専決）は、

一般会計繰入金の決定等に伴い 

それぞれ予算補正をする必要が生じましたが、特に緊急を要するため議会を招集する

時間的余裕がないことから、専決処分させていただいた次第でございます。 

 ご審議の上、ご承認賜りますようお願い申し上げます。 

○議長（吉田哲也君） 

 総務課長。 

○総務課長（原田敏明君） 

 それでは、私の方から、議案書の説明をさせていただきます。議案書のほうをよろ

しくお願いいたします。 

 承認第１号 

専決処分の承認を求めることについて 

 地方自治法第１７９条第１項の規定によって、別紙のとおり専決処分をしたので、

同条第３項の規定によりこれを報告し、承認を求める。 

                         令 和 ６ 年 ６ 月 １ ２ 日 提 出 

                         和 束 町 長   馬 場 正 実 

 １枚おめくりください。 

専決処分書 

 地方自治法第１７９条第１項の規定により、次のとおり専決処分をする。 

                         令 和 ６ 年 ３ 月 ２ ９ 日 

                         和 束 町 長   馬 場 正 実 

 １．専決事項 令和５年度和束町一般会計補正予算（第７号専決） 

 ２．専決理由 地方債の同意額及び国・府支出金の決定等に伴い、予算補正をする
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必要が生じたが、特に緊急を要するため、議会を招集する時間的余裕

がないことが明らかであると認め、地方自治法第１７９条第１項の規

定により専決処分する。 

令和５年度和束町一般会計補正予算（第７号専決） 

 令和５年度和束町一般会計補正予算（第７号専決）は、次に定めるところによる。 

 （歳入歳出予算の補正） 

 第１条 既定の歳入歳出予算の総額に歳入歳出それぞれ１億４,８００万円を追加

し、歳入歳出予算の総額を歳入歳出それぞれ４６億２,４３０万円とする。 

 ２ 歳入歳出予算の補正の款項の区分及び当該区分ごとの金額並びに補正後の歳入

歳出予算の金額は、「第１表 歳入歳出予算補正」による。 

 （地方債の補正） 

 第２条 既定の地方債の変更は、「第２表 地方債補正」による。 

                         令 和 ６ 年 ３ 月 ２ ９ 日 専 決 

                         和 束 町 長   馬 場 正 実 

 １枚おめくりいただきまして、第１表でございます。 

 歳入でございます。 

 款、補正前の額、補正額、計の順にご説明を申し上げます。 

 １款町税、３億５,５０７万１,０００円、８８５万２,０００円、３億６,３９２万

３,０００円。 

 ２款地方譲与税、３,６３９万９,０００円、８８万２,０００円、３,７２８万１,

０００円。 

 ３款利子割交付金、１２万９,０００円、△１,０００円、１２万８,０００円。 

 ４款配当割交付金、３４９万７,０００円、△３３万３,０００円、３１６万４，０

００円。 

 ５款株式等譲渡所得割交付金、２３５万１,０００円、８６万９,０００円、３２２
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万円。 

 ６款法人事業税交付金、５２７万２,０００円、１６１万９,０００円、６８９万１,

０００円。 

 ７款地方消費税交付金、７,４５５万９,０００円、２６４万９,０００円、７,７２

０万８,０００円。 

 ８款ゴルフ場利用税交付金、１,１８０万９,０００円、△１１８万２,０００円、

１,０６２万７,０００円。 

 ９款環境性能割交付金、４３３万６,０００円、１５６万円、５８９万６,０００円。 

 １０款地方特例交付金、９０万３,０００円、△４１万６,０００円、４８万７,０

００円。 

 １１款地方交付税、１８億８９万４,０００円、２億１,７６１万９,０００円、２

０億１,８５１万３,０００円。 

 １２款交通安全対策特別交付金、２０万円、△２０万円、０円。 

 １３款分担金及び負担金、６,６７３万８,０００円、△３３５万６,０００円、６,

３３８万２,０００円。 

 １４款使用料及び手数料、２,７１２万２,０００円、△１９万６,０００円、２,６

９２万６,０００円。 

 １枚おめくりください。 

 １５款国庫支出金、３億９,０３３万円、３６８万４,０００円、３億９,４０１万

４,０００円。 

 １６款府支出金、１億６,９２７万４,０００円、７６５万７,０００円、１億７,６

９３万１,０００円。 

 １７款財産収入、２０万円、４４万３,０００円、６４万３,０００円。 

 １８款寄付金、１７５万１,０００円、２７７万５，０００円、４５２万６,０００

円。 
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 １９款繰入金、２億８,５９０万９,０００円、△７,８６１万８,０００円、２億７

２９万１,０００円。 

 ２１款諸収入、６,１９２万８,０００円、１３９万３,０００円、６,３３２万１,

０００円。 

 ２２款町債、１１億３,３００万円、△１,７７０万円、１１億１,５３０万円。 

 歳入合計、４４億７,６３０万円、１億４,８００万円、４６億２,４３０万円。 

 １枚おめくりください。 

 続きまして、歳出でございます。 

 歳出におきましても同様のご説明とさせていただきます。 

 １款議会費、５,２８８万６,０００円、△１０５万３,０００円、５,１８３万３,

０００円。 

 ２款総務費、６億７,０１７万８,０００円、３億８１１万２,０００円、９億７,８

２９万円。 

 ３款民生費、１８億８,１６２万円、△５,３４６万８,０００円、１８億２,８１５

万２,０００円。 

 ４款衛生費、４億６,８９３万２,０００円、△３,３５３万４,０００円、４億３,

５３９万８,０００円。 

 ５款農林業費、１億３,２５３万４,０００円、△１,２４９万８,０００円、１億２,

００３万６,０００円。 

 ６款商工費、１億４,１５２万４,０００円、△８６２万９,０００円、１億３,２８

９万５，０００円。 

 ７款土木費、２億８,３８５万６,０００円、△７９６万３,０００円、２億７,５８

９万３,０００円。 

 ８款消防費、１億９,８５５万５,０００円、△５８７万６,０００円、１億９,２６

７万９,０００円。 
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 ９款教育費、２億１,７７２万２,０００円、△３,１６９万５,０００円、１億８,

６０２万７,０００円。 

 １０款災害復旧費、４,３６１万８,０００円、△２３６万４,０００円、４,１２５

万４,０００円。 

 １１款公債費、３億７,９８６万５,０００円、△３０２万３,０００円、３億７,６

８４万２,０００円。 

 １枚おめくりください。 

 １２款諸支出金、１万円、△９,０００円、１,０００円。 

 歳出合計は、歳入合計と同額でございます。 

 １枚おめくりください。 

 続きまして、第２表 地方債補正でございます。 

 １．変更 

 起債の目的、補正前限度額、起債の方法、利率、償還の方法、補正後の限度額、起

債の方法、利率、償還の方法の順に説明申し上げます。 

 デマンド交通事業（過疎対策）、１,０９０万円、証書借入又は証券発行、年５.

０％以内（ただし、利率見直し方式で借り入れる政府資金及び地方公共団体金融機構

資金について、利率の見直しを行った後においては、当該見直し後の利率）、政府資

金については、その融資条件により、銀行その他の場合にはその債権者と協定するも

のによる。ただし、町財政の都合により据置期間及び償還期限を短縮し、又は繰上償

還もしくは低利に借換えすることができる、補正後９４０万円、起債の方法、利率、

償還の方法につきましては、補正前と同様でございますので、省略をさせていただき

ます。 

 以降、補正前の限度額、補正後の限度額という形でご説明させていただきます。 

 電気自動車整備事業（脱炭素化推進事業）、２２０万円、１９０万円。 

 児童発達支援センター改修事業（過疎対策）、３４０万円、２６０万円。 
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 総合福祉施設整備事業（過疎対策）、９億２６０万円、８億９,７８０万円。 

 祝橋整備事業（過疎対策）、２,１３０万円、１,９４０万円。 

 石寺橋整備事業（過疎対策）、４,７７０万円、４,６６０万円。 

 町道中溝学校線改良事業（過疎対策）、１,４１０万円、１,３６０万円。 

 石寺景観前駐車場整備事業（過疎対策）、６,０００万円、５,８００万円。 

 １枚おめくりいただきまして、橋梁補修事業（辺地対策）、５７０万円、４５０万

円。 

 小型ポンプ付き積載軽自動車（緊急防災・減災事業）、７００万円、６４０万円。  

 災害復旧事業、８００万円、５００万円。 

 補正前、計でございますが、１０億８,２９０万円、補正後につきましては１０億

６,５２０万円でございます。 

 続きまして、予算に関する説明書、令和５年度和束町一般会計補正予算（第７号専

決）、資料Ｎｏ.１に基づき説明を続けさせていただきます。 

 １ページから４ページにつきましては議案書と重複しますので、省略をさせていた

だきます。 

 ５ページ、６ページをお願いいたします。 

 歳入のほうからご説明させていただきますが、主なもののご説明とさせていただき

ます。 

 １款町税、１項町民税、２目法人、補正額１,０７８万３,０００円、１節現年課税

分、法人税割１,３２２万４,０００円となっております。 

 １枚おめくりください。 

 １１款地方交付税、１項地方交付税、１目地方交付税、補正額が２億１,７６１万

９,０００円。こちらにつきましては、地方交付税が１億６,８６１万９,０００円の

増額、特別交付税におきましても４,９００万円の増額で計上させていただいており

ます。 
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 １３款分担金及び負担金、１枚おめくりいただきまして、２項負担金、１目総務費

負担金、補正額が△３５５万１,０００円で、１節総務管理費負担金、主なものとい

たしましては、相楽東部広域連合職員人件費負担金△３０２万５ ,０００円計上させ

ていただいております。 

 次のページをお願いいたします。 

 １５款国庫支出金、２項国庫補助金、２目民生費国庫補助金、補正額６５９万５,

０００円、１節社会福祉費補助金、内訳といたしましては、コロナ対応地方創生臨時

交付金、低所得者世帯支援給付金として２３４万円、また物価高騰対応地方創生臨時

交付金といたしまして６９１万５,０００円が主なものでございます。 

 １３ページ、１４ページをお願いいたします。 

 １６款府支出金、２項府補助金、１目総務費府補助金、補正額１,６４４万３,００

０円、１節総務管理費補助金でございまして、主な内容といたしましては、きょうと

地域連携交付金の増額に伴うものでございます。１,３１７万７,０００円。合計額と

いたしまして１,２４６万円を計上しております。 

 次のページをお願いいたします。 

 同款、同項、４目農林業費府補助金、補正額△３０８万８,０００円、１節農業費

補助金で△２７７万円です。主なものといたしましては、茶園環境改善事業補助金と

いたしまして△１６０万円を計上しております。 

 １枚おめくりいただきまして、同款、同項、８目災害復旧費府補助金、補正額△６

３０万９,０００円。こちらにつきましては、農業用施設災害復旧費補助金として同

額を計上しております。 

 次のページをお願いいたします。 

 １９款繰入金、２項基金繰入金、１目財政調整基金繰入金、補正額△７,７３０万

３,０００円。こちらにつきましても、財政調整基金繰入金として同額を計上させて

いただいております。 



― 96 ― 

 おめくりください。 

 ２２款町債、１項町債、２目民生債、補正額△５９０万円、１節社会福祉債。主な

ものといたしましては、過疎対策事業債（総合保健福祉施設整備事業）△４８０万円。  

 続いて、同款、同項、６目土木債、補正額△４７０万円、１節道路橋りょう債、過

疎対策事業債（祝橋整備事業）として△１９０万円、辺地対策事業債として橋梁補修

事業△１２０万円が主な内容となっております。 

 同款、同項、９目災害復旧債、補正額△３００万円、２節公共土木施設災害復旧債。

主な内容といたしましては、道路災害復旧事業債として△１４０万円、河川災害復旧

事業債として△１６０万円をそれぞれ計上させていただいております。 

 ２３ページ、２４ページをお願いいたします。 

 続いて、歳出でございます。 

 こちらにつきましても主なのみのご説明とさせていただきます。 

 ２款総務費、１項総務管理費、１目一般管理費、補正額△２,５９７万４,０００円。

主なものといたしましては、特別職員人件費として△１３６万円、一般職員人件費と

して△３３０万円、一般管理費諸経費として△５６５万円、こちらの内容につきまし

ては、報酬といたしまして△１０２万１,０００円、また需用費といたしまして△１

７７万１,０００円の減額となっております。併せまして、電子計算費で△５６３万

９,０００円、うち、主なものでございますが、委託料といたしまして△１２８万３,

０００円を計上させていただいております。 

 次のページをお願いいたします。 

 また、備品購入費として△２４１万円、一般職員人件費（広域連合分）として△３

４４万円、海洋センター管理諸経費といたしまして△２３２万５ ,０００円、相楽広

域東部連合事業費といたしまして△２０７万６,０００円、生活支援燃料券事業とい

たしまして△１１３万４,０００円計上しております。 

 同款、同項、２目企画費でございます。補正前△３１１万１,０００円、１枚おめ
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くりいただきまして、主な内容でございますが、地域おこし協力隊事業費△１５９万

７,０００円、このうち委託料で地域おこし協力隊まちづくり事業委託料といたしま

して△１４９万７,０００円計上させていただいております。また、わくわく地方生

活実現パッケージ事業費で△２００万円、ふるさと応援寄附金事業として２４６万９,

０００円、このうち積立金といたしまして、ふるさと応援寄附金基金積立金２７７万

６,０００円計上しております。 

 次のページをお願いいたします。 

 同款、同項、３目文書広報費、補正額△４２１万５,０００円。主なものでござい

ますが、広報広聴事業人件費といたしまして△３７８万円、人件費で△２２９万円が

主な内容でございます。 

 ３３、３４ページをお願いいたします。 

 同款、同項、７目財産管理費、補正額３億５,７９６万円。主なものといたしまし

ては、基金積立金として財政調整基金積立金に２,４５０万円、減債基金積立金に３

億８,３６０万円を計上させていただいております。 

 同款、同項、１２目交通対策費、補正額△４６１万５,０００円。主なものといた

しましては、路線バス対策諸経費で△２４１万３,０００円、次のページをお願いい

たします。茶源郷乗合交通生活お届け事業といたしまして△２１１万８,０００円を

計上しております。 

 同款、２項徴税費、１目税務総務費、補正額△３４６万１,０００円。主なものと

いたしましては、税務総務諸経費で△２８９万１,０００円、また負担金、補助及び

交付金で京都地方税機構負担金といたしまして△２６２万２,０００円計上しており

ます。 

 ４１ページ、４２ページをお願いいたします。 

 ３款民生費、１項社会福祉費、１目社会福祉総務費でございます。補正額△１ ,１

４５万４,０００円。主な内容でございますが、一般職員人件費で△２３５万円、次
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のページをお願いいたします。福祉医療（障害者）事業費に△２４６万円、国保事業

勘定繰出金事業費に△２１６万４,０００円計上しております。 

 ４７ページ、４８ページをお願いいたします。 

 同款、同項、３目老人福祉費、補正額△１,２１９万５,０００円。主な内容でござ

いますが、老人医療事業費で△１９２万９,０００円、高齢者介護予防等支援事業費

で△１４８万３，０００円、介護保険事業勘定特別会計繰出金で△６１８万７,００

０円、後期高齢者医療事業費で△１３１万８,０００円が主なものとなってございま

す。 

 ５１ページ、５２ページをお願いいたします。 

 同款、同項、１３目価格事緊急支援給付事業で補正額△８２１万７ ,０００円、価

格高騰緊急支援給付事業で△３６９万５,０００円、追加事業分といたしまして△４

５２万２,０００円を計上させていただいております。主なものといたしましては、

価格高騰緊急支援給付金といたしまして３１２万円、４２７万円をそれぞれ減額させ

ていただいているところでございます。 

 同款、２項児童福祉費、１目児童福祉総務費でございます。補正額△７６８万８,

０００円。次のページをお願いいたします。福祉医療（ひとり親・子育て支援）事業

費で△１３１万２,０００円、療育教室補助事業費で△２８６万円が主な内容でござ

います。 

 次のページをお願いいたします。 

 同款、同項、３目保育所費で補正額△７１８万９,０００円。和束保育園人件費で

△１７３万円、また保育所費諸経費で△５３６万３,０００円、このうち会計年度任

用職員の報酬として△２８１万５,０００円を計上させていただいております。 

 ５９ページ、６０ページをお願いいたします。 

 ４款衛生費、１項保健衛生費、１目保健衛生総務費でございます。補正額△９２１

万４,０００円。こちらにつきましても、一般職員人件費で△４８４万円、また国保
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直診勘定特別会計繰出金で△３０５万円９,０００円を計上しております。 

 次のページをお願いいたします。 

 同款、同項、２目予防費でございます。補正額△３７２万７,０００円。予防諸経

費△３０２万３,０００円でございます。主なものといたしましては、１２節委託料、

予防接種等委託料△１５９万２,０００円を計上しているところでございます。 

 次のページをお願いいたします。 

 同款、２項清掃費、１目じん芥処理費、△１,２５７万７,０００円でございます。

次のページをお願いいたします。主なものといたしましては、１８節負担金、補助及

び交付金といたしまして、相楽東部広域連合負担金△１,２２３万６,０００円を計上

しております。 

 同款、同項、２目し尿処理費、補正額△５６５万１,０００円。主なものといたし

ましては、合併処理浄化槽設置整備事業費で△５０７万１,０００円を計上している

ところでございます。 

 続いて、５款農林業費、１項農業費、２目農業総務費、補正額△３０２万４,００

０円でございます。こちらにつきましても、一般職員人件費で△２７７万円を計上し

ております。 

 少々飛びますが、７１ページ、７２ページをお願いいたします。 

 ６款商工費、１項商工費、２目観光費、補正額△７２１万３,０００円でございま

す。次のページをお願いいたします。こちらにつきましては、石寺景観前駐車場整備

事業費として△６９３万９,０００円で、工事請負費で石寺景観前駐車場整備工事と

いたしまして△６７７万９,０００円を不用額と計上しているところでございます。 

 ７款土木費、１項土木管理費、１枚めくっていただきまして、３目道路新設改良費、

補正額△４３６万４,０００円。主なものといたしましては、橋梁長寿命化修繕事業

といたしまして△３７７万７,０００円計上しているところでございます。 

 ８款消防費、１項消防費、１枚おめくりいただきまして、２目非常備消防費、補正
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額△５２３万１,０００円。主な内容でございますが、非常備消防人件費といたしま

して△１３２万１,０００円、非常備消防諸経費といたしまして３９１万円、このう

ち旅費の費用弁償として、こちらにつきましては訓練等の手当でございますが、△３

０１万円で計上させていただいております。 

 ７９、８０ページをお願いいたします。 

 ９款教育費、１項教育総務費、１目教育委員会費、△３,１６９万５,０００円です。

１８節負担金、補助及び交付金、こちらにつきましては、相楽東部広域連合負担金と

して△３,１６９万５,０００円を計上させていただいております。 

 ８１、８２ページをお願いします。 

 １１款公債費、１項公債費、２目利子、補正額△２０８万７,０００円。こちらに

つきましては、町債償還利子といたまして△１５９万２,０００円を計上させていた

だいております。 

 ８３ページ以降につきましては給与費明細を載せさせていただいておりますので、

後ほどお目通しのほうをお願いいたします。 

 続きまして、承認第２号 令和５年度湯船財産区に係ります専決処分についてご説

明を続けさせていただきます。 

 承認第２号 

専決処分の承認を求めることについて 

 地方自治法第１７９条第１項の規定によって、別紙のとおり専決処分したので、同

条第３項の規定によりこれを報告し、承認を求める。 

                         令 和 ６ 年 ６ 月 １ ２ 日 提 出 

                         和 束 町 長   馬 場 正 実 

 １枚めくっていただきまして、 

専決処分書 

 地方自治法第１７９条第１項の規定により、次のとおり専決処分をする。 
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                         令 和 ６ 年 ３ 月 ２ ９ 日 

                         和 束 町 長   馬 場 正 実 

 １．専決事項  令和５年度和束町湯船財産区特別会計補正予算（第１号専決） 

 ２．専決理由  湯船財産区財政調整基金繰入金の確定等に伴い、予算補正をする 

        必要が生じたが、特に緊急を要するため議会を招集する時間的余裕 

        がないことが明らかであると認め、地方自治法第１７９条第１項の 

        規定により専決処分する。 

令和５年度和束町湯船財産区特別会計補正予算（第１号専決） 

 令和５年度和束町湯船財産区特別会計補正予算（第１号専決）は、次に定めるとこ

ろによる。 

 （歳入歳出予算の補正） 

 第１条 既定の歳入歳出予算の総額から歳入歳出それぞれ１２５万円を減額し、歳

入歳出予算の総額を歳入歳出それぞれ９０万円とする。 

 ２ 歳入歳出予算の補正の款項の区分及び当該区分ごとの金額並びに補正後の歳入

歳出予算の金額は、「第１表 歳入歳出予算補正」による。 

                         令 和 ６ 年 ３ 月 ２ ９ 日 専 決 

                         和 束 町 長   馬 場 正 実 

 １枚おめくりください。 

 第１表 歳入歳出予算補正でございます。 

 まず、歳入でございます。 

 款、補正前の額、補正額、計の順にご説明申し上げます 

 ３款繰入金、１７７万５,０００円、△１３４万６,０００円、４２万９,０００円。 

 ４款繰越金、２０万円、８万３,０００円、２８万３,０００円。 

 ５款諸収入、１７万４,０００円、１万３,０００円、１８万７,０００円。 

 歳入合計、２１５万円、△１２５万円、９０万円でございます。 
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 １枚おめくりいただきまして、歳出でございます。 

 こちらにつきましても同様の説明とさせていただきます。 

 １款管理会費、１４万８,０００円、△１３万３,０００円、１万５,０００円。 

 ２款総務費、１８０万２,０００円、△１０１万円、７９万２,０００円。 

 ４款予備費、１０万円、△１０万７,０００円、９万３,０００円。 

 歳出合計につきましては、歳入合計と同額でございます。 

 続きまして、予算に関する説明書、令和５年度和束町湯船財産区特別会計補正予算

（第１号専決）、資料Ｎｏ.２に基づきましてご説明をさせていただきます。 

 こちらにつきましても１から４ページにつきましては議案書と重複しますので、省

略をさせていただきます。 

 ５ページ、６ページをお願いいたします。 

 まず、歳入でございます。 

 主な内容のみの説明とさせていただきます。 

 ３款繰入金、１項基金繰入金、１目財政調整基金繰入金、補正額△１３４万６ ,０

００円。こちらは基金繰入金の減額でございます。 

 １枚おめくりいたしまして、７ページ、８ページ、次に歳出でございます。 

 歳出につきましても、主なもののみとさせていただきます。 

 ２款総務費、１項総務管理費、１目一般管理費、補正額△６３万５ ,０００円。こ

ちらにつきまして、主な内容が一般管理費諸経費で同額でございます。うち、需用費

で△４６万６,０００円が主な内容でございます。 

 同款、同項、２目財産管理費、補正額が△３７万５,０００円。こちらの主な内容

についてでございますが、１２節委託料、山林保育委託料として△１８万円が主な内

容として計上させていただいております。 

 私のほうからの説明は以上とさせていただきます。 

 なお、承認第３号以降につきましては、それぞれ担当課長からご説明申し上げます
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ので、よろしくお願いいたします。 

○議長（吉田哲也君） 

 税住民課長。 

○税住民課長（今西 靖君） 

 それでは、私のほうからは、承認第３号 令和５年度和束町国民健康保険特別会計

補正予算（第３号専決）につきましてご説明を申し上げます。 

 議案書のほうをよろしくお願いいたします。 

 承認第３号 

専決処分の承認を求めることについて 

 地方自治法第１７９条第１項の規定によって、別紙のとおり専決処分したので、同

条第３項の規定によりこれを報告し、承認を求める。 

                         令 和 ６ 年 ６ 月 １ ２ 日 提 出 

                         和 束 町 長   馬 場 正 実 

 １枚おめくりください。 

専決処分書 

 地方自治法第１７９条第１項の規定により、次のとおり専決処分をする。 

                         令 和 ６ 年 ３ 月 ２ ９ 日 

                         和 束 町 長   馬 場 正 実 

 １．専決事項  令和５年度和束町国民健康保険特別会計補正予算（第３号専決） 

 ２．専決理由  事業勘定において国民健康保険税並びに保険給付費等の減額、直

営診療施設勘定においては診療収入の決定等に伴い予算補正をする

必要が生じたが、特に緊急を要するため議会を招集する時間的余裕

がないことが明らかであると認め、地方自治法第１７９条第１項の

規定により専決処分する。 

 右ページに移りまして、令和５年度和束町国民健康保険特別会計補正予算（第３号
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専決）。 

 令和５年度和束町国民健康保険特別会計補正予算（第３号専決）は、次に定めると

ころによる。 

 （歳入歳出予算の補正） 

 第１条 事業勘定の既定の歳入歳出予算の総額に歳入歳出それぞれ３,１５０万円

を減額し、歳入歳出予算の総額を歳入歳出それぞれ６億３,３５０万円とし、直

営診療施設勘定の既定の歳入歳出予算の総額から歳入歳出それぞれ４９１万円を

減額し、歳入歳出予算の総額を歳入歳出それぞれ９,５３０万円とする。 

 ２ 事業勘定及び直営診療施設勘定の歳入歳出予算の補正の款項の区分及び当該区

分ごとの金額並びに補正後の歳入歳出予算の金額は、「第１表 歳入歳出予算補

正」による。 

                         令 和 ６ 年 ３ 月 ２ ９ 日 専 決 

                         和 束 町 長   馬 場 正 実 

 １枚おめくりください。 

 第１表 歳入歳出予算補正でございます。 

 まず、歳入でございます。 

 款、補正前の額、補正額、計の順にご説明を申し上げます。 

 １款国民健康保険税、１億２０１万円、△４１７万８,０００円、９,７８３万２,

０００円。 

 ２款使用料及び手数料、１０万円、△４万７,０００円、５万３,０００円。 

 ４款府支出金、５億１,７０７万９,０００円、△５,７３５万４,０００円、４億５,

９７２万５,０００円。 

 ５款財産収入、１,０００円、２万５,０００円、２万６,０００円。 

 ６款繰入金、４,２９２万１,０００円、△２１６万６,０００円、４,０７５万５,

０００円。 
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 ７款繰越金、２４５万５,０００円、３,１７３万８,０００円、３,４１９万３,０

００円。 

 ８款諸収入、４０万９,０００円、４８万２,０００円、８９万１,０００円。 

 歳入合計、６億６,５００万円、△３,１５０万円、６億３,３５０万円でございま

す。 

 １枚おめくりください。 

 続きまして、歳出でございます。 

 こちらにつきましても、款、補正前の額、補正額、計の順にご説明申し上げます。  

 １款総務費、３４０万７,０００円、△２４万４,０００円、３１６万３,０００円 

 ２款保険給付費、４億９,３９１万６,０００円、△６,４５１万７,０００円、４億

２,９３９万９,０００円。 

 ３款国民健康保険事業費納付金、１億４,８２０万７,０００円、△１,１８５万８,

０００円、１億３,６３４万９,０００円。 

 ６款保険事業費、１,３２５万９,０００円、△２５５万円、１,０７０万９,０００

円。 

 ７款基金積立金、１,０００円、４,７７０万円、４,７７０万１,０００円。 

 ８款公債費、３万円、△３万円、０円。 

 ９款諸支出金、１１７万９,０００円、△１,０００円、１１７万８,０００円。 

 歳出合計は歳入合計と同額でございます。 

 続きまして、予算に関する説明書、令和５年度和束町国民健康保険特別会計補正予

算（第３号専決）（事業勘定）、資料Ｎｏ.３により説明を続けさせていただきます。 

 なお、１ページから４ページの総括は議案書と重複しますので、説明を省略させて

いただきます。５ページから６ページをお願いいたします。 

 なお、補正の内容につきましては、主なもののみの説明とさせていただきます。よ

ろしくお願いいたします。 
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 まず、歳入でございます。 

 １款国民健康保険税、１項国民健康保険税、１目一般被保険者国民健康保険税、補

正額△４１７万５,０００円でございます。主なものといたしまして、４節医療給付

費分滞納繰越分で△３５３万９,０００円でございます。 

 ４款府支出金、２項府補助金、１目保険給付費等交付金、補正額△５,７３５万４,

０００円でございます。主なものといたしまして、１節普通交付金△６,０４０万２,

０００円でございます。 

 ６款繰入金、１ページおめくりいただきまして、２項一般会計繰入金、１目保険基

盤安定繰入金（保険税軽減分）、補正額△１００万１,０００円、１節保険基盤安定

繰入金（保険税軽減分）として同額でございます。 

 同款、同項、２目保険基盤安定繰入金（保険者支援分）、補正額△１３８万９ ,０

００円、１節保険基盤安定繰入金（保険者支援分）として同額でございます。 

 ７款繰越金、１項繰越金、１目繰越金、補正額３,１７３万８,０００円、１節前年

度繰越金として同額でございます。 

 ９ページ、１０ページをお願いいたします。 

 続きまして、歳出でございます。こちらにつきましても、主なもののみの説明とさ

せていただきます。 

 ２款保険給付費、１項療養諸費、１目一般被保険者療養給付費、補正額△５,０４

４万２,０００円、１８節負担金、補助及び交付金とて同額でございます。 

 １枚おめくりいただきまして、１１ページ、１２ページをお願いいたします。 

 同款、２項高額療養費、１目一般被保険者高額療養費、補正額△９７６万２,００

０円、１８節負担金、補助及び交付金として同額でございます。 

 １枚おめくりいただきまして、１３ページ、１４ページでございます。 

 ３款国民健康保険事業費納付金、１項医療給付費分、１目一般被保険者医療給付費

分、補正額△７１１万５,０００円、１８節負担金、補助及び交付金として同額でご
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ざいます。 

 １枚おめくりいただきまして、１５ページ、１６ページでございます。 

 ７款基金積立金、１項基金積立金、１目財政調整基金積立金、補正額４,７７０万

円、２４節積立金として同額でございます。 

 １９ページ以降に給与費明細を載せておりますので、後ほどご覧ください。 

 以上、国民健康保険特別会計（事業勘定）の説明とさせていただきます。 

 どうぞよろしくお願いいたします。 

 なお、直営診療施設勘定の説明につきましては、診療所事務長と説明を交代させて

いただきます。 

○議長（吉田哲也君） 

 診療所事務長。 

○総合施設整備課長兼診療所事務長（但馬宗博君） 

 それでは、続きまして、承認第３号 令和５年度和束町国民健康保険特別会計補正

予算（直営診療施設勘定）につきましてご説明申し上げます。 

 議案書につきましては先ほど税住民課長からご説明がありましたので、私からは、

第１表 歳入歳出予算補正からご説明申し上げます。 

 まず、歳入でございます。 

 款、補正前の額、補正額、計の順に説明させていただきます。 

 １款診療収入、５,９７７万７,０００円、１０７万１,０００円、６,０８４万８,

０００円。 

 ４款府支出金、０円、６万５,０００円、６万５,０００円。 

 ６款繰越金、１４１万円、１３７万１,０００円、２７８万１,０００円。 

 ７款繰入金、２,７１０万９,０００円、△３５０万９,０００円、２,３６０万円。 

 ９款諸収入、１,０８６万４,０００円、△３９０万８,０００円、６９５万６,００

０円。 
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 歳入合計、１億２１万円、△４９１万円、９,５３０万円。 

 おめくりください。 

 歳出でございます。 

 同じく、款、補正前の額、補正額、計の順にご説明させていただきます。 

 １款総務費、６,９２８万６,０００円、△３６６万５,０００円、６,５６２万１,

０００円。 

 ２款医業費、３,０５６万４,０００円、△１２３万２,０００円、２,９３３万２,

０００円。 

 ３款公債費、１万３,０００円、△１万３,０００円、０円。 

 歳出合計は、歳入合計と同額でございます。 

 続きまして、資料Ｎｏ.３ 予算に関する説明書により説明させていただきます。 

 予算に関する説明書 令和５年度和束町国民健康保険特別会計補正予算（第３号専

決）（直営診療施設勘定）Ｎｏ.３、表紙をおめくりください。 

 １ページから４ページの総括は議案書と重複いたしますので、説明を省略させてい

ただきます。 

 ５ページ、６ページをお開きください。 

 主なもののみの説明とさせていただきます。 

 まず、歳入でございます。 

 １款診療収入、２項外来収入、１目国民健康保険診療収入、補正額△１１０万円。

これは現年度分でございます。 

 同款、同項、７目後期高齢者医療保険診療報酬収入、補正額１７０万円の増。これ

につきましても、現年度分でございます。 

 ６款繰越金、１項繰越金、１目繰越金、１３７万１,０００円の増。これにつきま

しては純繰越金でございます。 

 ７款繰入金、１項一般会計繰入金、１目一般会計繰入金、△３５０万９,０００円。
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一般会計繰入金を減額しております。同額でございます。 

 ９款諸収入、２項受託収入、１目検診等受託収入、△３８１万５,０００円。同じ

く、検診等受託収入は減額となっております。 

 次のページをお願いいたします。 

 続きまして、歳出でございます。同じく、主なもののみ説明させていただきます。 

 １款総務費、１項施設管理費、１目一般管理費、補正額△３６０万７,０００円。

主なものでございますが、給料、職員手当等の不用額の減額によるものでございます。  

 ２款医業費、１項医業費、次のページをお願いいたします。３目医薬品衛生材料費、

補正額△９０万円。こちらにつきましては、需用費、医療材料費、薬購入代の△９０

万円でございます。 

 １１ページ以降につきましては給与費明細がついておりますので、後ほどお目通し

ください。 

 以上、令和５年度和束町国民健康保険特別会計補正予算（直営診療所施設勘定）の

説明とさせていただきます。 

 よろしくお願いいたします。 

○議長（吉田哲也君） 

 福祉課長。 

○福祉課長（北 広光君） 

 それでは、私から、承認第４号の説明をさせていただきます。 

 議案書のほうをよろしくお願いいたします。 

 承認第４号 

専決処分の承認を求めることについて 

 地方自治法第１７９条第１項の規定によって、別紙のとおり専決処分したので、同

条第３項の規定により、これを報告し、承認を求める。 

                         令 和 ６ 年 ６ 月 １ ２ 日 提 出 
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                         和 束 町 長   馬 場 正 実 

 １枚おめくりいただきまして専決処分書でございます。 

専決処分書 

 地方自治法第１７９条第１項の規定により、次のとおり専決処分をする。 

                         令 和 ６ 年 ３ 月 ２ ９ 日 

                         和 束 町 長   馬 場 正 実 

 １．専決事項  令和５年度和束町介護保険特別会計補正予算（第５号専決） 

 ２．専決理由  令和５年度介護給付費等に係る国庫支出金等の確定に伴い予算補 

        正をする必要が生じたが、特に緊急を要するため議会を招集する時 

        間的余裕がないことが明らかであると認め、地方自治法第１７９条 

        第１項の規定により専決処分する。 

令和５年度和束町介護保険特別会計補正予算（第５号専決） 

 令和５年度和束町介護保険特別会計補正予算（第５号専決）は、次に定めるところ

による。 

 （歳入歳出予算の補正） 

 第１条 保険事業勘定の既定の歳入歳出予算の総額から歳入歳出それぞれ７２４万

円を減額し、歳入歳出予算の総額を歳入歳出それぞれ７億３,８１０万円とし、

介護サービス事業勘定の既定の歳入歳出予算の総額から歳入歳出それぞれ４５万

円を減額し、歳入歳出予算の総額を歳入歳出それぞれ６９０万円とする。 

 ２ 保険事業勘定及び介護サービス事業勘定の歳入歳出予算の補正の款項の区分及

び当該区分ごとの金額並びに補正後の歳入歳出予算の金額は、「第１表  歳入歳

出予算補正」による。 

                         令 和 ６ 年 ３ 月 ２ ９ 日 専 決 

                         和 束 町 長   馬 場 正 実 

 １枚おめくりいただきまして、第１表 歳入歳出予算補正。 
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 歳入でございます。 

 款、補正前の額、補正額、計の順に説明させていただきます。 

 １款保険料、１億４,３５５万９,０００円、２８万８,０００円、１億４,３８４万

７,０００円。 

 ２款使用料及び手数料、１,０００円、△１,０００円、０円。 

 ３款国庫支出金、１億７,０３７万５,０００円、７２９万円、１億７,７６６万５,

０００円。 

 ４款支払基金交付金、１億９,０２２万１,０００円、△７０６万５,０００円、１

億８,３１５万６,０００円。 

 ５款府支出金、１億７７４万１,０００円、△２８９万５,０００円、１億４８４万

６,０００円。 

 ７款繰入金、１億１,０５６万３,０００円、△６１８万８,０００円、１億４３７

万６,０００円。 

 ８款諸収入、５,０００円、７万４,０００円、７万９,０００円。 

 ９款繰越金、２,２８７万４,０００円、１２５万７,０００円、２,４１３万１,０

００円。 

 歳入合計、７億４,５３４万円、△７２４万円、７億３,８１０万円。 

 １枚おめくりいただきまして、歳出でございます。こちらも款、補正前の額、補正

額、計の順に説明させていただきます。 

 １款総務費、１,０２２万４,０００円、△１１４万円、９０８万４,０００円。 

 ２款保険給付費、６億８,１１５万２,０００円、△１,２０４万６,０００円、６億

６,９１０万６,０００円。 

 ４款地域支援事業費、３,４１１万５,０００円、△２９７万６,０００円、３,１１

３万９,０００円。 

 ５款基金積立金、１,０００円、１,００３万８,０００円、１,００３万９,０００
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円。 

 ６款公債費、５万円、△５万円、０円。 

 ７款諸支出金、１,９４２万円、△９２万円、１,８５０万円。 

 ８款予備費、３７万８,０００円、△１４万６,０００円、２３万２,０００円。 

 歳出合計は、歳入合計と同額でございます。 

 続きまして、予算に関する説明書 資料Ｎｏ.４、令和５年度和束町介護保険特別

会計補正予算（第５号専決）（保険事業勘定）のほうをお願いいたします。 

 １ページから４ページまでは議案書と重複しますので、省略させていただきます。  

 ５ページ、６ページをお願いいたします。 

 まず、歳入でございます。 

 款、項、目、補正額の順に主なもののみの説明とさせていただきます。 

 ３款国庫支出金、１項国庫負担金、１目介護給付費負担金、補正額３３２万５,０

００円、１節現年度分の介護給付費負担金でございます。 

 同款、２項国庫補助金、１目調整交付金、補正額１１３万１,０００円、２節現年

度分の調整交付金でございます。 

 同款、同項、２目地域支援事業交付金（総合事業）、補正額１５３万円、１節現年

度分でございます。 

 ４款支払基金交付金、１項支払基金交付金、１目介護給付費交付金、補正額△８０

０万１,０００円、１節現年度分△８００万１,０００円でございます。 

 ５款府支出金、１枚おめくりいただきまして、１項府負担金、１目介護給付費負担

金、補正額△２９３万円、１節現年度分でございます。 

 ７款繰入金、１項一般会計繰入金、１目介護給付費繰入金、補正額△４４７万３,

０００円、１節介護給付費の繰入金でございます。 

 同款、同項、４目その他一般会計繰入金、補正額△１２９万９ ,０００円、１節事

務費等繰入金でございます。 
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 １枚おめくりいただきまして、９ページ、１０ページをお願いいたします。 

 歳出でございます。こちらにつきましても先ほどと同様の説明とさせていただきま

す。 

 ２款保険給付費、１項介護サービス等諸費、おめくりいただきまして、１目居宅介

護サービス給付費、補正額△２００万円、１８節負担金、補助及び交付金でございま

す。 

 同款、同項、５目施設介護サービス給付費、補正額△９５０万円、１８節負担金、

補助及び交付金でございます。 

 ３枚おめくりいただきまして、１７ページ、１８ページをお願いいたします。 

 同款、７項高額医療合算介護サービス等費、１目高額医療合算介護サービス費、補

正額△５１万６,０００円、１８節負担金、補助及び交付金でございます。 

 １９ページ、２０ページをお願いいたします。 

 ４款地域支援事業費、１項介護予防・生活支援サービス事業費、１目介護予防生活

支援サービス事業費、補正額△２００万円、１８節負担金、補助及び交付金でござい

ます。 

 ５枚めくったところ、２９ページからは給与費明細となりますので、後ほどお目通

しいただきますようよろしくお願いいたします。 

 続きまして、議案書のほうへお戻りください。 

 サービス事業勘定でございます。 

 第１表でございます。まず、歳入でございます。こちらも先ほどと同様、款、補正

前の額、補正額、計の順に説明させていただきます。 

 １款サービス収入、補正前の額３９６万円、△１８万９，０００円、３７７万１,

０００円。 

 ２款繰入金、３３８万９,０００円、△４３万３,０００円、２９５万６,０００円。 

 ３款繰越金、１,０００円、１７万２,０００円、１７万３,０００円。 
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 歳入合計、７３５万円、△４５万円、６９０万円。 

 １枚おめくりいただきまして、歳出でございます。こちらも同様の説明とさせてい

ただきます。 

 １款総務費、５９６万７,０００円、△２４万９,０００円、５７１万８,０００円。 

 ２款事業費、１１２万２,０００円、△４万円、１０８万２,０００円。 

 ３款予備費、２６万１,０００円、△１６万１,０００円、１０万円。 

 歳出合計は、歳入合計と同額でございます。 

 続きまして、資料Ｎｏ.４ 予算に関する説明書のサービス事業勘定のほうをよろ

しくお願いいたします。 

 １ページから４ページまでは総括でございますので省略させていただきまして、５

ページ、６ページをお願いいたします。 

 まず、歳入でございます。 

 款、項、目、補正額の順に主なもののみの説明とさせていただきます。 

 １款サービス収入、１項予防給付費収入、１目居宅支援サービス計画費収入、補正

額△１８万９,０００円、１節居宅支援サービス計画費収入といたしまして全額でご

ざいます。 

 １枚おめくりいただきまして、７ページ、８ページをお願いいたします。 

 歳出でございます。こちらも同様の説明とさせていただきます。 

 １款総務費、１項総務管理費、１目一般管理費、補正額△２４万９ ,０００円。主

なものといたしまして、職員人件費と一般管理諸経費、会計年度任用職員の人件費と

いうことでございます。 

 ２款事業費、１項居宅介護支援事業費、１目居宅介護支援事業費、補正額△４万円、

１２節委託料といたしまして、介護予防計画の委託料でございます。 

 １ページめくっていただきまして、９ページ以降につきましては給与費明細となり

ますので、後ほどお目通しのほうをよろしくお願いいたします。 



― 115 ― 

 以上で、私からの説明とさせていただきます。よろしくお願いいたします。 

○議長（吉田哲也君） 

 税住民課長。 

○税住民課長（今西 靖君） 

 それでは、私のほうから、承認第５号 令和５年度和束町後期高齢者医療特別会計

補正予算（第１号専決）につきましてご説明を申し上げます。 

 議案書のほうをよろしくお願いいたします。 

 承認第５号 

専決処分の承認を求めることについて 

 地方自治法第１７９条第１項の規定によって、別紙のとおり専決処分したので、同

条第３項の規定により、これを報告し、承認を求める。 

                         令 和 ６ 年 ６ 月 １ ２ 日 提 出 

                         和 束 町 長   馬 場 正 実 

 １枚おめくりください。 

専決処分書 

 地方自治法第１７９条第１項の規定により、次のとおり専決処分をする。 

                         令 和 ６ 年 ３ 月 ２ ９ 日 

                         和 束 町 長   馬 場 正 実 

 １．専決事項  令和５年度和束町後期高齢者医療特別会計補正予算（第１号専決） 

 ２．専決理由  令和５年度の後期高齢者医療特別会計において、一般会計繰入金 

        の減額等に伴い予算補正をする必要が生じたが、特に緊急を要する 

        ため議会を招集する時間的余裕がないことが明らかであると認め、 

        地方自治法第１７９条第１項の規定により専決処分する。 

 右ページに移りまして、 

令和５年度和束町後期高齢者医療特別会計補正予算（第１号専決） 
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 令和５年度和束町後期高齢者医療特別会計補正予算（第１号専決）は、次に定める

ところによる。 

 （歳入歳出予算の補正） 

 第１条 既定の歳入歳出予算の総額から歳入歳出それぞれ１９０万円を減額し、歳

入歳出予算の総額を歳入歳出それぞれ８,２７０万円とする。 

 ２ 歳入歳出予算の補正の款項の区分及び当該区分ごとの金額並びに補正後の歳入

歳出予算の金額は、「第１表 歳入歳出予算補正」による。 

                         令 和 ６ 年 ３ 月 ２ ９ 日 専 決 

                         和 束 町 長   馬 場 正 実 

 １枚おめくりください。 

 第１表 歳入歳出予算補正 

 まず、歳入でございます。 

 款、補正前の額、補正額、計の順にご説明申し上げます。 

 １款保険料、５,２４５万２,０００円、△５６万７,０００円、５,１８８万５,０

００円。 

 ２款使用料及び手数料、１万円、△１万円、０円。 

 ３款繰入金、２,８４９万３，０００円、△１３１万８,０００円、２,７１７万５,

０００円。 

 ４款繰越金、２７万円、３２万２,０００円、５９万２,０００円。 

 ５款諸収入、３３７万５,０００円、△３２万７,０００円、３０４万８,０００円。 

 歳入合計、８,４６０万円、△１９０万円、８,２７０万円でございます。 

 １枚おめくりください。 

 続きまして、歳出でございます。 

 こちらにつきましても、款、補正前の額、補正額、計の順にご説明申し上げます。  

 １款総務費、６５万２,０００円、△１万７,０００円、６３万５,０００円。 
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 ２款後期高齢者医療広域連合納付金、７,８１６万７,０００円、△１３８万３,０

００円、７,６７８万４,０００円。 

 ３款保健事業費、５２７万９,０００円、△３４万４,０００円、４９３万５,００

０円。 

 ４款諸支出金、２０万１,０００円、△１５万６,０００円、４万５,０００円。 

 歳出合計は、歳入合計と同額でございます。 

 続きまして、予算に関する説明書、令和５年度和束町後期高齢者医療特別会計補正

予算（第１号専決）、資料Ｎｏ.５により説明させていただきます。 

 なお、１ページから４ページの総括は議案書と重複いたしますので、説明を省略さ

せていただきます。 

 ５ページ、６ページをお願いいたします。 

 なお、補正の内容につきましては、主なもののみの説明とさせていただきます。よ

ろしくお願いいたします。 

 まず、歳入でございます。 

 １款保険料、１項後期高齢者医療保険料、１目特別徴収保険料、補正額△９０万２,

０００円、１節現年度分特別徴集保険料として同額でございます。 

 ３款繰入金、１項一般会計繰入金、１目一般会計繰入金、補正額△１３１万８ ,０

００円。主なものといたしまして、１節事務費繰入金で△６０万４,０００円、２節

保険基盤安定繰入金で△７１万４,０００円でございます。 

 １枚おめくりいただきまして、７ページ、８ページをお願いいたします。 

 続きまして、歳出でございます。こちらにつきましても主なもののみの説明とさせ

ていただきます。 

 ２款後期高齢者医療広域連合納付金、１項後期高齢者医療広域連合納付金、１目後

期高齢者医療広域連合納付金、補正額△１３８万３,０００円、１８負担金、補助及

び交付金として同額でございます。 
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 私からの後期高齢者医療特別会計の説明は以上でございます。どうぞよろしくお願

いいたします。 

○議長（吉田哲也君） 

 会議の途中ですが、ただいまから午後４時１０分まで休憩いたします。 

休憩（午後３時５８分～午後４時１０分） 

○議長（吉田哲也君） 

 休憩前に引き続き会議を開き、これから質疑を行います。 

 ４番、髙山議員。 

○４番（髙山豊彦君） 

 それでは、何点か確認をさせていただきたいと思います。 

 まず、一般会計補正予算の３０ページで移住・定住促進事業というのがございます。

午前中の一般質問にもその関係の質問がございましたけれども、私、手元に山城地域

振興計画というのを持ってますが、その中に計画の数値目標として、山城地域への移

住者数の累計というのが挙げられています。山城地域全体の累計の目標値としまして、

２０２３年度３００、２４年度５５０、２５年度８５０となってます。特に、人口減

少が進む相楽東部地域における人口減少、転出超過数の約半数を移住者数によってカ

バーをすることを目指すということになってます。先ほどの累計数につきましては、

山城広域振興局による実態把握ということで、それぞれの市町村等からの聞き取りの

数値だということになってます。 

 例えば、昨年度、本町におきましても、移住者の目標値というのはあるかと思うん

ですが、その目標の達成状況というのが分かればお答えいただきたい。 

○議長（吉田哲也君） 

 地域力推進課長。 

○地域力推進課長（冨田幸彦君） 

 はい、お答えをいたします。 
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 本町の総合計画における目標値でございますけども、空き家への転入世帯数として

延べの世帯数で２０２５年で１４軒という目標を掲げております。それに対しまして

今の実績で言いますと２１ということで、実際のところは既に達成しているところで

ございますけれども、先ほどご指摘のありました山城地域振興計画における目標とい

いますのが、移住者ということで、今、把握できるのは空き家バンクの実績数でござ

いまして、空き家バンクを使わない移住者というのは、なかなか数値が把握は難しい

というところで、地域振興計画における出典についても実態ということではなく、市

町村から聞き取りというような曖昧な形になっているのかなというふうに思いますけ

れども、今の現状でいいますと、この４年間で転入転出の差ですね、社会減が４年間

で１３０人減という状況で、これに対しまして、あくまで空き家バンクでの実績にな

りますけれども、４０人の増というような状況でございます。 

 １３０人の減に対しまして半分といいますと６６人ということで、これには達して

いないという状況でございますが、それ以外の移住者を含めるとどうなるかというの

は、何ともお答えしがたいというところでございます。 

○議長（吉田哲也君） 

 ４番、髙山議員。 

○４番（髙山豊彦君） 

 分かりました。 

 社会減少分で１３０人のうちの空き家バンクを通じて来られたのが４０人というこ

とでございます。 

 先ほども一般質問でございましたけれども、やはり空き家だけでは対応ができない

状況があろうかと思います。更地の活用であるとか、確かに私の近くの更地も以前見

に来られた方もおられました。やはりそういったことをお求めになられる希望者もお

られるのかなというふうに思います。 

 それと併せまして、以前から私も何度かお願いしてますが、これからの移住者を受
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皿としてですね、やはり農振地の調整というのも必要になってくるだろうというふう

に考えているんですが、その辺り全体含めて、移住者の受入体制をどうしていくのか

というところが重要だろうと思いますが、町長、いかがですか。 

○議長（吉田哲也君） 

 町長。 

○町長（馬場正実君） 

 はい、答弁させていただきます。 

 農振農用地につきましては、見直しをかけるべく昨年度から動いています。その中

でですけども、一概には農地をそのまま宅地化するというのはなかなか難しいとこが

ございます。この景観を守るためには農地を守るということもございますので、それ

とイコールというわけにはなかなかいきません。ただ、人口減少の歯止めの一つとし

て移住というのは大事なことだと思っておりますので、その点をうまくバランスを取

りながら前向きに進められたらと思いますので、ご理解のほうをよろしくお願いいた

します。 

○議長（吉田哲也君） 

 ４番、髙山議員。 

○４番（髙山豊彦君） 

 確かに、農振地というのはやっぱり維持をしていかないといけない部分もございま

すので、そこはなかなか難しい問題もあるかと思いますが、やはり可能な限り移住者

の受入体制をつくるためにも、やはりそこは研究をいただきたいというふうに思いま

す。 

 次に、５２ページです。 

 これも先ほど午後からの一般質問の中で出ていた部分もあるんですが、今現在、物

価高騰対策ということでいろいろ定額減税とか行われてます。昨年度も価格高騰緊急

支援給付金等あったわけですが、これはそれぞれ減額になってるんですが、この減額
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になった要因、分かれば教えていただきたい。 

○議長（吉田哲也君） 

 税住民課長。 

○税住民課長（今西 靖君） 

 髙山議員のご質問にお答えいたします。 

 定額減税の減額についてですが、令和５年度に実施いたしました３万円給付、７万

円給付については、対象世帯それぞれ３万円給付５６９世帯、支給のほうが５４６世

帯、未支給２３世帯、７万円給付の追加給付につきましては、対象世帯５５７世帯、

支給世帯が５３９世帯で、未支給世帯が１８件と、合計４１件の未支給となりました。  

以上の分の減額でございます。 

 なお、未支給分に係る勧奨のほうは全件にさせていただきました。 

○議長（吉田哲也君） 

 ４番、髙山議員。 

○４番（髙山豊彦君） 

 しっかりと案内をしていただいた中で、そういう未支給になっていると。要するに、

求められなかったということで分かりました。 

 次に、７４ページの石寺景観前駐車場整備工事に関してです。 

 大変大きな駐車場ですね、ゴールデンウィークも開けていただきまして、以前の課

題となってました近隣周辺道路の駐車車両はほとんど見られなかったということで、

おかげでスムーズにお茶農家も作業ができたんではないかなというふうに思っており

ます。ありがとうございます。 

 そこでですね、ただ景観前、以前から問題になっている看板のあるＳ字カーブのと

ころには、やはりそこが景観スポットとして写真を撮るのにいいということもあって、

一定、写真を撮る時間帯に停車をして撮られてるという実態としてございます。 

 ということで、カーブのところですので、なかなか確認もしづらいところもあって、
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非常に危険な場所でもありますので、景観の問題もあるかと思いますが、やはりそこ

は駐停車禁止の啓発ができるような看板設置なりですね、これも以前からお願いをし

ているところですが、そういったところの取組はできないものか、いかがですかね。  

○議長（吉田哲也君） 

 建設事業課長。 

○建設事業課長（井上博丞君） 

 はい、お答えいたします。 

 令和６年度事業で、今、計画をしております町道整備事業、その中で「駐停車禁止」

とか「歩行者注意」とか「スピード落とせ」とかいう簡易的な看板を今、計画してい

るところでございますので、もうちょっと時間を要すると思いますので、ご理解のほ

どよろしくお願いします。 

○議長（吉田哲也君） 

 ４番、髙山議員。 

○４番（髙山豊彦君） 

 今年度予算で計画をしていただいているということです。今のこの春のシーズンに

も当然観光に来られる方が多いんですが、秋も一定数来られますのでね、できれば秋

のそういう行楽シーズンに入る前にしていただければと思いますので、よろしくお願

いします。 

 以上で終わります。 

○議長（吉田哲也君） 

 ６番、岡本議員。 

○６番（岡本正意君） 

 一般会計の６６ページですけども、いわゆる項目的にはじん芥処理費の相楽東部広

域連合負担金に関わってですけども、町長、今ですね、クリーンセンターのこの間の

地盤の陥没であるとか、また崩落の状況がありますけども、今はあそこがどのような



― 123 ― 

状況にあるかということを町長はご存じでしょうか。 

 ご存じのように、この事態というのは、２０２２年、令和４年９月に安全対策の工

事が終わった直後に事態が起こりまして、それ以降、今に至ってるわけですけども、

私も何度か現地のほうにそのたびそのたび確認はしておりますけども、つい数日前で

すけども、確認させていただいたら、これまでになくひどい状況になっておりました。

いわゆる陥没箇所がさらにまた陥没する。また亀裂もさらに亀裂が走る。それで今ま

ではそういう状況でなかったところがなっているということも含めて、大変ひどい状

況が拡大しているというふうに私は確認というか感じましたけども、町長は地元の町

長として、あそこの今の状況というのは確認されてますか、いかがですか。 

○議長（吉田哲也君） 

 町長。 

○町長（馬場正実君） 

 今の質問にお答えします。 

 現地は確認をしております。現地はかなり状況が悪いということについても確認は

しております。 

○議長（吉田哲也君） 

 ６番、岡本議員。 

○６番（岡本正意君） 

 それで、ああいう状況自身も異常ではありますけども、あれだけのことが起こって

いるのに、いまだに原因が何かいうことも定かでない。また、その責任が一体どこに

あるのかということも定かでないというような、それ自身もまた大変異常な状況がこ

の令和５年度についてもずっと続いて、何ら進展がなかったわけですけども、一つは

ですね、この間、あの原因の一つとして唯一はっきり言われたのが雨なんですね。要

は、想定以上の雨が降ったから崩れたということを以前、堀町長も言われてました。

その割にはですね、先日確認したところ、ほとんど対策できてないですね。要は、ブ
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ルーシートを前は敷いてましたけども、それもほとんど陥没したところに入り込んで

何の役にも立ってない。ほとんど剥がれたような状況になっていて、雨が原因だと言

いながら何ら雨の対策もしてないというような状況で、放置したような状況になって

たわけですね。ですから、これから梅雨もどうかということで、大雨の時期がこれか

ら続く中で、さらに崩れたら一体どうするのかと大変な危惧を持ったわけですけども、

最低限、その辺りは地元の町長としてちゃんとこれ以上崩れないように対応するとい

うことはちゃんと言っておられるんですか。 

 それとやはりこの間、令和５年度に何ら進展がなかった原因解明とか責任の所在と

かいうのは、もうそろそろはっきりしてきているんじゃないかと思いますけども、そ

の辺りは今後どのように私たちに提示いただけるのか、その辺も答弁いただけますか。  

○議長（吉田哲也君） 

 町長。 

○町長（馬場正実君） 

 お答えさせていただきます。 

 原因は地滑りです。深さが約１６メーターのところ滑っているということが確認を

されてます。併せまして、雨が降ったというよりも、雨の後に若干の動きがあるとい

うのが現実でございます。工事につきましては、一旦、現地施設が止まっている関係

もございますので、防水シートの対応、それから定点観測を行うということで、次期

東部連合の議会のほうに予算を計上していきたい。 

 令和５年度につきましては、何もしてないじゃなくて、点群データ３Ｄで測量を全

部行いまして、土の動き等を確認した結果、そういう形が出たということで報告書は

まとまっております。これにつきましては、６月１０日に３町村長とコンサルと調整

をした結果の答えでございます。 

○議長（吉田哲也君） 

 ６番、岡本議員。 
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○６番（岡本正意君） 

 それを各議会にも住民にもちゃんと公表していただきたいというふうに思いますけ

ども、原因は地滑りでと鬼の首を取ったみたいに言われましたけど、昔からあそこは

地滑りはあるわけですよ。それを何とか止めて安全対策をするために工事をしたわけ

でしょう。あれは一体何のために工事をしたんですかということなんですよね。地滑

りは前からあるんですよ。それを危ないということで対応したのがあの工事でしょう。

それでまた地滑りが起こったから、じゃあ、原因が何で地滑りが起こったのかという

こと自身もね、そんなことも今まで何もお答えなかったわけで、本当にあれだけのこ

とが起こっているのに、これだけの時間をかけてようやくそこに来たということ自身

が大変不可思議なというかね、何でそんなにのんびりされてるのかというふうに思う

んですけど、そこはそういう報告書が出るということは、ああいうことが起こった責

任というのはどこにあるのかですね。あそこまで１億円をかけてやった工事があんな

簡単に崩れるということですから、それは何らか責任があるというふうに思うんです

けれども、そこははっきりしたということですね。業者なり、行政なり、何らか責任

が生じていて、それは今後はっきりさせるということでよろしいですか。 

○議長（吉田哲也君） 

 町長。 

○町長（馬場正実君） 

 はい、答弁させていただきます。 

 地滑りにつきましては、当初は確認されておりません。これにつきましては、テー

ルアルメが若干の動きを見せたということで、その観測をしてまいりました。その結

果、転倒の恐れがある。テールアルメ自身が約５０センチほど前に動いたということ

が確認をされましたので、まず上のカウンターウェートを外すということで工事を行

っております。そのほぐした関係と、それからすべり面の位置の測定につきましては、

やっぱりこれは緩慢な動きですので、時間をかけて調べないと違う位置に滑り面を設
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定すると、また大きな変化が出ますので、それがやっと出てきたということで、工事

に入るということでございます。 

○議長（吉田哲也君） 

 ６番、岡本議員。 

○６番（岡本正意君） 

 責任がどこにあるかということはお答えになってないんですけどね、要は、無責任

ということですね。要は、雨が降って自然現象で１億円かけて工事をしたけども、自

然現象で崩れたから仕方がないということなのか知りませんけどね、今度６月１０日

ですか、何らかはっきりさせられるようですから、ちゃんとその報告書を公表いただ

いて、様々な声に耐え得るように責任もちゃんとはっきりさせていただきたいという

ふうに思いますので、今回は専決でもありますので、この程度にしておきますけども、

大変無責任な対応をしてこられたということだけははっきりしておきたいし、１億円

かけてるわけですから、責任がどこにもないなんてことはあり得ませんからね。そこ

は責任所在をはっきりさせた報告書を出していただきたいというふうに要望しておき

たいと思います。 

 次に、３６ページですね。 

 茶源郷乗合交通生活お届け事業の関係なんですけども、これ自身、一般質問等でも

ありましたけれども、私のほうからお聞きしておきたいのは、先日の路線バス対策協

議会のときにもお話しさせていただきましたけども、いわゆる令和５年度につきまし

ては、ずっと実証運行だったわけですね。実証運行というのは、いわゆる何かの目的

を持って、今やっているそういう運送をどうすれば住民のニーズに合った便利な方向

でやっていけるかということを検証して、それを確かめるために運行しているという

のが実証運行だというふうに思うんですね。そうであるならば、やはりこの２年間、

実証運行されてきたわけですから、その結果がどうであったのか、何がよくて、何が

足りなくて、どこを改善していくべきなのかなどですね、そういったことをちゃんと
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やはり報告していただいて、その上に立って本格運行していくというのがあるべき姿

だと思うんですね。 

 先日の路線バス対策協議会のときには、いわゆる一定のデータというのは出してい

ただきましたけども、そういった意味での総括は全くなかったと思うんですね。まさ

か、２年間も自主運行しておいて何の報告書も出ないなんてことはないと思いますけ

ども、その辺りは今後、実証運行のちゃんとしたそういう総括と報告というのは当然

出されるというふうに思っておりますけども、それはちゃんとしていただけるかどう

かお聞きしておきたい。 

 もう１点は、先日の対策協議会のときに、参加されていた委員の中で一定の声とし

てあったのが、今回の６月以降の運行について、特に予約の取れる時間帯、日という

のが、これまでも大変取りにくくなると。要は、土日駄目ですから、挟んでしかでき

ないっていうのと、いわゆる５時までにしなくちゃいけないというのは、大変、委員

の中でも、それはやはり改善すべきじゃないかということが声として上がっていたと

思いますけども、それは今後どういう改善されていく方向があるのか、それも併せて

答弁いただきたいと思います。 

○議長（吉田哲也君） 

 総務課長。 

○総務課長（原田敏明君） 

 ただいま岡本議員のご質問にお答えさせていただきます。 

 本格運行への移行でございますけども、今のところ実証運行というところで進めさ

せていただいておりますので、ある程度の検証というのは必要ではないかということ

と思っております。何が最適なのか試行を重ねながら今までやってきたという経緯も

ございます。また、６月からは新しい運行体制で始めさせていただいていますので、

そこら辺は再度検討しながら、どういったものが最善であるのかというのは、またご

報告のほうはさせていただきたいというふうに考えております 
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 それで、先日の路線バス対策協議会での委員のご質問でございましたけども、こち

らにつきましては、やはり今、地元の自分たちの交通は自分たちで守るということで、

今まで交通サービス事業者に委託してきたところでございますが、今回、運営協議会

のほうを立ち上げさせていただきまして、実際６月から運行をさせていただいている

ところではございますけども、やはり運行自体、素人の方がしておりますので、サー

ビス事業者のような対応はなかなかしにくいということでございますので、初めのう

ちは小さく始めさせていただきたいということでそのときもお願いしてたわけでござ

いますけども、議員おっしゃるように、やはり利用者の不便というのは私たちにつき

ましても感じているところでございますので、今後、運行のほうを充実、また慣れて

きましたら当日予約等を行うように検討はさせていただきたいというふうに考えてお

りますので、よろしくお願いいたします。 

○議長（吉田哲也君） 

 ６番、岡本議員。 

○６番（岡本正意君） 

 実証運行は終わってるんですよね。先ほど髙山議員の話もありましたけども、いわ

ゆる６月からは本格運行に入ったというふうに言われてましたよね。今の運行という

のは、まだ実証運行されてるんですか。本格運行じゃないんですか。そこをはっきり

させていただきたいというふうに思います。 

 先日の協議会の中でも出てましたように、小さく始めてという話はいろいろあると

思いますけども、それまでできていたこともできなくなるなんてことはあってはなら

んと思うんですよね。特に利便性に関してね、部分について、やっぱり予約しないと

乗れないわけですから、予約時間を短縮するとか、土日は全然できないとかっていう

ようにしまったら、それは予約そのものができないわけですから、そういった意味で

は早急に手だてを打っていただきたいというふうに思いますので、そこは強く要望し

ておきたいと思います。 
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 それと、３４ページの関連なんですけども、いわゆる交通安全灯の関係で、これは

以前から言っておりますけども、いわゆる府道沿いの天満宮の辺りから、木崎のお肉

屋さん辺りですね、小学校に向けての辺りのところ、そして天満宮からさらに原山の

ほうに向かってですけども、全く防犯灯がないわけですね。そこは歩道があるのに防

犯灯がないと。先日町長は、明かりをつけたら稲の成育に関わるからみたいな話をさ

れていたこともありましたけども、ただ、やはりそこが歩道である以上は、夜が真っ

暗で何も見えないというような状況は異常だと思うんですね。ですから、その辺、い

ろいろと京都府とも折衝いただいてという話もありましたけども、その辺の防犯灯の

設置については今どのような状況になっているのか、そこを答弁いただきたいと思い

ます。 

○議長（吉田哲也君） 

 建設事業課長。 

○建設事業課長（井上博丞君） 

 お答えいたします。 

 先日、委員会のほうでも質問をされたと思うんですけども、今のところは委員会の

ときと内容は変わっておりません。京都府に防犯灯、歩行者のための街灯ですね、そ

れを要望したんですけども、条件が合わないとか、歩行者の交通量とか、いろいろ条

件がありますので、今現在ははまだ京都府と協議中だということであります。 

○議長（吉田哲也君） 

 ６番、岡本議員。 

○６番（岡本正意君） 

 ぜひ、そこは強く要望いただいて、お願いしたいというふうに思います。 

 最後に、３２ページの運動公園の関係なんですけども、この間、いわゆる運動公園

を利用する硬式野球のチームが運動公園の駐車場利用を制限するというようなことが

何度かあって、一応、担当課のほうにその話もしながら対応いただいてきたという経
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緯はありますけども、確認したいんですけどね、そういったようなこと私は少なくと

も２回そういうことで確認しましたけども、それは以前から何度かそういうことがあ

ったのかどうかいうのは、経緯のほうを確認したい。 

 そもそも運動公園自身のグラウンドというのは、もともと硬式対応ではないという

のはありますよね。ですけども、いろいろ運用面で対応してきたということはありま

す。それは、いわゆるこの地域のスポーツ振興という点で特別な対応をしているのか、

それとも、どなたであっても、硬式であってもなんでも、取りあえず町外の方も含め

て全て受け入れるということで運用されてるのか、そこを確認だけしたいと思います。 

○議長（吉田哲也君） 

 農村振興課長。 

○農村振興課長（松井幸則君） 

 岡本議員のご質問にお答えさせていただきます。 

 先ほど駐車場の関係で２回、岡本議員からご指摘をいただいたのを私も覚えており

ます。ただ、私も２年、３年、農村振興課におりますが、実際のところもう１件程度

の苦情は聞いておりますが、それ以降は聞いておりません。 

 以上です。 

○議長（吉田哲也君） 

 ６番、岡本議員。ラストです。 

○６番（岡本正意君） 

 要は、そういったことが繰り返されたこと自身は大変もちろん大きい問題だと思う

んですよね。やはり貸し出すときにやはりそういったことがあったのに、それはそれ

で貸出しはしていたということは抑止力としてはよくないと思いますので、今後そう

いうことがないように引き続きお願いしたい。 

 最後に町長にお聞きしたいんですけども、先ほど言いましたように、条例上、あそ

こはもともとは軟式対応になっております。ただ、運用上は硬式の野球も使えるとい
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うことで運用されてきたと思うんですけども、ただ、硬式ボールは大変硬いですから、

それが本当に悪くすれば車が破損したりとかいうこともそうですけども、あそこを使

うからには、いろんな方が使うからには、誰かに当たって重大事故になるということ

ももちろん想定されます。そういう意味では、もし、あそこを本当にオープンにやっ

ていくというんであれば、公共施設ですから、ずっと続けていくんであれば一定の安

全対策というのは必要じゃないかとも思ったんですけども、その辺のお考えはいかが

ですか。 

○議長（吉田哲也君） 

 町長。 

○町長（馬場正実君） 

 はい、答弁させていただきます。 

 運動公園につきましては、基本、軟式野球の軟式ボールということになっています。

運用上、硬式を使って練習しているということもございます。これにつきましては一

旦防球的なものを作っているのと、あそこで硬式の試合という、年齢的に高学年の試

合はなかなかできにくいということも聞いています。使用している団体につきまして

も、今言われるように、確かに車を置いているのも事実です。これについては自助努

力で、試合のときには別の駐車場２か所お借りをして、そこに車を入れているという

状況にもなっております。公的なグラウンドで公的に来られる方々を、この人は止め

てもいい、この人は止めたらあかんということもできませんので、そこは使用してい

るクラブとのモラルの中で対応していただいてると私のほうは判断しております。 

 ただ、硬式につきましては、若干、使用クラブの方からも何か安全対策できないの

かというようなこちらのほうに問合せもあるんで、それについては今後検討していき

たいというふうに思いますので、よろしくお願いします。 

○議長（吉田哲也君） 

 ほか、ございませんか。 
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 ５番、井上議員。 

○５番（井上武津男君） 

 １点だけお尋ねしたいんですけど、一般会計の電気自動車整備事業のいわゆる電気

自動車いうのは、国産の電気自動車使っておられるんですか。それとも外国産の電気

自動車を使っておりますか。それと、どこの課でそれを使われているのか、それだけ

教えてほしいです。 

○議長（吉田哲也君） 

 福祉課長。 

○福祉課長（北 広光君） 

 井上議員のご質問にお答えさせていただきます。 

 電気自動車につきましては、福祉課のほうで公用車として使わせていただいている

ものでございます。あれは国産の三菱の電気自動車でございます。 

○議長（吉田哲也君） 

 ５番、井上議員。 

○５番（井上武津男君） 

 なぜ、こんな質問したかといいますと、中国のいわゆる電気自動車が、バッテリー

がリチウム電池であちこちで発火してるという話が出てましたので、それがちょっと

気になりましたんで、こういう質問させてもらいました。 

 どうもありがとうございました。 

○議長（吉田哲也君） 

 ほか、ございませんか。 

 ９番、岡田議員。 

○９番（岡田 勇君） 

 時間が来てるんで、本当は言いたくなかったんですけど、これは別に私が批判する

わけでも何でもないんだけども、連合のことでテールアルメの問題ですけど、議論し
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てるのはここじゃなくて連合でやってますね。それは町長も知っておられますね。こ

れ、ほっといたり、そういうことはしてませんわね。これは初めから２０年、３０年

かかっているのと違うの。だから、お互い連合の議員も真剣に議論し、専門家の神戸

大学の先生とも一緒に議論し今日まで来たわけですよ。しかし、なかなか結論が出な

い。我々が決してほっといて無責任なことは滅多にありません。そういうことも皆さ

んが分からなかった場合は連合の議会に傍聴してください。それで分かります。今、

議論する話と違いますから。 

 岡本議員がそういうことをおっしゃっていたんで、立場が違うけれども、知らなか

ったら連合の議会に傍聴してもらって、それから判断されたらいいと思うんです。こ

れは２０年、３０年かかっておるんです。決して無駄なことはしておりません。 

 ただ、我々は専門家じゃないから分からなかった。さりとて、神戸大学の先生に責

任を持たせるわけにもいかない。こいつはどうにもなりません。これからまた結論出

ますけども、一応、別に補正には何も関係ないんですよ。それだけ誤解をされたらか

なわんので、連合にいる議員として皆さんに聞いておきたかったです。 

 以上です。 

○議長（吉田哲也君） 

 ほか、質疑ありませんか。 

 質疑を終結いたします。 

 これから討論を行います。 

 討論はありませんか。 

 討論なしと認めます。 

 討論を終結いたします。 

 これより、採決いたします。 

 採決は１件ごとに行います。 

 承認第１号 専決処分の承認を求めることについて「令和５年度和束町一般会計補
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正予算（第７号専決）」は、原案のとおり承認することに賛成の方は起立願います。  

 起立全員です。 

 したがって、承認第１号 専決処分の承認を求めることについて「令和５年度和束

町一般会計補正予算（第７号専決）」は、原案のとおり承認されました。 

 承認第２号 専決処分の承認を求めることについて「令和５年度和束町湯船財産区

特別会計補正予算（第１号専決）」は、原案のとおり承認することに賛成の方は起立

願います。 

 起立全員です。 

 したがって、承認第２号 専決処分の承認を求めることについて「令和５年度和束

町湯船財産区特別会計補正予算（第１号専決）」は、原案のとおり承認されました。  

 承認第３号 専決処分の承認を求めることについて「令和５年度和束町国民健康保

険特別会計補正予算（第３号専決）」は、原案のとおり承認することに賛成の方は起

立願います。 

 起立全員です。 

 したがって、承認第３号 専決処分の承認を求めることについて「令和５年度和束

町国民健康保険特別会計補正予算（第３号専決）」は、原案のとおり承認されました。  

 承認第４号 専決処分の承認を求めることについて「令和５年度和束町介護保険特

別会計補正予算（第５号専決）」は、原案のとおり承認することに賛成の方は起立願

います。 

 起立全員です。 

 したがって、承認第４号 専決処分の承認を求めることについて「令和５年度和束

町介護保険特別会計補正予算（第５号専決）」は、原案のとおり承認されました。  

 承認第５号 専決処分の承認を求めることについて「令和５年度和束町後期高齢者

医療特別会計補正予算（第１号専決）」は、原案のとおり承認することに賛成の方は

起立願います。 
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 起立全員です。 

 したがって、承認第５号 専決処分の承認を求めることについて「令和５年度和束

町後期高齢者医療特別会計補正予算（第１号専決）」は、原案のとおり承認されまし

た。 

 本日の会議は、議事進行上、会議時間を延長いたします。 

 日程第７、承認第６号 専決処分の承認を求めることについて「過疎地域における

和束町税条例の特例に関する条例の一部を改正する条例」を議題といたします。 

 提案理由及び議案の説明を求めます。 

 町長。 

○町長（馬場正実君） 

 それでは、承認第６号 過疎地域における和束町税条例の特例に関する条例の一部

を改正する条例に係る専決処分の承認を求めることについて、提案理由を申し上げま

す。 

 奄美群島振興開発特別措置法第３８条の地方税の課税免除又は不均一課税に伴う措

置が適用される場合等を定める省令等の一部を改正する省令が令和６年３月３０日に

公布、同年４月１日に施行されることに伴い、過疎地域における和束町税条例の特例

に関する条例の一部を改正する必要が生じましたが、特に緊急を要するため議会を招

集する時間的余裕がないことが明らかであると認め、地方自治法第１７９条第１項の

規定により専決処分をしたので、今回提案させていただいた次第です。 

 ご審議の上、ご承認賜りますようよろしくお願い申し上げます。 

○議長（吉田哲也君） 

 税住民課長。 

○税住民課長（今西 靖君） 

 それでは、私のほうから、承認第６号についてご説明申し上げます。 

 承認第６号 
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専決処分の承認を求めることについて 

 地方自治法第１７９条第１項の規定によって、別紙のとおり専決処分したので、同

条第３項の規定により報告し、承認を求める。 

                         令 和 ６ 年 ６ 月 １ ２ 日 

                         和 束 町 長   馬 場 正 実 

 １枚めくっていただきまして、次ページをお願いします。 

専決処分書 

 地方自治法第１７９条第１項の規定により、次のとおり専決処分をする。 

                         令 和 ６ 年 ３ 月 ３ ０ 日 

                         和 束 町 長   馬 場 正 実 

 １．専決事項 過疎地域における和束町税条例の特例に関する条例の一部を改正す

る条例 

 ２．専決理由 奄美群島振興開発特別措置法第３８条の地方税の課税免除又は不均

一課税に伴う措置が適用される場合等を定める省令等の一部を改正す

る省令が令和６年３月３０日に公布されたことに伴い、過疎地域にお

ける和束町税条例の特例に関する条例の一部を改正する必要が生じた

が、特に緊急を要するため議会を招集する時間的余裕がないことが明

らかであると認め、地方自治法第１７９条第１項の規定により専決処

分する。 

 次ページに、過疎地域における和束町税条例の特例に関する条例の一部を改正する

条例案になります。議長にあらかじめお許しを頂戴しておりますので、１枚めくって

いただきまして、右ページにございます過疎地域における和束町税条例の特例に関す

る条例の一部を改正する条例 概要によりご説明させていただきます。 

      過疎地域における和束町税条例の特例に関する条例の 

      一部を改正する条例 概要 
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 １．改正理由 

   奄美群島振興開発特別措置法第３８条の地方税の課税免除又は不均一課税に伴

う措置が適用される場合等を定める省令等の一部を改正する省令が令和６年３月

３０日に公布され、令和６年４月１日に施行されることに伴い、過疎地域の持続

的発展の支援に関する特別措置法第２４条の地方税の課税免除又は不均一課税に

伴う措置が適用される場合等を定める省令の一部が改正されることにあわせて条

例改正するものです。 

 ２．改正概要 

  附則第２条【適用期限】 

  ○過疎地域における税制特例措置の適用期限の延長でございます。 

  ・過疎地域の事業に供する設備で、取得価格が一定額以上の家屋及び償却資産、

当該家屋の敷地である土地に対して３年間の課税免除を行うものでございます。 

  ・失効期限前に取得した分は期限以降も効力を有する。 

   現行 令和６年３月３１日失効期限となっているものを改正後 令和９年３月

３１日とするものでございます。 

  ○その他条項番号の整理等を行います。 

 ３．改正条例の施行日といたしまして、令和６年４月１日となっております。 

 以上、過疎地域における和束町税条例の特例に関する条例の一部を改正する条例 

概要の説明とさせていただきます。 

 ご承認賜りますようよろしくお願いいたします。 

○議長（吉田哲也君） 

 これから質疑を行います。 

 質疑はありませんか。 

 質疑なしと認めます。 

 質疑を終結いたします。 
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 これから討論を行います。 

 討論はありませんか。 

 討論なしと認めます。 

 討論を終結いたします。 

 これより、採決いたします。 

 承認第６号 専決処分の承認を求めることについて「過疎地域における和束町税条

例の特例に関する条例の一部を改正する条例」は、原案のとおり承認することに賛成

の方は起立願います。 

 起立全員です。 

 したがって、承認第６号 専決処分の承認を求めることについて「過疎地域におけ

る和束町税条例の特例に関する条例の一部を改正する条例」は、原案のとおり承認さ

れました。 

 日程第８、承認第７号 専決処分の承認を求めることについて「和束町税条例の一

部を改正する条例」を議題といたします。 

 提案理由及び議案の説明を求めます。 

 町長。 

○町長（馬場正実君） 

 それでは、承認第７号 「和束町税条例の一部を改正する条例」専決処分の承認を

求めることについての提案理由を申し上げます。 

 地方税法等の一部を改正する法律、地方税法施行令の一部を改正する政令並びに地

方税法施行規則及び航空機燃料譲与税法施行規則の一部を改正する省令が、それぞれ

令和６年３月３０日に公布、同年４月１日に施行されることに伴い、和束町税条例の

一部を改正する必要が生じましたが、特に緊急を要するため議会を招集する時間的余

裕がないことが明らかであると認め、地方自治法第１７９条第１項の規定により専決

処分したので、今回提案させていただいた次第です。 
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 ご審議の上、ご承認賜りますようよろしくお願い申し上げます。 

○議長（吉田哲也君） 

 税住民課長。 

○税住民課長（今西 靖君） 

 それでは、続きまして、承認第７号についてご説明申し上げます。 

 承認第７号 

専決処分の承認を求めることについて 

 地方自治法第１７９条第１項の規定によって、別紙のとおり専決処分したので、同

条第３項の規定により報告し、承認を求める。 

                         令 和 ６ 年 ６ 月 １ ２ 日 

                         和 束 町 長   馬 場 正 実 

 １枚おめくりいただきまして、 

専決処分書 

 地方自治法第１７９条第１項の規定により、次のとおり専決処分をする。 

                         令 和 ６ 年 ３ 月 ３ ０ 日 

                         和 束 町 長   馬 場 正 実 

 １．専決事項 和束町税条例の一部を改正する条例 

 ２．専決理由 地方税法等の一部を改正する法律、地方税法施行令の一部を改正す

る政令、地方税法施行令の一部を改正する政令及び地方税法施行令の

一部を改正する政令並びに地方税法施行規則及び航空機燃料譲与税法

施行規則の一部を改正する省令が令和６年３月３０日にそれぞれ公布

されたことに伴い、和束町税条例の一部を改正する必要が生じたが、

特に緊急を要するため議会を招集する時間的余裕がないことが明らか

であると認め、地方自治法第１７９条第１項の規定により専決処分す

る。 
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 次ページに和束町税条例の一部を改正する条例案になります。議長にあらかじめお

許しを頂戴しておりますので、１９ページめくっていただきまして、左ページ、和束

町税条例の一部を改正する条例 概要によりご説明申し上げます。 

和束町税条例の一部を改正する条例 概要 

 １．改正理由 

   地方税法等の一部を改正する法律、地方税法施行令の一部を改正する政令、地

方税法施行規則及び航空機燃料譲与税法施行規則の一部を改正する省令が令和６

年３月３０日に公布され、令和６年４月１日に施行されることに伴い、法及び政

令等の改正にあわせて改正するものでございます。 

 ２．改正概要 

  Ⅰ 個人住民税 

    ○職権による減免を可能とする規定の追加でございます。こちらは第５１条

関係でございます。 

    ○令和６年度分の個人住民税所得割額から、特別控除の額を控除する。ただ

し、その者の令和６年度分の個人住民税に係る合計所得金額が１,８０５

万円以下である場合に限る。 

     特別控除の額は、次の金額の合計額とする。ただし、その合計額がその者

の所得割の額を超える場合には、所得割の額を限度とする。 

     ・本人分として１万円 

     ・控除対象配偶者又は扶養親族１人につき１万円 

      こちらは定額減税に係る改正分でございます。 

     【附則第７条の５から第７条の８】の関係でございます。 

    ○特別税額控除の対象となる所得割の額について読替え規定の追加を行って

おります。 

     こちらは、【附則第１６条の３等】でございます。 
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  Ⅱ 固定資産税 

    ○職権による減免を可能とする規定の追加【第７１条関係】 

    ○固定資産税の負担調整措置等を３年間延長する関係でございます。【附則

第１１条～第１５条関係】 令和６年度から令和８年度まで延長となって

おります。 

  Ⅲ その他法律、政令改正により条項番号に変更やズレが生じたことに伴う整理

等でございます。 

 ３．改正条例の施行日といたしまして、令和６年４月１日となっております。 

 以上、和束町税条例の一部を改正する条例 概要の説明とさせていただきます。 

 ご承認賜りますようよろしくお願いいたします。 

○議長（吉田哲也君） 

 これから質疑を行います。 

 質疑はありませんか。 

 質疑なしと認めます。 

 質疑を終結いたします。 

 これから討論を行います。 

 討論はありませんか。 

 討論なしと認めます。 

 討論を終結いたします。 

 これより、採決いたします。 

 承認第７号 専決処分の承認を求めることについて「和束町税条例の一部を改正す

る条例」は、原案のとおり承認することに賛成の方は起立願います。 

 起立全員です。 

 したがって、承認第７号 専決処分の承認を求めることについて「和束町税条例の

一部を改正する条例」は、原案のとおり承認されました。 
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 日程第９、承認第８号 専決処分の承認を求めることについて「和束町国民健康保

険税条例の一部を改正する条例」を議題といたします。 

 提案理由及び議案の説明を求めます。 

 町長。 

○町長（馬場正実君） 

 それでは、承認第８号 「和束町国民健康保険税条例の一部を改正する条例」専決

処分の承認を求めることについて提案理由を申し上げます。 

 地方税法等の一部を改正する法律、地方税法施行令の一部を改正する政令並びに地

方税法施行規則及び航空機燃料譲与税法施行規則の一部を改正する省令が、それぞれ

令和６年３月３０日に公布、同年４月１日に施行されることに伴い、和束町国民健康

保険税条例の一部を改正する必要が生じましたが、特に緊急を要するため議会を招集

する時間的余裕がないことが明らかであると認め、地方自治法第１７９条第１項の規

定により専決処分したので、今回提案させていただいた次第です。 

 ご審議の上、ご承認賜りますようよろしくお願い申し上げます。 

○議長（吉田哲也君） 

 税住民課長。 

○税住民課長（今西 靖君） 

 続きまして、承認第８号についてご説明申し上げます。 

 承認第８号 

専決処分の承認を求めることについて 

 地方自治法第１７９条第１項の規定によって、別紙のとおり専決処分したので、同

条第３項の規定により報告し、承認を求める。 

                         令 和 ６ 年 ６ 月 １ ２ 日 

                         和 束 町 長   馬 場 正 実 

 １枚おめくりいただきまして、 
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専決処分書 

 地方自治法第１７９条第１項の規定により、次のとおり専決処分をする。 

                         令 和 ６ 年 ３ 月 ３ ０ 日 

                         和 束 町 長   馬 場 正 実 

和束町国民健康保険税条例の一部を改正する条例 

 １．専決事項 和束町国民健康保険税条例の一部を改正する条例 

 ２．専決理由 地方税法等の一部を改正する法律、地方税法施行令の一部を改正す

る政令、地方税法施行令の一部を改正する政令及び地方税法施行令の

一部を改正する政令並びに地方税法施行規則及び航空機燃料譲与税法

施行規則の一部を改正する省令が令和６年３月３０日にそれぞれ公布

されたことに伴い、和束町国民健康保険税条例の一部を改正する必要

が生じたが、特に緊急を要するため議会を招集する時間的余裕がない

ことが明らかであると認め、地方自治法第１７９条第１項の規定によ

り専決処分する。 

 次ページに和束町国民健康保険税条例の一部を改正する条例案になります。 

 議長にあらかじめお許しをいただいておりますので、２ページめくっていただき、

左ページ、和束町国民健康保険税条例の一部を改正する条例 概要によりご説明させ

ていただきます。 

和束町国民健康保険税条例の一部を改正する条例 概要 

 １．改正理由 

   地方税法等の一部を改正する法律、地方税法施行令の一部を改正する政令、地

方税法施行規則及び航空機燃料譲与税法施行規則の一部を改正する省令が令和６

年３月３０日に公布され、令和６年４月１日に施行されることに伴い、法及び政

令等の改正にあわせて改正するものです。 

 ２．改正概要 
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  第２条【課税額】でございます。 

  ○課税限度額の引上げでございます。 

   基礎課税額 こちらは医療分で、現行６５万円のもの、改正後据置きとなって

おります。 

   後期高齢者支援金等課税額 現行２２万円の限度額が改正後２４万円に引上げ

になります。 

   介護納付金課税額 １７万円が改正後、据置きとなっています。 

   合計１０４万円の限度額が改正後１０６万円と、２万円の引上げになるもので

ございます。 

  第２３条【国民健康保険税の減額】 

  ○減額措置に係る軽減判定所得の算定方法の変更でございます。 

   ・５割減額の対象となる所得の算定において被保険者の数に乗ずべき金額 

            現行２９万円が改正後２９万５,０００円となります。 

   ・２割減額の対象となる所得の算定において被保険者の数に乘ずべき金額 

            現行５３万５,０００円が改正後５４万５,０００円となる

ものでございます。 

 ３．改正条例の施行日といたしまして、令和６年４月１日となっております。 

 以上、和束町国民健康保険税条例の一部を改正する条例 概要のご説明とさせてい

ただきます。 

 ご承認賜りますようよろしくお願いいたします。 

○議長（吉田哲也君） 

 これから質疑を行います。 

 質疑はありませんか。 

 質疑なしと認めます。 

 質疑を終結いたします。 
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 これから討論を行います。 

 討論はありませんか。 

 討論なしと認めます。 

 討論を終結いたします。 

 これより、採決いたします。 

 承認第８号 専決処分の承認を求めることについて「和束町国民健康保険税条例の

一部を改正する条例は、原案のとおり承認することに賛成の方は起立願います。 

 起立多数です。 

 したがって、承認第８号 専決処分の承認を求めることについて「和束町国民健康

保険税条例の一部を改正する条例」は、原案のとおり承認されました。 

 日程第１０、同意第１号 和束町消防委員会委員の委嘱についてを議題といたしま

す。 

 提案理由及び議案の説明を求めます。 

 町長。 

○町長（馬場正実君） 

 それでは、同意第１号 消防委員会委員の委嘱について提案理由を申し上げます。 

 和束町消防委員９名の任期満了に伴い、新たに和束町消防委員の委嘱をいたしたく、

和束町消防委員会条例第４条の規定により、議会の同意を求めたく提案させていただ

いた次第でございます。 

 ご審議の上、ご同意賜りますようよろしくお願い申し上げます。 

○議長（吉田哲也君） 

 総務課長。 

○総務課長（原田敏明君） 

 同意第１号のご説明を申し上げます。 

 同意第１号 
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和束町消防委員会委員の委嘱について 

 別紙の者を和束町消防委員会委員に委嘱したいから、和束町消防委員会条例第４条

の規定により、議会の同意を求める。 

                         令 和 ６ 年 ６ 月 １ ２ 日 提 出 

                         和 束 町 長   馬 場 正 実 

 裏面が別紙でございます。 

 まず、条例第４条第１号委員といたしまして、消防関係者でございます。住所、氏

名、年齢の順にご説明申し上げます。 

 和束町大字下島、谷本昌隆、６４歳 

 和束町大字園、竹内秀年、５５歳 

 和束町大字湯船、大谷 毅、５４歳 

 続きまして、条例第２号委員の知識経験者でございます。こちらにつきましても、

住所、氏名、年齢の順にご説明申し上げます。 

 和束町大字中、北 昇、７５歳 

 和束町大字湯船、桧谷正樹、６７歳 

 和束町大字白栖、西島 剛、７５歳 

 和束町大字原山、谷村正己、６１歳 

 和束町大字別所、岡田周一、６１歳 

 和束町大字別所、辻 由典、５５歳 

 以上でございます。よろしくお願いいたします。 

○議長（吉田哲也君） 

 お諮りいたします。 

 本案は人事案件につき、質疑・討論を省略したいと思います。 

 これにご異議ありませんか。 

 異議なしと認めます。 
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 これより、採決いたします。 

 同意第１号 和束町消防委員会委員の委嘱について、原案のとおり同意することに

賛成の方は起立願います。 

 起立全員です。 

 したがって、同意第１号 和束町消防委員会委員の委嘱については、原案のとおり

同意することに決定いたしました。 

 日程第１１、同意第２号 和束町農業委員会委員の任命についてを議題といたしま

す。 

 提案理由及び議案の説明を求めます。 

 町長。 

○町長（馬場正実君） 

 それでは、同意第２号の提案理由を申し上げます。 

 和束町農業委員会委員１４人のうち１名が辞任されたことに伴い、欠員している和

束町農業委員会委員を新たに任命するため、農業委員会等に関する法律第８条第１項

の規定により、今回欠員となっている１名を任命するに当たって議会の同意を求めた

たく、ご提案させていただいた次第です。 

 ご審議の上、ご同意賜りますようよろしくお願い申し上げます。 

○議長（吉田哲也君） 

 農村振興課長。 

○農村振興課長（松井幸則君） 

 同意第２号の説明を申し上げます。 

 同意第２号 

和束町農業委員会委員の任命について 

 次の者を農業委員会委員に任命したいので、農業委員会等に関する法律第８条第１

項の規定により議会の同意を求める。 
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記 

  住  所    和束町大字杣田 

  氏  名    林 嘉造 

  年  齢    ６８歳 

                         令 和 ６ 年 ６ 月 １ ２ 日 提 出 

                         和 束 町 長   馬 場 正 実 

 おめくりください。 

 林 嘉造さんの経歴一覧表でございます。お目通しいただきますようよろしくお願

い申し上げます。 

 以上、ご承認賜りますようお願い申し上げます。 

○議長（吉田哲也君） 

 お諮りいたします。 

 本案は人事案件につき、質疑・討論を省略したいと思います。 

 これにご異議ありませんか。 

 異議なしと認めます。 

 これより、採決いたします。 

 同意第２号 和束町農業委員会委員の任命について、原案のとおり同意することに

賛成の方は起立願います。 

 起立全員です。 

 したがって、同意第２号 和束町農業委員会委員の任命については、原案のとおり

同意することに決定いたしました。 

 日程第１２、同意第３号 和束町自治功労者の表彰についてを議題といたします。 

 提案理由及び議案の説明を求めます。 

 町長。 

○町長（馬場正実君） 



― 149 ― 

 それでは、同意第３号の提案理由を申し上げます。 

 永年にわたり本町自治の発展に貢献されました前副町長の奥田 右氏を和束町自治

功労者として表彰いたしたく存じますので、和束町自治功労者表彰条例第２条の規定

により議会の同意を求めたく、提案させて次第でございます。 

 ご同意賜りますようよろしくお願い申し上げます。 

○議長（吉田哲也君） 

 総務課長。 

○総務課長（原田敏明君） 

 同意第３号のご説明を申し上げます。 

 同意第３号 

和束町自治功労者の表彰について 

 別表の者を和束町自治功労者として表彰したいので、和束町自治功労者表彰条例第

２条第１項の規定により議会の同意を求める。 

                         令 和 ６ 年 ６ 月 １ ２ 日 提 出 

                         和 束 町 長   馬 場 正 実 

 裏面が別表でございます。 

 自治功労者被表彰者名簿 

 表彰条例該当項目第２条第１項第８号、氏名：奧田 右、年齢：７０歳、住所：京

都府相楽郡和束町大字別所 

 次のページでございますが、自治功労者功績調書でございます。 

 奧田氏につきましては、昭和４８年３月、和束町職員として採用され、平成６年４

月からは管理職、また平成２６年４月から本年３月３１日まで副町長として務められ

ました。 

 功績の概要として、永年にわたり職員としての本町の自治の発展に貢献された功績

は顕著であるというところでございます。 
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 以上でございます。どうぞよろしくお願いいたします。 

○議長（吉田哲也君） 

 お諮りいたします。 

 本案は人事案件につき、質疑・討論を省略したいと思います。 

 これにご異議ありませんか。 

 異議なしと認めます。 

 これより、採決いたします。 

 同意第３号 和束町自治功労者の表彰については、原案のとおり同意することに賛

成の方は起立願います。 

 起立全員です。 

 したがって、同意第３号 和束町自治功労者の表彰については、原案のとおり同意

することに決定いたしました。 

 以上で、本日の日程は全て終了いたしました。 

 本日はこれにて散会いたします。 

 なお、次回の本会議は、来る６月２０日午前９時３０分より本議場で再開いたしま

すので、ご参集くださいますよう通知いたします。 

 本日はご苦労さまでした。 

午後５時２０分散会 
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